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巻頭言

保育教諭養成課程研究会 

理事長　無藤　隆

本研究誌も第4号を迎えることとなった。その間に、幼稚園教育要領等の改訂、幼稚園教諭

の養成課程（また保育士の養成課程）の改訂、さらに、子ども・子育て支援制度の進展と保育料

の無償化の施策の決定等、多くの変革を経験してきた。それに並行して、幼児教育を囲む実践

の進化とまたそれに伴う実践の改善のための試みとしての研修の拡大や公開保育や実践事例

の発表が進み、また客観的なエビデンスの研究レベルでの収集も進んできた。それらに対して、

とりわけ幼稚園教諭の養成のあり方については、本研究会での研究やそれに基づく提案も多少

なりとも寄与できたと考えている。その成果の一端は、既にいくつかの報告書を刊行したし、

また本号においてもそれを示すことができた。そういった意味で本研究会の使命を果たして

きたと自負してもよいのではないだろうか。

とはいえ、課題も多い。幼稚園教諭養成を含む教職課程は再課程申請が済み、その実施に

向かうのであるが、そこで浮かび上がってきた大きな課題はその質保障の問題である。それを

支えるものとしてコア・カリキュラムやモデル・カリキュラムも提言されたわけだが、その実質

を作っていくことやその何らかの情報公開などは今後の作業となる。

幼稚園教諭と保育士のそれぞれの養成課程をさらに重なりを増やし、統合化へと進めていく

ことはさらに議論が必要であるが、その検討を開始すべきであろう。1年・2年でできることで

はないので、まずは問題点を探り出す必要がある。それは、幼稚園教諭と保育士の専門性のあ

り方の検討と共に、養成課程が全国の養成校でどういう実情であるのかを精査して進める必要

がある。

現職の幼稚園教諭・保育士の研修をどのようにして広げ、また実質的なものとしていくかの

課題も大きい。「キャリアアップ研修」として幼稚園・保育所・認定こども園に広がってきてい

ることが中心であるが、それを実施可能にし､また実りのあるものにしていくことに伴う検討

事項は多々あると思われる。

そういったことを含めて、本研究会に託された使命は大きい。会員の方々が総力を挙げて

協働して取り組むことを期待したい。





第1部

自由論文
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保育者としてのキャリアを見据える授業実践の研究
̶教職実践演習の授業において̶

A practical study on professional and career development of ECE student teachers:  
the case of seminar of pre-service teacher training

村井尚子 坂田哲人
（京都女子大学） （帝京大学）

本稿は保育者養成課程の最終学年に実施する教職実践演習の授業において、リフレクションの営みを

中心に据えた実践を行った結果について記したものである。この授業実践を通じて、養成課程の学生が

保育者としてのキャリアをより具体的に見据えることを促し、そのことが結果的に現職段階への接続・

移行をスムーズにし、ひいてはリアリティ・ショックなどによる初期・早期の離職を減少させることを

期待した。

本稿に含まれる報告内容は、教職実践演習における具体的な実践内容と、その実践による学生からの

反応を振り返りシートを通じて収集し、集約した。

その内容からは、受講生（学生）が繰り返しリフレクションを行うことが、これまでの学びとこれから

の学びを言語化し、その立ち位置を確かめることに貢献し、「保育者になること」の意識づけに寄与した

ことが読み取れる。

キーワード：  リフレクション、キャリア、教職実践演習、養成と現職段階の接続、経験学習

1．はじめに

保育者養成課程を卒業し、幼稚園や保育所、認

定こども園などに保育者として就職しても、早期

に離職する例が多い。全国保育士養成協議会

「保育士等における現状」（平成27年11月）によれ

ば、保育士の離職率は10.3%となっており、経験

年数7年以下の保育士が約半数を占める状況であ

る。多くは幼い頃から保育者を夢に見、養成校に

おける講義や実習を経て保育者として職に就い

たものの、キャリアを積まないままに離職してし

まう現状は、養成校教員としては看過し難い問題

であると言えよう。早期の段階での離職につな

がる要因は多岐にわたると想定できるが、この課

題に対して養成課程の段階でどのようなことが

でき得るかを考えると、特にその最終局面におい

て、言い換えるならば養成段階と現職段階の接続

点においてキャリアの移行（トランジション）を

促し、以降は「実践者」として自身を成長させて

いくという意識を明確に持たせるということが

考えられる。そのことが現場で数々の課題に直

面する際の困難（リアリティ・ショック）を和ら

げ、離職の可能性を少しでも軽減できるのではな

いかと期待できる。しかしながら、現在の養成課

程にあっては、卒業時までの見通しはあったとし

ても、その後にどのような保育者として活躍して

いたいかという「保育者としてのキャリアを見据

える」視点が必ずしも十分には備わっていない

という現状があると想定している。

そこで、4年次の最終授業にあたる教職実践演

習において、今後専門職としてキャリアを積み重

ねていくことを見据え、目指す姿に対して、どの

pp.3-13
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程度まで到達しているのかという成長度合い、

言い換えれば「学びの道程」のどこに位置するの

かを確認しておくことは重要なことだと言える。

学びとは、これまでの経験を振り返り、あるいは先

の見通しをもつ中で、新しいことを身につけ、自分

の考えや行動を修正していくことを意味する 1）。

当該養成校では、大学在学中に学んだことを振り

返り、卒業後保育職に就いてからの学びの見通し

を立てるために、リフレクション 2）の手法を用い

ての授業展開を試みた。

リフレクションの概念整理
カナダで教員養成の現象学を研究している

ヴァン＝マーネン（Max van Manen）は、リフレ

クションを以下の4つの時間軸に分類している

（表1）。

ⅡおよびⅢは、ドナルド・ショーン（Donald A. 

Schön, 1930-1997）のいうreflection in action（行為

の中の省察／リフレクション 4））にあたるもので

あり、保育実践においては、ⅡおよびⅢは重要な

テーマとなる。ただし、この点に関しては別稿で

論じる予定であるため、ここでは、Ⅰの予期的な

リフレクションとⅣの事後的、想起的なリフレク

ションを問題とする。

リフレクションというと、多くは保育実践や

授業などが終わった後に、あるいは終わる際にそ

の日の学びや反省点、感想を記述したり話し合った

りするという用いられ方が一般的である。しかし

ヴァン＝マーネンが規定するように、これから起

こる未来の出来事に向けて、予期的にリフレク

ションをすることで、その出来事を意味付ける

我々の構えがあらかじめ形成される。「前もって

のリフレクションによって、他に別の仕方がある

かどうかについて熟慮したり、一連の活動を決定

したり、なすべきある種の事柄の計画が可能とな

る。また、起こるだろうと予想した出来事や計画

しておいた活動の結果として我々や他の人達がど

のような経験をするかを予期できる。前もっての

リフレクションは、組織化された、意思決定的な、

準備された仕方で状況や他者にアプローチする際

の一助となる 5）」。

こういったリフレクションの時間軸は、保育者

養成課程における学生の育ち、保育者となってか

らの学びの道程にもあてはまると言える。リフ

レクションの時間軸は、何らかの出来事や活動と

いった短いスパンのみならず、数年、数十年先を

見通す前もってのリフレクション（Ⅰ）と、これま

での学びの道程を見返す事後的、想起的なリフレ

クション（Ⅳ）といった捉え方も可能であろう。

そこで、当養成校教員は教職実践演習の受講期

である4年次後期の時期を、これまでの養成課程

の学びと就職してからの保育者としての学びの

結節点と捉え、授業作りを行った。これによっ

て、学生達が今の自分の立ち位置を見定め、これ

までの学びの過程の再確認と、これからの自分の

めざすべき保育者像を明らかにし、そこに向けて

の構えの確認が可能になると考えるものである。

具体的には、下に述べるように、様々な経験とそ

のリフレクションを軸にした授業を実施した。

本稿では、授業の内容とそのねらいについて述

べ、その効果については主に学生の振り返りの記

述から検証していくこととする。

先行研究の分析
教職実践演習のカリキュラムに関しては、姫野

ら（2011）がある。姫野らは、教職実践演習に求め

表1.　リフレクションの時間性

Ⅰ．予期的なリフレクション

Ⅱ． 行為のうちに埋め込まれているリフレク

ション

Ⅲ． 行為の中で立ち止まって行うリフレク

ション

Ⅳ．事後的、想起的なリフレクション 3） 
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られる内容を踏まえてカリキュラムを開発・試行

し、その成果を教員スタンダードに対する学生の

自己評価、授業アンケートをもとに評価している。

本稿では、経験とリフレクションというユニット

をカリキュラムの核としている点で先行研究とは

異なっている。

保育者養成における教職実践演習に関して

は、昨今いくつかの先行研究が見られるが、

柳・大佐古・望月（2015）6）は、7つのグループに

分け活動を行い、最後に発表会を実施している。

ティームティーチングの方式を採ったことで

教員に得られた学びを分析している。本稿でも

教科ごとの教員がそれぞれのクラスでゼミとは

異なる内容について学びを深める工夫をし、

最後に発表会をしており、柳らの論文は大変

参考となる。ただし、当養成校教員は発表自体

も重要であるが、そのリフレクションも同様に重

要であると捉えている。リフレクション（省察）

に主軸を据えたものとしては浅井・高橋・児嶋

（2017）7）がある。浅井らは、保育者の資質とし

て反省的な自己省察力を挙げ、そのために教育

実習指導や教職実践演習において学生に反省的

な自己省察を促す取り組みを行っているとして

いる。ただし、具体的な方法に関してはそれほ

ど記載されていない。これに対して、本稿では、

「4年間の学びのリフレクション」や「学びの樹」、

「紙皿」といったある種の技法を用いることで、

学生のリフレクション（省察）が促される点に焦

点をあてたい。なお、ここでのリフレクション

は反省とは異なり、あくまでも自らの有り様を

ポジティブに捉えることが肝要である。他者へ

のフィードバックも、ポジティブであることを

根底に据えることで、個々人が否定されず、それ

ぞれの特徴を持った保育者の卵としてクラス全

体で受け容れ、そのうえで自身の過去と未来、

有り様を見つめ返すことをねらいとしている。

リフレクションと経験学習との関連性
養成段階から現職段階への接続点において求め

られる教育という観点から参照しうる理論として

は、コルトハーヘン（F.A.J. Korthagen）が述べる

「リアリスティック・アプローチ」を参考にでき

る。リアリスティック・アプローチは実践と理論

を繋げることを主たる目的として提唱されたもの

であるが、その実際は、自身の経験を題材とし、

リフレクションを行いながら理論化していく

（自分自身のものとしての理論を獲得していく）た

めの方策である。

また、経験からの学習という点については、

デイビッド・コルブ（David Kolb）の経験学習モデ

ルも参考とすることができる（図1）。

この経験学習モデルは4段階のプロセスを順

に経るサイクル型のモデルとして示されている

が、このプロセスにおいては「具体的な経験

（Concrete Experience）：図1.上側」を「リフレク

ティブに観察（Reflective Observation）：図1.右側」

するというフェーズが設けられている。経験学

習は、その名の通り「経験を通じて学習していく

こと」を中心とした学習のプロセスであるが、

このことは、単に経験することだけではなく、

「いかに経験の中から学習の材料となるものを

取り出し、自身に取り込んでいくこと、そして

次の行動に繋げる」かが重視されたモデルで

ある。

図1.　Kolbの経験学習モデル
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経験から出発し、そのことを学習材料としなが

らリフレクティブな観察（リフレクション）を行

うという点においては、コルトハーヘンのリアリ

スティック・アプローチにも通底するものであ

り、コルトハーヘンが提示するリフレクション

モデルの1つであるALACTモデルは、実際に

この経験学習モデルが参照されている（図2）。

2．教職実践演習のカリキュラム編成のねらい

コルトハーヘンやコルブが、ともにその理論の

中心に据えている「自身の経験を題材とし、リフ

レクションすることによって生み出される学習」

をいかにして授業実践の場で実現できるかを構想

し、4年間の学びの集大成として実施している

教職実践演習の授業において、保育者としての

キャリアを見据えることを意図した授業実践を

行っている。大学での理論の学びを、経験に結び

ついたものとすることで、リアリティをもった

「生きた知識」が得られ、大学で学んだことが現場

で役に立たないという理論と実践の乖離を少しで

も解消することができるのではないかと考える。

また、職に就いてからも学び続けるために必要な

のは、自らの現場での実践経験を言語化し理論化

することのできる能力であると言える。養成の

段階で、自身が様々な場面で経験したことへの

リフレクションを行うことで、実践を振り返って

考察し、意味づけることができるように育ててい

くことが重要である 8）。

そこで、リフレクションを行うにあたっては、

教職実践演習を履修する以前の経験を題材とする

とともに、30回の授業においてもできるだけ保育

に関する経験を得られるように工夫し、さらにそ

の経験についてリフレクションを行うことができ

るようスケジュールを組んでいる。

4年をかけて履修してきた養成課程の科目を縦

断的に俯瞰し、これを「保育の専門性を獲得する

ための一連の学びの課程」として捉え、その課程

を振り返りながら自分自身にどのような専門性が

身についているかを確認し、のちに活用できるよ

うに（残る形）で表現すること。一連の学びの課

程における一つ一つの事象、出来事、経験、実習な

どについてリフレクションの営みを通じて、今の

「自分自身の立ち位置」から再度確認するための

機会を多く設けること。例えば教育実習について

の経験を振り返る機会を持ち、今の私が当時の実

習生としての私を振り返り、そこに何が見えるか、

何を感じることができるかという点を追究し、

実習当時の経験談としてではなく、今の自分にど

のように活かすことができるか（活かすことがで

きているか）という点を重視した機会を多く作る

ことを教職実践演習のカリキュラム作りにあたっ

て意識した。

よって、教職実践演習を履修する以前に培われ

た経験を題材とするとともに、30回のカリキュラ

ムにおいてもできるだけ保育に関わる経験を積め

るようにスケジュールを組んでいる。

そして、講義では、本稿の主題でもある「現職段

階を見据えた教育実践」に最大の眼目が置かれて

いる。多くの学生は翌年度4月（およそ半年後）に

は、「先生」と呼ばれる立場となる。学生は実習を

始めとして、園や施設等を訪問しながら子ども達

と接する機会をもったり、現職保育者と交流する

など、様々な形で保育現場と触れ合っている。

そこでの知識や経験から保育者としての立ち振

図2.　ALACTモデル
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る舞いをシミュレーションし、そしてリフレク

ションを通じて、実践的な知識、あるいは保育者

としての知恵を身につけている。この過程は、

現職段階に近づいてくためのステップであると

言えるが、一方で、これらは全て「養成課程にお

ける学び」であって、「現職保育者としてのリアリ

ティ」にはやはり一歩及ばない面がある。

そのことは、特に「評価」の側面として顕著に

現れてくる。教職実践演習の趣旨は、現職段階に

おいて必要最低限の知識、技術、態度を獲得でき

ているかということを評価することにあるゆえ

に、学生にとってはそのことを「評価される」立

場にあることに他ならない。「養成課程の集大成」

として教職実践演習の2単位の認定を以って課程

を修了することとなるが、その時点では、課程途

中の学生としての姿、そして被評価者（被教育者）

としての自分が残ったままであると言える。

こうした課程途中の自身や、被評価者としての

自分を超えて、自分自身が将来保育者として子ど

もに向き合っている姿を実感することができる機

会（学びの主体となる機会）を創出し、感得するこ

とを教職実践演習の最後の学びとして提供するこ

とで、現場に立つことへのリアリティを少しでも

実感できるようにし、就職してからのリアリティ・

ショックが少しでも軽減するようにと願い、授業

を行った。

3．教職実践演習の授業内容

O大学児童学部児童学科は、幼稚園教諭一種免

許および保育士資格、小学校教諭一種免許を取得

できる課程を設けている。卒業生のうち私立幼

稚園に 26.7%、私立保育園（企業経営含む）に

22.6%、私立認定こども園に19.4%が就職してお

り、公立園に2.4%と合計71.1%が保育職に就い

ている 9）。卒業生の殆どが幼稚園教諭免許および

保育士資格を取得している。4年次後期の教職実

践演習の授業は90分×30回で実施することに

なっており、基本的に土曜日の1から4限を用い

て授業が行われる。オムニバス形式で、学年全体

で授業を受ける回と、分野別のクラスに分かれて

学びを深める回と、その内容から二つに分けてい

る。学年全体の授業は、これまで4年間を通して

共に学んできた同級生の絆を再確認し、多様な視

点からの学びを重視することを目的としている。

授業は基本的に5人から6人のグループワークと

その成果のクラス全体での共有という形で行わ

れる。これに対して、3年半で学び残したと思わ

れる分野についてさらに学びを深めるために、

分野別の学習を行い、最後にその成果を全体発表

する場も設けている。なお、分野別の学習は卒業

研究・論文ゼミとは別の教員のクラスに配属さ

れることで、専門性の幅を広げることをめざして

いる。

30回の授業は、講義形式とグループワーク形式

（表2中G.W.と記載）の二つに分けることができ

表2.　教職実践演習のカリキュラム（2017年）

回数 内容 形式

1～2 ①附属幼稚園遠足の企画と準備 G.W.

3～4 子育て支援について 講義

5～6 保育者のライフヒストリー 講義

7～8 保育現場における危機管理 講義

9～10
②  4年間の学びのリフレクション
（「学びの樹」を描こう）

G.W.

11～12
③  保育における実践のリフレクショ
ンの必要性

G.W.

13～14
①  幼稚園フィールド実習 
（遠足の実施）

G.W.

15～16
①  幼稚園フィールド実習のリフレク
ション

G.W.

17～18 ③教育実習の経験のリフレクション G.W.

19～26 ④個別の課題に関する発表準備 G.W.

27～28 ④個別課題の発表 G.W.

29～30
⑤  全体のリフレクション 
（「紙皿」を作ろう）

G.W.
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るが、グループワーク形式は、さらに以下の5つ

のユニットに分けられる。日程の都合などがあ

り、ユニットの順序が多少前後しているが、これ

らのユニットは「経験とそのリフレクション」を

核として組まれている。

①  幼稚園フィールド実習（遠足）とそのリフレ

クション

②  4年間の学びのリフレクション

③  保育実践（主に4年次前期の教育実習）への

リフレクション

④  教科系の個別課題と発表、そのリフレクション

⑤養成課程全体の総まとめ

このように5つのユニットに関して、それぞれ

担当教員が受け持ち、授業の中で様々な活動と

リフレクションを促すグループワークを実施し

た。教員同士は事前に意見交換を重ねている。

①の幼稚園フィールド実習においては、隣接する

大学附属幼稚園の園児を大学への遠足に招待する

という趣旨で、遠足の企画から実施まで各グルー

プに分かれた学生達自身で行っている。また、

④の個別課題とその発表では、下に述べる②の

4年間の学びのリフレクションにおいて、自身に

足りない、この授業で伸ばしておきたいと考える

テーマを見出し、それを受けて卒業論文作成に取

り組んでいるゼミとは別の教員のクラスを選択し

た。担当は国語、算数、理科、社会、音楽、図画工作、

児童英語、特別支援の教員である。全体発表会で

は、4ヶ月後には保育者として独り立ちしている

自分の姿をある程度見通したうえで、「保育者に

なった時に、何が必要か、何が大切か」を考えて

発表を行うグループが目立った。その想いは

「自分が大切だと思ったことを他の子にも伝えた

い、保育者になった時に必要だから」という学生

の振り返りシートの言葉からも伺える。ゼミと

は異なる仲間、異なる担当教員のもとで共に発表

を作り上げることは、学生にとって新鮮な経験で

あり、また、学科全体での発表会という性質から

教員にとってもよい刺激となった。③では、コル

トハーヘンの8つの窓を用いたリフレクションを

行った 10）。

本稿ではとくに、これからのキャリアを見据え

るという点において、②の4年間の学びの振り返

り、⑤の養成課程全体の総まとめの授業内容に関

して報告する。

4．リフレクションの技法の実際

1）4年間の学びのリフレクション

4年間の保育者養成課程の学びについてグルー

プワーク形式でリフレクションを行った。参加

者を5から6名のグループに分け、履修カルテを

参考にしながら、4年間で学んだこと、学び残し

たと思われることについて付箋に書き出した。

これらの付箋をグループの全員で見ながら、KJ法

を用いて模造紙に貼り付け、その内容について発

表する準備を行い、各グループ2分間で全体発表

を行った。図3のグループは、コミュニケーショ

ン能力、行動力、思考力、文章力といった汎用的

スキルに加えて、保育者として必要な保育技術、

保育（授業）力、知識、ピアノ、子どもとの関わり、

保護者との関わり、さらに礼儀といったカテゴ

リーを作成した。そしてそれぞれのカテゴリー

について身につけたと思われることを○、これか

ら身につけるべきことを×というように分かり

やすく表現している。

図3.　4年間の学びのリフレクション事例1
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また、図4では、学んだこととして、大人の女性、

他者との関わり、自己との関わりといった関係的

側面に加え、ピアノや保育の技術において身につ

けたと思われることを挙げている。右側には学

び残したことが書かれている。自己との関わり、

他者との関わりにおいては、学んだことと学び残

したことの両者が認識されている。そして、技術

面（専門的スキル）に加えて安全面（危機管理能力

や責任性）においてまだこれから学びたい（学ば

ねばならない）と考えている。これは、現場に出

て一人の保育者として子どもを守ることの重要

性に気づいているという証しであろう。

このように、グループ内での学びの共有を行っ

た後に、自分自身について見つめる時間を作った。

これが学びの樹の作成にあたる。

2）学びの樹

自分自身の学びの振り返り→グループワーク

での共有→クラス全体での共有を通して、学生達

は大学4年間の学びについて改めて考察し、認識

することが可能になったと思われる。この振り

返りを踏まえてさらに、A4の用紙に表3のよう

な内容で「学びの樹」と名付けた絵を完成させる

ワークを行った。

コルトハーヘンは、2004年に“Core Reflection11）”

の考え方を“The Onion Model（一般的に「玉ねぎ

モデル」と訳される）”とともに提唱し、「保育者と

しての有り様」に強く迫るリフレクションを追究

してきている。その中でも、強く意識されるのが

「コアクオリティ」と呼ばれる、その人自身の有り

様を規定するような核となる資質（以下、訳文を

用いずコアクオリティと表記する）についてであ

る。ポジティブ心理学 12）にその源を求め、保育者

としての立ち振る舞いの根元を価値づけるものと

してコアクオリティを定義する。そして、自身が

どのようなコアクオリティを有するか、あるいは

発揮することができているかを考えることが、保

育者としての自分を認識することに繋がるとする

考え方である。表3には、コアクオリティの特質

を明らかにするためにコルトハーヘンらが示した

コンピテンシーとの比較を挙げる13）。

この表を学生達に示し、具体的な例を挙げなが

らコアクオリティの説明を行った。本授業では、

このコアクオリティを友人から指摘してもらう

ことで、自身が気づいていなかった強みについて

改めて認識し、その強みを活かして理想の保育者

になっていくことを想像するよう促した。学び

の樹の描き方は表4に示したが、最初に、友人か

ら指摘してもらった自身のコアクオリティを

根っこに書き入れる。そのコアクオリティを念

頭に置き、自分の強みを活かしながらどのような

保育者になりたいか、理想の姿を言葉にして、

樹の葉っぱに書き入れていく。

図4.　4年間の学びのリフレクション事例2

表3.　コアクオリティとコンピテンシーの比較

コアクオリティ 
（中核的な資質）

コンピテンシー

その人の中にすでにある
可能性

努力などによって獲得され
るもの

測定することができない 測定可能な場合もある

人と比べることができない
人と比べることができる場
合もある

要素に分解することがで
きない

要素に分解することできる
場合もある

初対面のコアクオリティを
予想できる

初対面では予想が難しい
場合もある



– 10 –

3番目に、幹の下の部分を記入するのだが、その

際、グループワークで行った4年間のリフレクショ

ンの内容が活かされるように指導した。最後に、

自分のコアクオリティを活かしながら理想の保育

者をめざすにあたって、まだ学び残していること、

これから身につけていきたい、身につけようと思

うことを幹の上半分に記入する。言うまでもな

く、重要なのはこの幹の上半分の記述なのである

が、上述の手順を踏むことで、自分の未来の有り

様と学びの必要性が結びつく形で自覚され、現職

に就いてからの保育者としての学びの構えが形作

られていくと言える。

図5は、友人から指摘してもらったコアクオリ

ティとして、思いやり、愛情豊か、決断力、包容力、

安定、責任感、自由を根っこに書いている。そし

て理想の保育者像として、気持ちを言葉にする、

表現力豊か、子ども目線に立つ、明るい笑顔、

対等、安心感がある、を葉っぱとして挙げている。

そしてすでに身につけたこととして、ピアノ、

手遊び、絵本読み聞かせ、接客といった技術面や

歴史を挙げており、これからは上司との付き合い

方、言葉遣い、コミュニケーション力、保護者対応

といった対人関係スキルに加えて、保育のアイデ

アを学びたいと考えていることが分かる。この

ように、教職実践演習の早い段階（10回目）で学び

の姿勢を自覚することで、残りの20回の学びがよ

り意味のあるものとなると言えるだろう。

3）紙皿を用いたワーク

教職実践演習の最後の授業は、文字通り4年間

の養成課程の、そしてこれまで小学校から数えて

も16年間児童生徒として学んできた学生生活の

最後の授業にあたる。29回目の個別課題発表会

のリフレクションを終えて、30回目の授業に入る

際に、仲間と過ごしてきた4年間の最後の授業で

あること、さらに16年間の学生生活の最後にあ

たること、次に教室（保育室）に入る時には、もう

教わる側としてではなく、教える側として子ども

の前に立つのだということを告げると、学生達に

は一様に驚きと感動の反応が見られた。この最後

の授業を、学生にとって思い出深いものにしたい、

そして、保育者として旅立っていく彼女達にでき

る限りのエールを送りたいと考え、紙皿のワーク

を導入した。

表4.　学びの樹の描き方

部分 記述する内容

樹の葉っぱ

自分の強みを活かしながら、どのような

保育者になりたいかを考えて、一つ一つ

の葉っぱに書き入れる。

幹の上の方
理想の保育者になるために、これから何

を学んでいく必要があるかを書き入れる。

幹の下の方

理想の保育者になるために、ここまでの

学生生活ですでに学び、身につけたと思

うことを書き入れる。

根っこ

これまで共に学んできた同級生から指摘

してもらった、自分の強みを書いた根っこ

を一本一本描く。

図5.　学びの樹の一例
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「紙皿ワーク」は、南オレゴン大学における教師

教育実践にそのアイデアを得たもので、この講義

と同じく、教員養成課程（ただし、この実践が行わ

れていたのは中等教員養成課程）の科目の最終回

において実施されたものである。図6は当時作成

された紙皿であるが、周囲の履修者が初対面の筆

者に対して見い出すことができたと思われるコア

クオリティをそれぞれ書き込んでいる、いわば寄

せ書きのようなものである。

本授業では南オレゴン大学の取り組みを参考

に、学生達に普段共に過ごしている仲の良いグ

ループに分かれてもらい、輪になって座るよう促

した。そして、紙皿の中央に「友人から呼ばれた

い呼び名」を書き、自ら大事にしたいと思ってい

る自身のコアクオリティを表すマーク（絵）を描

く。準備が整ったところで、紙皿を裏返しにして

右隣の人に渡し、受け取った人はその持ち主の

コアクオリティを一つ誰が書いたか分からない

ように書き入れる。この作業を紙皿が持ち主の

ところに戻るまで繰り返す。戻ってきた紙皿を

眺め、自分が1年後にどのような有り様でこれら

のコアクオリティを発揮しているかをゆっくり

と思い巡らす時間を取った。

もちろん、養成課程に所属している段階の自分

自身を相対化し、未来の保育者としての有り様に

ついて想像することは、やはり困難なことでもあ

ると言える。そこで、以下の二つの工夫を行った。

一つは、他者からコアクオリティを指摘してもら

うことである。現場で保育者は常に子どもとの

関わり合いの中で実践を積み重ねていく。した

がって、保育者は、自己認識に加え、子どもから

見られる保育者としての有り様を常に意識する

ことが求められる。そこで、他者から指摘された

コアクオリティを見ることによって自己認識を

相対的に構成できるように工夫した。また、自分

自身ではなかなかポジティブな指摘をしづらい

という、一般的に日本文化の特徴であると言われ

る点を補うという意味でも意義が認められる。

もう一つ、「友人達から書いてもらったこのコア

クオリティを発揮しながら保育者として子どもの

前に立って実践している（未来の）自分をイメージ

する」という活動を盛り込んだことである。それ

により、養成段階を卒業して、現職段階にいる自分

を想像することを促した。この授業では、さらに

具体性を高めるために「1年後（就職しておよそ

半年～8ヶ月後）の自分」という時期を設定した試

みも行った（南オレゴンの実践では登場しなかっ

た工夫である）。

図7は、でき上がった紙皿を学生達が写真に

撮ったものである。各自持ち帰って保存し、1年

後の同じ日、同じ時間に全員で紙皿を眺めようと

いう約束をして、授業を終えた。以上が「現職段

階を見据えた」教職実践演習全30回の授業の編

成とその取り組みである。

図6.　南オレゴン大学の授業で作成された紙皿 図7.　学生の作成した紙皿
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授業の成果と課題
教職実践演習2単位を15回の授業で行ってい

る他大学と比較して、O大学では演習単位が15回

で1単位と決められているため、30回のカリキュ

ラムを組む必要がある。主に土曜日に実施してい

るため、学生にとっても教員にとっても決して負

担は少なくないが、集中講義という形式を活かし

て、経験とそのリフレクションという取り組みを

行うことができた。また、30回という回数の多さ

を活かした取り組みが可能となっている。もちろ

ん、15回の中にカリキュラムのエッセンスを取り

入れることは可能であろう。

本稿では、授業実践を中心としたため、授業前後

の学生の変化には言及していない14）が、最終回の

授業で記入を求めた表5の学生の振り返りシート

を分析することで、授業の成果を検証したい。

まず、「自分を見つめ直す」「振り返り」「考えた」と

いう語が多く見られることから、繰り返しリフレ

クションの営みを行うことで、学生達の中に「振り

返ること」が習慣化されつつあることが分かる。

また、これまでの学びについての振り返りに加え、

その振り返りを基に、未来の自分について考える

機会となったという趣旨の記述も多くみられた。

「学びの道程」に自分がいることに気づけている証

左であると言えるだろう。さらに、「実感がわいた」

という語も見られる。これまでの「学生」としての

立場から、「保育者としての自分」へと視点を移すこ

とが可能となっている事例であると捉えられる。

養成課程の学びと保育者になってからの学びの

結節点として教職実践演習の授業を位置づけ、

リフレクションの営みを中心に据えたカリキュラムを

組んだ成果をこういった点に見い出すことができる。

言語化することの難しさに触れている記述も見

られた。保育実践は言語化することが難しい営み

であるが、だからこそ、言葉にして他者と共有す

ることが重要である。一名のみの回答ではある

が、この訓練の一端となり得たのであれば授業の

成果と言えるだろう。

表5.　学生の振り返りシートの記述から

【Ⅳの事後的、想起的なリフレクション】
・ 自分について見直すことができたし、自分が保育
者にどう向いているか考えさせられた。
・ 4年間の振り返りができ、思い出話をすることも
あり楽しかったです。
・ 全体の授業を通して振り返りがすごくできまし
た。一人ではなくグループで取り組み振り返るこ
ともできたので良かったです。
・  改めて、今までの自分を見つめ直すことができた。
・  4年間で最後の授業だったので、やっと解放される !

という達成感と少し切ない思いがいりまじりまし
た。4月から働くための最後の授業で、もう一度自
分を見つめ直す時間をいただいたので、改めて自
分自身について考えることができて良かったです。

【Ⅰの予期的なリフレクション】
・ これからの自分はどうありたいのか考えることが
できました。これまでの4年間はほんとうにあっ
という間だったなと改めて感じました。沢山学び、
4年間はすごいなと思いました。
・  振り返ってさらに自分の学びを深めて成長してい
きたいと思った。
・  最後の授業で、自分が何を学び、何を活かしてい
けるか改めて理解し、さらに向上させていきたい
と思える授業だったと思う。とても有意義な時間
であった。
・ 今までの授業を思い出しながら振り返ることで、

4回生として、またこれから新社会人となること
に改めて気を引き締めようと思えた。
・  4年間受けてきた授業も今日で殆ど終わると思う
と、4年間沢山のことを学んできたと思いました。
これでほんとうに先生になると思うと、振り返り
も必要だと感じました。常に目標を持って進化し
続けて頑張りたいと思います。

【保育者としての実感】
・  なつかしいことを思い出したり、来年から新たな
ところでスタートするという実感がわきました。
・ 生徒としてではなく保育者（先生）としての考えを
学び、考え方の違いなどを知った。授業は最後か
と思うととてもさみしくなった。
・ 先生になった時にどのようなことをしたいのかを
考えさせられる授業でした。
・  卒業する実感がわき、幼稚園の先生になる実感が
わいた。

【言語化することの難しさ】
・  普段考えないことを細かく分析して自分の考えを
文字、言葉にするのが難しかった。 
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ただし、リアリスティック・アプローチがその

目的とする「学生自身による理論化」については、

主に①および③のリフレクション（行為の中のリ

フレクションを事後的に振り返るもの）において

遂行され得るものであり、本稿では十分に論じる

ことができなかった。今後の課題としたい。
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新任教員に対するサポート内容に関する考察
̶私立幼稚園を中心とした園長と新任教員の意識の相違に注目して̶

Consideration on support contents for newly appointed kindergarten teachers
– Focusing on the difference between the director and the new teacher's consciousness,  

mainly at private kindergarten –

廣井雄一
（國學院大學）

本稿では、幼稚園等の実態調査を基に幼稚園等が行っている新任教員に対するサポート内容と新任

教員が園から受けているサポートをどのように認識しているのかを明らかにすることを目的に検討を

行った。

採用前の研修について園長と新任教員の間に認識のズレがあった。新任教員にとって、単独での実

習・観察など体験的なものは研修と認識されにくいことが示唆された。また、サポート内容については、

特定の指導者からの直接的な指導は、サポートを受けているという意識に繋がりやすいことが示唆され

た。そして、園長の自由記述から、新任教員がサポートを受けている実感のある園で意識されていたこ

とは【個に応じたサポート】と【職場の人間関係】であった。また、新任教員に対するサポートについて、

課題として3点挙げられた。①個別的な指導をする時間の設定、②指導者の力量の向上、③特定の教員

に偏らないサポート体制。

キーワード：  新任教員、研修、サポート内容、意識のズレ、課題

Ⅰ．問題の所在

幼稚園教員の仕事は継続しにくいといわれる。

実際、学校教員統計調査によると、幼稚園教員の

平均勤務年数は10.5年で、小学校教員の18.1年

に比べ大きく下回っている。また、幼稚園教員の

年齢構成割合も35歳未満が56.5%を占め、小学

校教員の35歳未満の年齢構成割合は、29.9%に

比べて、若い教員が組織の多くを占めていること

が分かる（文部科学省，2018）。これは結婚や出

産などにより影響されやすい女性が多く占める

職場であることが要因でもあると考えられる。

勤続年数が比較的短く、若年層がその過半数を占

める組織において、教員の資質向上をどのように

図っていくかが課題となる。

西坂（2010）は特に若手に注目した幼稚園教員

のメンタルヘルスと職場環境に注目し、幼稚園教

員が経験が10年に満たないうちに離職する背景

には、職場内の人間関係の問題が影響している

可能性がある一方、職場内の環境が個人の専門的

成長を促すような環境であることが仕事の継続

に有効な要因のひとつであると指摘している。

つまり、組織として個人の専門的成長を促すサ

ポートがあることが、新任教員が仕事を継続する

ことに影響を及ぼしている。

佐藤（2015）は「専門家として学び成長する教

師は、モデルとなる先輩から学び、同僚の仲間と

学び合い、後輩の成長を支援することで学び合っ

て成長している」と指摘している。このことから

も様々な経験年数の幼稚園教員が共に学び合う

pp.15-22
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場が重要であり、組織として様々な経験年数の

教員が互いにサポートし合える環境が必要であ

ることがわかる。保育者の抱える困難への対処

法の一つとして職員同士の保育観の共有が有効

であるとの指摘もある（加藤 他，2012）。つまり、

先輩と後輩が保育観を共有し、学びあい、育ちあ

うことが教員の資質向上に欠かせないと考えら

れる。新任の教員を組織の中で育てるためには、

どのような形でのサポートが必要なのか、明らか

にする必要がある。

組織的な新任教員のサポート体制には園長の

リーダーシップは不可欠であることから、本稿で

は、幼稚園等の園長が意識している新任教員に

対するサポート内容を明らかにすることと新任

教員が園からのサポート注1）をどのように意識し

ているのかを明らかにし、組織的に新任教員を育

てるための望ましいサポートを検討する一助と

したい。

Ⅱ．調査方法

（1）調査対象及び方法

2014（平成24）年12月～2015（平成25）年3月

にかけて、神奈川県、埼玉県、栃木県、新潟県、

兵庫県の幼稚園を対象として、各県の幼稚園協会

等の協力を得て、調査を実施した。配布した質問

紙は834組であり、回収数は198組。回収率は

23.7%であった。質問紙は、園長、研修担当教員、

新任教員を分けて3種類を作成し、各質問紙の記

入については、園長から研修担当教員、新任教員

をそれぞれ指名していただいた。回収は、3種類

の調査票をひとつの封筒にまとめ、郵送にて回収

した。本稿では、新任教員を対象とするため、

保育・教育関連施設での勤務月数及び現園での勤

務月数が等しく、12か月以下の新任教員の回答

及びその新任教員の勤務する幼稚園等の園長の

回答78組を対象とした。

（2）分析の対象とした調査項目

回答者（新任教員）の属性については、下記3項

目について分析を行う。

①  年齢、性別：年齢は年齢区分を選択肢とし、

「1．20－24歳」、「2．25－29歳」と5歳刻み

で選択肢を設け、回答してもらった。

②  所有している免許・資格：所有している免許・

資格は「1．幼稚園教諭（1種）」「2．幼稚園教

諭（2種）」「3．幼稚園教諭（専修）」「4．保育士」

「5．小学校教諭」「6．中学校教諭」「7．高等学

校教諭」「8．その他」からあてはまるものす

べて選択してもらった。

③  学級担任等の状況：学級担任等の状況につ

いては「1．学級担任」、「2．副担任」、「3．フ

リー」、「4．その他」から選択し、何歳児クラ

スなのかも併せて記入してもらった。

勤務する幼稚園等の状況については、下記1項

目について分析を行う。

①  運営主体・種別：運営主体については、

「1．学校法人」、「2．宗教法人」、「3．個人」、

「4．その他」から選択してもらった。種別に

ついては、「1．幼稚園」、「2．認定こども園

（幼保連携型）」、「3．認定こども園（幼稚園

型）」、「4．その他」とした。

サポート体制については、下記4項目を分析の

対象とする。

①  採用前の研修の有無：新任教員と園長に採

用前の研修についてたずねた。新任教員を

対象とした調査票では、採用前に研修を受け

たかについて、「1．採用前の研修は受けてい

ない」、「2．採用前の研修を受けた」から選択

してもらった。「2．採用前の研修を受けた」

と回答した者には、具体的な内容を記載して

もらった。園長には「1．実施している」、

「2．実施していない」から選択してもらった。

「1．実施している」と回答した者には、具体

的な内容を記載してもらった。園長を対象

とした調査票では、採用内定から入職までの
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期間の研修の有無について、「実施してい

る」、「実施していない」を選択してもらった。

②  新任教員に対するサポートの有無：新任教

員と園長に新任教員に対するサポートの有

無についてたずねた。新任教員を対象とし

た調査票では、新任者として現在、サポート

を受けているかについて、「1．特別なサポー

トは受けていない」、「2．サポートを受けて

いる」から選択してもらった。「2．サポート

を受けている」と回答した場合は、具体的な

内容も回答してもらった。園長を対象とした

調査票では、新任教員へのサポートについ

て、「1．十分行っている」、「2．行っている」、

「3．あまり行っていない」、「4．全く行って

いない」から選択してもらった。また、1～3

を回答した者には選択肢からあてはまる

サポート内容をすべて選択してもらった。

選択肢としては「1．園内で主任等が一日の

振り返りを共に行っている」、「2．園内で主任

等が記録や指導計画の指導を行っている」、

「3．記録や指導計画というよりは、子どもと

遊ぶ体験を重視している」、「4．新任の幼稚

園教員に対する相談担当者（チューター等）

を設けている」、「5．新任の幼稚園教員に配

慮した園務分掌にしている」、「6．担当する

学年や担任の職員構成に配慮している」、

「7．初年度は学級担任を持たせていない」、

「8．その他（具体的に）」とした。

③  相談担当者：園長に対し、新任の幼稚園教員

に対する相談担当者（チューター）を設けて

いる場合、どのような基準で、担当者を決め

ているかたずねた。「1．役職（園長・主任・

学年主任など）により決めている」、「2．新任

の幼稚園教員との相性により決めている」、

「3．勤務年数により決めている」、「4．順番に

担当する人を決めている」、「5．その他（具体

的に）」、「6．担当する人は決めていない」か

ら選択してもらった。

　 相談相手：新任教員に対し、保育を相談す

る相手がどのような立場の人かたずねた。

「1．園長」、「2．主任」、「3．先輩の教員」、

「4．同期の教員」、「5．後輩の教員」、「6．そ

の他」、「7．保育について相談する相手はい

ない」から選択してもらった。

④ サポートの課題：園長を対象に新任教員に対

するサポートの課題をたずねた（自由記述）。

Ⅲ．調査結果と考察

（1）回答者（新任教員）の属性

①年齢・勤務月数・所有している免許・資格

年齢は、「20－24歳」が98.7%（77名）で、性別は

女性が94.9%（74名）であった。勤務月数は11カ

月が最も多かった。所有している免許・資格は

「幼稚園教諭（1種）」と「幼稚園教諭（2種）」のいず

れかを所有している者が98.7%（77名）いた（表1）。

幼稚園教諭と保育士資格を併有している者が

92.3%（72名）であった。幼稚園教諭2種免許を所

有している者は全員保育士を併有していた。小学

校教諭を所有している者は11.5%（9名）いた。

②学級担任の状況

学級担任の状況は、学級担任しているとの回答

が最も多く、次いで副担任、フリーであった（表2）。

担任するクラスは担任、副担任の回答共に3歳児

が多かった。「その他」は未就園クラスであった。

表1.　免許・資格
％（実数）

幼稚園教諭（1種） 44.9 （35）
幼稚園教諭（2種） 53.8 （42）
保育士 93.6 （73）
幼稚園教諭＋保育士 92.3 （72）
小学校教諭 11.5 （9）
その他 11.5 （9）

表2.　学級担任の状況
％（実数）

学級担任 75.6 （59）
副担任 12.8 （10）
フリー 10.3 （8）
その他 2.6 （2）
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（2）園の状況（運営主体・種別）

運営主体は学校法人が最も多く97.4%（76）、

宗教法人、個人が1.3%（1）ずつであった。種別は

幼稚園が76.9%（60）、幼保連携型認定こども園が

12.8%（10）、幼稚園型認定こども園が10.3%（8）

であった。

（3）サポート体制の状況

①採用前の研修

新任教員の回答を見ると、6割以上の者が採用

前の研修を「受けた」と回答している。園長の

回答では、9割以上の幼稚園等で採用前の研修を

「実施している」と答えている。両者の回答でク

ロス集計をおこなった（表3）。園長が採用前の

研修を「実施している」と回答した幼稚園等の内、

約3割の新任教員が採用前の研修を「受けていな

い」と回答している。

新任教員が採用前の研修を「受けていない」と

選択した幼稚園等で実施されている採用前の研

修内容（園長回答、自由記述）をまとめたものは以

下のとおりである（図1）。

22園からの回答があったが、研修内容の延べ数

は33になった。種類別に分けると、9種類になっ

た。研修内容として、最も回答の割合が高かった

研修内容は、「実習・観察」であった。次いで、

「行事への参加」となった。これらは日常の保育

や行事へ参加するという形態で実施されるもの

で、体験的な内容となっている。回答の割合が低

かったのは、「心構え」や「マナー」、「沿革・理念の

理解」、「教育課程の説明」等、レクチャーを受ける

ような内容のものであった。

一方、新任教員が採用前の研修を「受けた」と選

択した幼稚園等で実施されている採用前の研修内

容をまとめたものは以下のとおりである（図2）。

49園からの回答があったが、研修内容の延べ数

は101になった。種類別に分けると、20種類になっ

た。研修内容として、最も回答の割合が高かった

研修内容は、「実習・観察」であった。次いで、

「沿革・理念の理解」や「研修会への参加」等、レク

チャーを受けるような内容が挙げられた。この

ように、採用前の研修を「受けていない」と選択し

た幼稚園等で実施されている研修内容（図1）に比

べて研修内容を複数組み合わせながら行ってい

ることがうかがえる。

以上の事から研修内容の違いは、新任教員が

「受けていない」と意識している園では、「実習・

観察」等、日常の保育に参加するような体験的な

内容を単独で行われているのに対し、「受けてい

る」と意識している園では、ほとんどが複数の種

類の内容を組み合わせて研修を行っていた。

表3.　採用前の研修の有無
％（実数）

（園長） 
実施している

（園長） 
実施していない

（新任）受けた 63.6（49） 2.6（2）
（新任）受けていない 32.5（25） 1.3 （1）

図1.　採用前の研修内容（新任「受けていない」） 図2.　採用前の研修内容（新任「受けている」）
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「実習・観察」は新任教員が「受けていない」と

意識している園でも、「受けている」と意識してい

る園でも回答割合は一番高い。研修として意識

されやすいとも意識されにくいとも言えるが、

研修内容の種類の違いから、他の研修との組み合

わせによって、新任教員の「実習・観察」の研修内

容に対する意識違いに影響する可能性があるこ

とがうかがえる。

つまり、新任教員にとって、「実習・観察」のよ

うな体験的な研修内容を単独で行われる場合は

研修としては認識されにくく、複数組み合わせて

実施される研修は認識されやすいと考える。

②採用後のサポート

新任教員の回答を見ると、約58%が新任者と

して「サポートを受けている」と回答している。

園長の回答では、9割以上の幼稚園等で新任教員

へのサポートを「十分行っている」、「行っている」

と回答している。両者の回答でクロス集計をお

こなった（表4）。

新任教員へのサポートを「十分行っている」、

「行っている」と回答した幼稚園等の内、一部の新

任教員は「特別なサポートは受けていない」と回

答している（約39%）。そのことから、ほとんど

の園では新任教員へのサポートを行っているが、

新任教員にとってはサポートを受けているとい

う実感が伴いやすい内容と、サポートを受けてい

るという実感に繋がりにくい内容があることが

うかがえる。

園長が回答した新任教員へのサポート内容は

以下のとおりである（図3）。

新任教員が「サポートを受けている」と回答し

ている園では、「特別なサポートは受けていない」

と回答している幼稚園等の回答よりも「園内で

主任等が一日の振り返りを共に行っている」

「新任の幼稚園教員に対する相談担当者（チュー

ター等）を設けている」の回答の割合が高かった。

つまり、特定の誰かが新任教員のために直接的な

指導を行う内容である。

③相談相手

園が決めている相談担当者の基準は以下のと

おりである（図4）

新任教員のサポートの実感の有無に関わらず、

園では、「役職者（園長、主任、学年主任）」を相談

担当者と決めているとの回答割合が高かった。

新任教員の保育に関する相談相手についての

回答は以下のとおりである（図5）。

表4.　サポートの有無

図3.　新任教員へのサポート内容（複数回答）

図4　相談担当者の基準（複数回答）
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サポートの実感の有無に関わらず、新任教員は

先輩教員や同期の教員に相談していることが伺

える。相談相手として「サポートを受けている」

と意識している新任教員は、「サポートを受けて

いない」と意識している新任教員に比べ、「園長」

を選択する割合が高かった。そのことから、新任

教員が「サポートを受けていない」と意識してい

る園では、相談担当者と相談相手にズレがある可

能性があることがうかがえる。

また、新任教員が身近な先輩教員や同期の教員

だけでなく、役職者（特に園長）に対して保育に関

する相談をできる環境であることが、新任教員に

とってサポートを受けていると認識することに

影響する可能性があると推察される。

④ 新任教員へのサポートに関する課題  

（園長、自由記述）

「サポートを受けている」と回答した新任教員

は44名であった（表4）。彼らの勤務する幼稚園

等の園長で「新任教員に対するサポートに関して

課題だと感じていること」の項目に記入している

のは27件であった。記述内容について、内容に

より、カテゴリー化すると、【個に応じたサポー

ト】、【職場の人間関係】、【組織の課題】、【その他】

に分類された。

【個に応じたサポート】の具体的な記述として

は、「全ての新任について同じサポートをして、

同じように理解し、成長するわけではないので、

1人1人に合ったサポートをしなくてはならな

い。」や「新任でも（新任だから）覚えることが

沢山あるので、本人が理解出来る様にくりかえ

しの指導が必要である。」とあるように、新任教

員の個々の状況に丁寧に対応している様子がう

かがえる。

【職場の人間関係】の具体的な記述としては、

「何がわかってないのか何が不安なのかがわから

ないのだということを先輩教諭に常々話し、

『わからないことがあればきいてね』では無理と

いうことを意識しながらていねいに打ちあわせ

や反省をしていくようにしている。」や「同僚と

の関係性を良くし、それが職場における新任の

安心感・安定感へとつながるようにしたい。」と

あるように、日常的な雰囲気作りや協働的な職場

環境が築けるよう意識されていることがうかが

える。

【組織の課題】の具体的な記述としては、「指導

する職員の能力の差を埋めるのが難しい。」や

「話し合いの時間を多くとることによって時間が

かかり、個人で教材研究をするのが遅くなる。

勤務時間も長くなる。」、「主任、学年主任も担任を

持ちながら、なので負担が大きい。」とあるよう

に、指導担当者の指導力に関する記述や、指導担

当者の負担に関する記述がみられた。このよう

に、新人サポートには、指導担当者の指導力が課

題だと意識していることがうかがえる。また、

多様な新任教員が勤務する中で、個に応じた

サポートを行おうとすることで、長時間かかって

しまう事や、指導担当者に負担が大きくなってい

ると意識していることがうかがえる。

⑤本稿の限界

本稿では新任教員の自身に対するサポートの

意識とサポート内容の関連について、統計的な有

意差を示すことが出来なかった。今後は、新任教

員がサポートを受けていると実感を持つ要因に

ついて詳細な調査、検討を行っていきたい。

図5　保育に関する相談相手（複数回答）
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Ⅳ．結論

本稿では、幼稚園等の実態調査を基に新任教員

に対するサポート内容について検討してきた。

新任教員と園長とには研修やサポートに対する

認識にズレが生じていた。

今回の調査で明らかになったことは採用前の

研修について、単独で行われる日常の保育に参加

するなどの体験的な実習・観察などの内容は

研修として意識されにくいことである。複数の

研修内容を実施することで研修として意識する

可能性が示唆された。そのため、採用前の研修で

は、実習・観察などの体験的な内容だけにとどま

らず、複数の内容を工夫して実施することが望ま

れる。

また、サポート内容については、特定の指導担

当者からの直接的な指導はサポートを受けてい

るという意識に繋がりやすいという可能性が示

唆された。新任教員にはそれぞれの即時的な問

題に寄り添い、共に解決に向かって取り組んでく

れる存在が必要であるということである。さら

に、労働環境への配慮についても、新任教員へ目

に見える形で伝え、園全体でサポートしていると

実感できるような取り組みが必要である。

保育に関する相談相手は、身近な教員だけでは

なく、役職者を含めて、園全体が相談しやすい環

境づくりが必要である。つまり、特定の指導者を

設けると同時に、その人に任せきりにするのでは

なく、園全体で相談しやすい環境を作ることが求

められる。

園長の意識としては、個に応じたサポートの重

要性が意識されていた。それに加え、日常の職場

の人間関係を良好に築いていこうと雰囲気作りを

意識していた。このように充実したサポートをし

ようとする一方で、サポートすることに対する組

織の課題意識として時間がかかることへの懸念や

指導担当者の力量の問題、負担感などを抱いてい

ることが明らかになった。ワークライフバランス

を考慮しつつ、どのように個別的な指導をする時

間を設けるのか、また、指導担当者の力量をどの

ように向上させていくのか、特定の教員に偏らな

いようなサポート体制をとれるのかを克服するこ

とが喫緊の課題である。

注
注1） 本稿で取り扱う新任教員へのサポートとは

園によって意図的に行われる新任個人の専

門的成長を促すための行為を言うこととす

る。新任教員に対するサポートとは、採用

前の研修と入職後のサポートを含む内容と

する。
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若手保育士の新人保育士への指導経験
Younger nursery teachers’ experiences of coaching for new nursery teachers

近藤あゆみ 砂上史子
（千代田区立番町幼稚園） （千葉大学）

本研究は、保育士不足や保育士の離職等の現代的課題を踏まえ、若手保育士による新人保育士への

指導の実態を、当事者の経験に関する語りを通して明らかにすることを目的とした。具体的には、正規

職員としての経験年数3～5年目の保育士4名に半構造化面接を実施し、その語りの内容を分析した。

その結果、若手保育士は職場に新人保育士が加わることで役割や立場の変化に伴う感情の変化を経験し

ていることや、若手保育士の指導は自分が新人保育士だった時の経験や現在指導する新人保育士の姿な

どに影響を受けること、若手保育士は同僚の保育士に支えられてさまざまな配慮をしながら新人を指導

していることが明らかになった。

キーワード：  若手保育士、新人保育士、指導経験、経験年数3～5年目、半構造化面接

問題と目的

保育士需要の高まりとともに都市部を中心に

「待機児童」が問題となっている。その解消を困難

にしている要因の一つに保育士不足がある（厚生

労働省 , 2015）。保育士不足の背景には保育士の

離職率の高さがある。全国社会福祉協議会（2008）

の報告によると、保育士の離職者（正規職員に限

定）の内、25 歳未満が 24.4%、25 歳以上 30歳未満

が 30.7%で、ほぼ半数が 10 年未満に離職してい

ることが示されている。また「平成21年度地域児

童福祉事業等調査」（厚生労働省 , 2012）では、仕事

に就いて1年未満の離職率が全国平均10.1%と高

いことが示され、保育所保育士の早期離職を防ぐ

ことは重要課題とされている。

保育従業者の2割以上がバーンアウトに陥って

いること、警戒兆候が見られる保育者が3割以上

いたこと、経験年数の若い保育従業者ほどバーン

アウトに陥りやすいことが分かっている（齋藤・

田中・村松・橘・宮岡 , 2009）。また、新人保育者

ほどストレス耐性力が低い（上村 , 2011）。

新人保育者の困難に関しては、採用後1・2年目

の保育者は、学生時代よりも保育者効力感が低く

なり、養成校段階から保育実践力が身に付いてい

るという意識が大きく低下し、自信を喪失してし

まうことが指摘されている（大佐古・駒・島田・

鈴木・望月・結城・若尾 , 2016）。新人保育者は、

幅広い知識や実践的技術、保護者対応などが日々

の保育で求められる中で、在学中に学ぶ知識だけ

では十分ではないため困難を感じる（六本木・昆・

粗屋・安藤 , 2003）。また、新人保育者は、自分が

したいことができないこと、子どもに翻弄されて

いると感じることにリアリティ・ショックを感じ

る（谷川 , 2013）。

その一方で、新人保育者の困難には、先輩保育

者から支援を受けることが効果的であり（加藤・

安藤 , 2012）、先輩保育者との良好な関係が、新人

保育者の育成に影響している（永渕, 2017）。また、

新人保育者が保育経験の近い保育者の保育を観察

する機会を持つことが保育者効力感には有効であ

るとされている（朝木・鈴木 , 2009）。さらに、新人

保育士の育成のためには、新人保育士に対する個

pp.23-40
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別的な理解をすること、先輩保育士が支える職場

体制が存在することが求められる（宮崎 , 2016）。

新人保育者を支える周囲の保育者に注目する

と、経験年数5～9年目の中堅保育者に求められる

資質・能力のうち、「後輩指導」が2番目と上位で

ある（大佐古・駒・島田・鈴木・望月・結城・若尾 , 

2017）。早期離職が進む保育所では、中堅保育者

だけでなく若手保育者であっても後輩を指導する

役割が求められるようになると考えられる。

経験年数が3年目を過ぎると保育者効力感が上

昇する一方で、新人時よりも人間関係に困難を感

じるようになり、5年目を過ぎると学生時よりも、

保育技術が身に付いていると感じるようになる

（大佐古・駒・島田・鈴木・望月・結城・若尾、

2016）。保育士にとって経験年数3～5年目は、

保育者として精神的に揺れ動く時期であると考え

られる。しかし、経験年数3~5年目の若手保育者

に着目した研究は少なく、若手保育者による新人

保育者への指導の実際については、明らかになっ

ていない。そこで本研究では、経験年数3～5年目

の若手保育者による新人保育者への指導経験の実

態を明らかにすることを目的とする。具体的に

は、保育士に焦点を当て、若手保育士による新人

保育士への指導経験の実態を当事者の経験から明

らかにする。

方法

調査協力者：調査時に正規職員としての採用後の

経験年数が3～5年目で、かつ新人保育士（以下、

「新人」と記す）への指導経験があるまたは現在指

導している若手保育士4名。そのプロフィールを

表1に示す。なお、4名はいずれも女性である。

面接調査：2017年8月～10月に1時間～1時間半程

度実、第1著者が面接を実施した。面接では、文献

調査をもとに質問項目を作成し回答を得た。記録

は ICレコーダーと筆記により行った。面接調査で

使用した面接調査質問項目を以下の表 2に示す。

分析方法：以下の①～②の手順で面接調査のトラ

ンスクリプトを作成し、語りの意味内容を分析、

考察した。①4名の面接調査についてのトランス

クリプト（インタビューの録音した音声を文字に

起こしたもの）の作成を面接者自身で行う。この

時の ICレコーダーと筆記による記録をもとに、

記録をPC上のファイルにトランスクリプトを作

表1.　調査協力者のプロフィール

調査協力者の概要 調査協力者の勤務する保育所の概要

協力者 経験年数 担任クラス 担任数と構成 新人とのかかわり 新人の数 先輩保育士の数 同期の数 運営

A保育士＊

3年目 幼児クラス（異年齢） 
16人

1人担任 
副担任に新任保育士 複数担任 3人 7人 6人 企業立

4年目 0歳児クラス 
6人

3人担任 
（15年目,2年目） 
非常勤保育士

複数担任 4人 5人 6人

B保育士 3年目 1歳児クラス 
12人

3人担任 
（20年目,1年目） 複数担任 2人 21人 0人 公立

C保育士 5年目 1歳児クラス 
20人

4人担任 
（33年目,21年目， 

5年目,4年目） 
非常勤

園内でのかかわり 2人 13人 0人 公立

D保育士 4年目 0,1歳児混合クラス 2人担任（1年目） 
非常勤保育士 複数担任 3人 8人 0人 公立

＊A保育士は、3年目と4年目に新人保育士を指導したことから、それぞれの概要を記す。

表2.　面接調査の質問項目

質問項目 質問

① 新人保育士による気持ちや職場内での役割の変化

② 新人保育士への指導による困難

③ 新人保育士への指導による成長・やりがい

④ 新人保育士と関わる際の配慮
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成し、整理する。② ①で作成したトランスクリプ

トに沿って、語りの意味内容を分析し、考察を行

う。なお、本研究の4名の面接調査の分析をまと

める際には、オープンコーディング（佐藤 , 2008）

の手法を参考に考察を行う。

結果と考察

4名の保育士のインタビューの語りから、《役割

や立場の変化》《役割や立場の変化に伴う感情の

変化》《同僚からの見られ方の変化》《新人を指導

することの難しさ》《新人を指導することの良さ》

《新人を指導する際の配慮》《保育士1年目の経験》

《指導した新人の特徴》《指導した新人が抱える悩

み》《指導した新人の変化》《自分の新人時の先輩

のかかわりや影響》《若手保育士を支える同僚》

《新人との年齢の近さが与える影響》の13種類の

カテゴリーとそれらを構成する41種類のサブカ

テゴリーと64種類のコードが生成された。文中

ではカテゴリーを《 》、サブカテゴリーを［ ］、コー

ドを【 】で表す。

以下に、カテゴリーごとに語りの例を示しなが

ら、若手保育士による新人保育士の指導の実態に

ついて、コード及びサブカテゴリーの内容とそれ

らの関連を考察する。表中の（A-1）などは、調査

協力者名と表3-1～3-13で出てくる順番を組み合

わせた番号（例：「A-1」とは、表1の調査協力者A

保育士の1番目の語りを指す）を意味する。（略）

は語りを一部省略した箇所である。文中の下線は

表3-1～3-13からの語りの引用である。

（1）役割や立場の変化

カテゴリー《役割や立場の変化》の、新人が職場

に入ってきたことによる役割や立場の変化に関す

る4名の回答を表3-1に示す。

表3-1の［先輩保育士としての役割を担う］から、

若手保育士が担う先輩としての役割が2種類見ら

れた。1つは、【新人に教える】や【新人の見本にな

る】の語りが示すように、新人に教えたり新人の

見本になったりする新人に対する役割である。

もう1つは、【率先して動く】や【自分が保育の責任

者になる】の語りが示すように、保育において自

分が率先して動いたり保育全体の責任者としての

立場を担うようになったりする役割である。

若手保育士は、新人が職場に入り、新人と組ん

でクラス担任を務めることで、自分が新人ではな

いことを自覚していた。また若手保育士は、新人

に対する先輩保育士としての役割の必要性や、

クラス担任の中で主たる保育者としての責任感

をもっていた。

また【新人に教える】のB-1の語り「今の新人が

初めての後輩で」や【新人に教える】のC-1の語り

「どんどん下が入ってくると」、【新人の見本にな

表3-1.　新人が職場に入ってきたことによる役割や立場の変化に関する回答の概要
《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

役割や立場の変化

先輩保育士として
の役割を担う

新人に教える

そこはー…園の経験者として色々教えなきゃいけないことは増えましたね。（A-1）
今の新人が初めての後輩で、やっぱりそれまでは自分が一番下っていう（略）、上の人から教え
てもらうってだけだったのが今度、（略）まあ後輩にも教える立場になるってことで…（略）（B-1）
私も今5年目になるんですけど、やっぱりどんどん下が入ってくると、いつまでも新人じゃい
れないなっていうのがあり、（中略）教えてあげるようにしなきゃなって。（C-1）
やっぱり下もね、ちゃんと伝えていかないといけないなっていうのはすごい感じる。 （D-1）

新人の見本になる
もう一回ちゃんと後輩のお手本にならなきゃなっていう思いとかもあったりして、結構なん
か気持ちがしゅっとするってか（笑う）、感じがします。（B-2）
一緒に組むとなると見本となるのは私となるので…（略）（A-2）

率先して動く
下がいっぱいすぎるから、結構もう、なんか率先していろいろやっていかないといけないん
だなって思うけど、なかなか動けないのが現状だけど、でも自分からいろいろ考えてやって
いかなきゃいけないなって。 （D-2）

自分が保育の責任者
になる

そういうシフトだったら（新人と2人）、（略）何かないように私がしなくちゃいけない、その子
がどうするかじゃなくて、それは結果私の責任になるから。その子がどうっていうよりは私
がどうするか、かな。（A-3）

立場の変化を実感
する

新人から中堅保育士
への移行を実感する

新人じゃないし中堅ではないけど、そういう中堅に移動しているようなポジションに来たん
だなっていうのはすごい実感しています。（C-2）



– 26 –

る】のA-2の語り「一緒に組むとなると」、【率先し

て動く】のD-2の語り「下がいっぱいすぎるから」、

【自分が保育の責任者になる】のA-3の語り「そう

いうシフトだったら」という語りから、単に保育の

経験年数だけでなく、園内やクラス内での年齢構

成や後輩の有無によって、若手保育士にも先輩保

育士としての立場が生じ、その自覚が促されると

考えられる。また、【新人に教える】のC-1の語り

に「教えてあげるようにしなきゃ」とある。若手

保育士は、自分自身が新人の時に何を聞いたら良

いのか分からなかったことや先輩に自分から質問

しにくかったことなどの経験を踏まえ、自分から

新人に教えようとすると考えられる。

また、［立場の変化を実感する］の【新人から中

堅保育士への移行を実感する】のC-2の語りには、

「そういう中堅に移動しているようなポジション

に来たんだな」とある。若手保育士は、新人が職

場に入ってくることに伴って、もはや新人ではな

い自分の立場の変化を実感しているといえる。

以上から、新人保育士が職場に入ってくること

による若手保育士の役割や立場の変化に関して、

次の2点が明らかになった。

・  若手保育士は、新人が職場に入ってくることで、

「新人に教える」「新人の見本になる」という新

人に対する役割と、「率先して動く」「保育の責

任者になる」という保育全体に対する役割を担

うようになる。

・  若手保育士は、新人が職場に入ってくることで、

園内での立場の変化を実感し、先輩保育士とし

ての自覚が促される。

（2）役割や立場の変化に伴う感情の変化 

カテゴリー《役割や立場の変化に伴う感情の変

化》の、新人が職場に入ってきたことによる役割

や立場の変化に伴う感情の変化に関する4名の回

答を表3-2に示す。

表3-2から、新人が職場に入ってきて役割や立

場が変わることに対して、若手保育士は、否定的

な感情と肯定的な感情の2種類をもっていた。

否定的な感情は、［教える立場にプレッシャーを

感じる］の【教えられることがあるのか不安にな

る】のA-4の語り「私が教えられることなんかある

のかなって…いう思いはあったし、プレッシャー

もあったし」や【教える人が自分で良いのか不安

になる】のD-3の語り「責任、てかプレッシャーが

大きかった。なんか私で良いのかなっていう。本

当に一から教えるっていうメンターになったとき

に、本当に私で良いのかなっていう思いがすごい

あって」など、新人に保育について指導すること

に対する不安である。また、［信頼されて嬉しい］

の【保育士として信頼されて嬉しい】のB-3の語り

「もし2人で保育しているときになにかあったら、

自分が一番の責任者になるじゃないですか。先

輩いないと。だからそういうプレッシャーもあっ

たけど」が示すように、新人と2人で保育をする時

表3-2.　新人が職場に入ってきたことによる役割や立場の変化に伴う感情の変化に関する回答の概要

《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

役割や立場の変化に
伴う感情の変化

教える立場にプレッ
シャーを感じる

教えられることがあるの
か不安になる

私が教えられることなんかあるのかなって…いう思いはあったし、プレッシャーも
あったし…（略）。（A-4）

教える人が自分で良い
のか不安になる

責任、てかプレッシャーが大きかった。なんか私で良いのかなっていう。本当に一
から教えるっていうメンターになったときに、本当に私で良いのかなっていう思い
がすごいあって（略） 間違ったことを教えたら大変だなっていう気持ちが強くてす
ごいプレッシャーだった。（D-3）

新人の存在が活力に
なる

新人の存在が頑張ろう
という活力になる 後輩がいるってことは、自分が頑張らなくちゃっていう活力にもなる。（A-5）

身近な存在ができて
嬉しい

身近な話相手ができて
嬉しい

若手が増えてうれしいなっていう思いがあって、公立ってすごいベテランの先生が
多いから40代、50代。それで若手がいなかったから身近に話せる相手ができて
私も嬉しかったなっていうのが正直なところです（笑う）。（C-3） 

信頼されて嬉しい 保育士として信頼されて
嬉しい

もし2人で保育しているときになにかあったら、自分が一番の責任者になるじゃな
いですか。先輩いないと。だからそういうプレッシャーもあったけど、やっぱりそう
やって任せてもらえるっていう、信頼してもらっているんだなって思うから、すごい
嬉しいこと、うん、だなって、思います。（B-3）
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に事故などが起こらないようにする責任を感じる

がゆえの不安である。

肯定的な感情は、［新人の存在が活力になる］の

【新人の存在が頑張ろうという活力になる】のA-5

の語り「後輩がいるってことは、自分が頑張らなく

ちゃっていう活力にもなる」が示すように、新人

の存在から生じる仕事への前向きな感情である。

また、【身近な話し相手ができて嬉しい】のC-3の

語り「身近に話せる相手ができて私も嬉しかった

な…」が示すように、新人の存在に対する親しみ

や喜びである。さらに、【保育士として信頼されて

嬉しい】のB-3の語り「信頼してもらっているんだ

なって思うから、すごい嬉しいこと」が示すよう

に、若手保育士は、経験年数が短いため新人に

保育について指導することに対して不安を感じる

一方で、新人と2人で組むことに対しては不安を

感じながらも、同僚に信頼されて嬉しいと感じる

ことが分かった。また、若手保育士にとって新人

の存在は、自分が頑張っていかないといけないと

いう気持ちを引き出したり、身近な話し相手とし

て嬉しく感じられたりするなど、先輩保育士とし

ての自覚を促したり、職場内での親しい関係づく

りにつながったりするなど良い影響を与えると考

えられる。

以上から、新人保育士が職場に入ってくること

による若手保育士の役割や立場の変化に伴う感情

の変化に関して、次の3点が明らかになった。

・  若手保育士は、新人が職場に入ってくることに

よる役割や立場の変化に、否定的感情と肯定的

感情を感じる。

・  新人が職場に入ってくることによって若手保育

士が感じる否定的感情には、経験年数が短く指

導経験が少ないための「新人への指導に対する

不安」と「保育中の事故などを防ぐ責任に対す

る不安」の2種類がある。

・  新人が職場に入ってくることによって若手保育

士が感じる肯定的感情には、「仕事に対する前向

きな感情」「新人の存在に対する親しみや喜び」

「保育士として信頼される喜び」という3種類が

ある。

（3）同僚からの見られ方の変化

カテゴリー《同僚からの見られ方の変化》の、

新人が職場に入ってきたことによる同僚からの見

られ方の変化に関する4名の回答を表3-3に示す。

表3-3から、同僚からの見られ方が変わる理由

が2種類見られた。1つ目は、［同僚からの見られ

方が変わる］の【新人扱いされない】のB-4の語り

「2年目からは」や【新人扱いされない】のC-4の語

り「もう新人じゃないね」、【教えていく立場である

ことを意識させられる】のA-7の語り「いつまでも

若くないんだからね」が示すように、調査協力者

の経験年数が長くなったという理由である。特に

【新人扱いされない】のB-4の語り「2年目からは」

が示すように、経験年数2年目になると、同僚から

もう新人としては見られなくなることが読み取れ

る。2つ目は、【ベテラン扱いされる】のA-6の語り

「ベテランていう意識はなくても、そう、それを求

められるよね」が示すように、園内での経験年数

が長くなったという理由である。保育の経験年数

だけではなく、園内での経験年数や年齢構成、

中途採用者の多少などによっても、同僚からの見

られ方が変わると考えられる。

表3-3.　同僚からの見られ方の変化に関する回答の概要

《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

同僚からの見られ方
の変化

同僚からの見られ方
が変わる

新人扱いされない
2年目からは新人じゃないんだからねっていうのは言われてて、あーもう2年目から
は、もうなんか誰も新人としては見てなくって（略）。（B-4）
周りからも、もう新人じゃないねってことはすごい言われたので…（略）（C-4）

ベテラン扱いされる ベテランていう意識はなくても、そう、それを求められるよね。（A-6）

教えていく立場である
ことを意識させられる

もう、いつまでも若くないんだからねって言われる。今度はあなたが教えていか
なきゃいけない番だからねって。っていう感じで言われるからそういう感じに
なる（笑う）。全然まだまだそんな良いやって感じなんだけど。（A-7）
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以上から、新人保育士が職場に入ってくること

による同僚からの見られ方の変化に関して、次の

2点が明らかになった。

・  新人が職場に入ってくることによる若手保育士

の同僚からの見られ方が変わる理由には、若手

保育者の「保育の経験年数の変化」と「園内での

年齢構成・経験年数の変化」の2種類がある。

・  若手保育士は、早期離職による保育士の若年齢

化や、中途採用の増加などにより、経験年数2年

目であっても新人扱いされないことがある。

（4）新人を指導することの難しさ 

カテゴリー《新人を指導することの難しさ》の、

新人を指導することの難しさに関する4名の回答

を表3-4に示す。

表3-4の ［余裕がない］の【やることが多く余裕

がない】のA-8の語り「結構手のかかるクラスだっ

たから」や【新人と共に余裕がない】のD-4の語り

「クラス回すことに必死だったから」が示すよう

に、クラスや子どもの実態によっては、若手保育

士はクラス担任をすることで精いっぱいになると

考えられる。そのため新人に指導する余裕がな

かったり、新人に指導することでさらに負担が増

すと考えられる。

また、新人を指導することの難しさが3種類見

られた。1つ目は、［余裕がない］の【やることが多

く余裕がない】のA-8の語り「色々あっぷあっぷ

だったな」や【新人と共に余裕がない】のD-4の語

り「2人であわあわしていた」が示すように、クラ

スの状況や仕事量の多さなどから余裕がなくなっ

てしまうことの難しさである。2つ目は、［新人が

何に困っているか分からない］の【新人が何に

困っているか言われないと分からない】のB-5の

語り「何に困っているのか分からないなって思っ

て、新人さんが」が示すように、新人が困ってい

ることが何か分からないことや新人が話してく

れないことから生じる指導の難しさである。3つ

目は、［指導への苦手意識がある］の【指摘するの

が苦手】のB-6の語り「指摘するのが苦手なタイ

プなんですね」が示すように、指摘が苦手である

という自分自身の性格に伴う指導の難しさであ

る。

以上から、新人を指導することの難しさに関し

て、次の2点が明らかになった。

・  新人を指導する際に若手保育士が感じる難しさ

には、保育経験年数が短く、新人指導の経験が

少ないため、新人を指導する際に「クラス運営

や仕事に対して余裕がない」と「新人が困って

いることが分からない」「指摘が苦手」の3種類

がある。

・  ベテラン保育士に関する先行研究（三谷 , 2006；

永渕 , 2017）と比較して、若手保育士は、新人の

指導で感じる難しさを、仕事の状況や自分自身

の性格として語り、ベテラン保育士は、新人の

姿として語るという違いがある。

表3-4.　新人を指導することの難しさに関する回答の概要

《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

新人を指導すること
の難しさ

余裕がない

やることが多く余裕が
ない

結構手のかかるクラスだったから、そこを見ながら新しい子を見ながら、（略）幼児を
2年連続やってた人たちが私だけだったのね。（略）5人のスタッフのことも、あのー、
回していかなきゃいけないし、（略）でも私にもやることいっぱいあるし…、色々あっぷ
あっぷだったな。（A-8）

新人と共に余裕が 
ない

でその日の本当に一番初めのクラス回すことで必死だったから、本当初めのほうは
私もいっぱいいっぱいだし、ね、で新人だから余計いっぱいいっぱいだし、2人であ
わあわしてた（略）。（D-4）

新人が何に困って
いるか分からない

新人が何に困ってい
るか言われないと分

からない

なんか先輩になってみたら、なんか何に困っているのか分からないなって思って、
新人さんが。もちろん自分が困っていたことは自分から、こういうことあるよ、次こ
うしたら良いよとか、なんか言えるけど、なんか言われないと案外分かんないなって
思って。（B-5）

指導への苦手意識
がある 指摘するのが苦手

私は結構その指摘するのが苦手なタイプなんですね、元々。（略）もし思ったことが
あるんだったら、言わなきゃだめだよっていうのもすごい教えてもらって…まあそ
れも自分の中ですごいトレーニング、だなって思いながら。でもそうだよね、言わ
なきゃ分からないことも、いっぱいあるし、そうだなって思って（笑う）。（B-6）
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（5）新人を指導することの良さ

カテゴリー《新人を指導することの良さ》の、

新人を指導することの良さに関する4名の回答を

表3-5に示す。

表3-5から後輩を指導することの良さが3種類

見られた。1つ目は、［新人の役に立てて嬉しい］の

【後輩の役に立つやりがいを感じる】のA-9の語り

「後輩の役に立っているな」や【新人に信頼される

喜びを感じる】B-7 の語り「自分信頼されてるな」、

「その人にとって、自分がそういう存在になれたこ

と」が示すように、先輩保育士として新人の役に

立てることに対するやりがいである。2つ目は、［指

導による成長を感じる］の【自分のことだけではな

く周りを見るようになった】のA-10の語り「周り

を見る目はついたかもしれないかな」や【保育を

また一から見つめなおすようになった】のD-5の

語り「自分の中で一つ一つ見つめなおすっていう

のは、すごい成長につながってるのかなって思う」

が示すように、保育士としての自分自身の成長で

ある。3つ目は、［新人から学ぶ］の【新人の時の気

持ちの大切さに気付かされる】のB-8の語り「新人

から学ぶこともいっぱいあるし」や【新人の全力

な姿や新しいアイデアから刺激を受ける】のC-5

の語り「もうちょっとよく考えないといけなかっ

たな」や「すごい勉強になるな」が示すように、新

人からの学びや気づきである。

若手保育士は、新人を指導することで自分の保

育を改めて見直したり、反省したり気づいたりし、

それを活かした保育をすることで、保育士として

の成長が促されると考えられる。

以上から、新人を指導することの良さに関して、

次の2点が明らかになった。

・  若手保育士が新人を指導する際に感じる良さ

には、「新人の役に立つやりがいを感じる」と

「保育士としての成長する」「新人からの学びや

気づきがある」の3種類がある。

・  ベテラン保育士に関する先行研究と同様に、

若手保育士は、新人を指導する中で、保育につ

いて見つめ直したり、自分の保育を反省したり

するなどして、保育士としての成長が促される。

（6）新人を指導する際の配慮

カテゴリー《新人を指導する際の配慮》の、新人

を指導する際の配慮に関する4名の回答を表3-6

に示す。

表3-6から新人が指導する際の配慮が5種類見

られた。1つ目は、［新人に具体的に伝える］の【新

人に具体的に伝えないと伝わらない】のA-11の語

り「いろいろ分からない」や、［最初に新人にやり

表3-5.　新人を指導する良さ関する回答の概要

《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

新人を指導する
ことの良さ

新人の役に立て
て嬉しい

後輩の役に立つ
やりがいを感じる

自分がいることで、後輩の役に立っているな、って思えたときはやりがいを感じるか
も。（A-9）

新人に信頼される
喜びを感じる

分からないことを聞くって勇気いるじゃないですか、でもそれを素直に聞いてくれ
るっていうのは、なんか自分信頼されてるなっていうときは、ああすごい良かった
なってその人にとって、自分がそういう存在になれたこと、良かったなっていう風に
は感じます。（B-7）

指導による成長
を感じる

自分のことだけでなく周り
を見るようになった

自分一人でがむしゃらに頑張れば良かった、一年目の時とは違って、自分もやらな
きゃいけないし、下も育てなきゃいけないし、…あとは子どもも育てなきゃいけない
し、保護者には対応しないといけないし、（略）周りを見る目はついたかもしれないか
な。（A-10）

保育をまた一から
見つめなおすようになった

仕事に対して、また一から考えることは、また見つめなおす、っていうのでそれは自分
の中で一つ一つ見つめなおすっていうのは、すごい成長につながってるのかなって思
う。（D-5）

新人から学ぶ

新人の時の気持ちの
大切さに気付かされる

新人の子の考えってすごい大事っていうか、そういう気持ち忘れちゃだめだよなと
か、っていうことに気づくこともいっぱいあるから、新人から学ぶこともいっぱいあ
るし…（B-8）

新人の全力な姿や新しい 
アイデアから刺激を受ける

やっぱり慣れてくると良い意味で中だるみというか…（笑う）になってくるけど、新人
の先生の本当に1つ1つに一生懸命な姿とか全力な姿を見ると、私もこんなもんかなっ
て無意識のうちにセーブしているところがあったので、もうちょっとよく考えないと
いけなかったなとか、後新しいアイデアがやっぱり出てくるので、そういうのはすご
い勉強になるなと思って、取り入れようと思っています。（C-5）
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方を見せる］の【最初にやり方を見せる】のD-6の

語り「全然分からない」が示すように、新人の実態

に応じた新人にとっての分かりやすさを考慮した

配慮である。

2つ目は、［新人自身が考えられるようにする］の

【保育観や意見を尊重する】のA-12の語り「その人

の意見も大切にしたいな」や、【選択肢を増やす声

掛けをする】のC- 6の語り「全部だと思って素直に

従ったりする」「選択肢を増やすような」、［新人と一

緒に考えられるようにする］の【新人と一緒に考える】

のD-7の語り「一緒に考えて」が示すように、新人

が考えられるようにする配慮である。

3つ目は、［落ち着いている時に話す］の【緊急な

こと以外は新人と自分がお互いに落ち着いている

ときに話す】のB-8の語り「お互いが落ち着いて話

せる時とかに、あの話すようにしてて」が示すよ

うに、新人に話をする状況における配慮である。

4つ目は、［新人と関係を作る際に配慮する］の

【友達のような関係を作る】のA-13の語り「友達

のようになれるように」「仲良くなりすぎるとま

たそこで…ね、甘えがでるとかもあるから難しい」

や、【友達になりすぎないようにする】のD-9の語

り「友達になりすぎない、近くなりすぎないよう

に」が示すように、新人との関係作りに考慮した

配慮である。

5つ目は、［新人に言い過ぎない］の【新人に言い

過ぎないようにする】のD-8の語り「うまくいか

ないとやっぱり重なるときは重なる」「上の先生

表3-6.　新人を指導する際の配慮に関する回答の概要
《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

新人を指導す
る際の配慮

新人に具体的に伝え
る

新人に具体的に伝えない
と伝わらない

いろいろ分からない子にとっては10は10で言わないと伝わらないなっていうのを
知って（略）、具体的なところまで伝えるように意識はしています。（A-11）

最初に新人にやり方
を見せる 最初にやり方を見せる

環境とか、部屋のこととか全然分からないから、とりあえず私がやってみてどうだっ
たかっていう感じで、でそこからこういうのがあったほうが良いよねって感じでしな
がら、とりあえず私やってみて…（略）（D-6）

新人自身が考えられ
るようにする

保育観や意見を尊重する
絶対こうでなければならないっていうことは言わないようにしてます。あの…その子
の考え方とかそこの保育観とかも…もってて欲しいし、そこを基本大切にしてもらい
と思うので、（略）その人の意見も大切にしたいなって思っています。（A-12）

選択肢を増やす声掛けを
する

クラスの先生から教えてもらっていることは全部クラスについてだと思うんだけど、
でもそれが全部だと思って素直に従ってたりするけど（中略）こんな方法もやったよっ
て言うし、選択肢を増やすような言葉かけができるように心がけています。（C-6）

新人と一緒に考える 新人と一緒に考える
ようにする

で何かないですか？っていう気づきからどうしよっかって、で一緒に考えてって進め
るようにしています。（D-7）

新人に言い過ぎない 新人に言い過ぎない
ようにする

言い過ぎないこと。そう。一回うまくいかないとやっぱり重なるときは重なるから、
でもとりあえず良いところを言いながらでこれこうだったよねって、（略） （言い過ぎ
ると落ち込んじゃうからですか？）うん、それも。最近は強くなったけど。でも私より
ね、結構上の先生から言われることのほうが多いから（笑う）。（D-8）

落ち着いているとき
に話す

緊急なこと以外は新人と
自分がお互いに落ち着い
ているときに話す

どうしても緊急に、今絶対言わなきゃ子どもが怪我するとか、っていうこと以外は、
（略）お互いが落ち着いて話せる時とかに、あの話すようにしてて…（略）（B-8）

新人と関係を作る際
に配慮する

友達のような関係を作る
保育士も人間関係大切だから仲良くないとやりにくい部分もあるし、でも仲良くなり
すぎるとまたそこで…ね、甘えがでるとかもあるから難しいんけど、（中略）友達みたい
になれるように心がけています。（A-13）

友達になりすぎない
ようにする

友達になりすぎない、近くなりすぎないようには意識してる。聞く内容、話す内容も
どこまでプライベート？って考えてるよ。話すけど内容は考えてるよ。近くなりすぎ
ないような。うん。近くなりすぎると、なんか、仕事とのメリハリがなくなりそう。だ
から仕事中はオンとオフはねちゃんと区別するようにしてる。（D-9）

先輩の指導後に新人
をフォローする

先輩から指導を受けた後
の新人をフォローする

あとやっぱり新人さんたちは、もっと上のベテランの人から、（略）怒られたりすること
も多いから、（略）後のフォローは、まあ、していこうかなっていうか、それは大事にし
たいなって思ってて、（略）一番上の先輩が保育に関して、すごい、もちろん育てたいと
いう気持ちで、色々言ったりするじゃないですか。でだからなんか、だけどやっぱり
保育中にきつく言っちゃうこともあるから、またその落ち着いた時間に、まあ、ああい
う風に言われてたけど、あれはこうだから、こうだったから…っていうそういう風な
のは言うようにしてます。（B-9）

先輩から指導を受けた後
の新人の気持ちを受け止

める

先輩がこうなっててそれが嫌なんですで終わっちゃったりすると、なんかその子の気
持ちも分かるし（略）、そこでなんか打ちのめされて終わってほしくないなって思って、
（略）気持ちも受け止めつつ…（略）（C-7）

先輩の意図を伝えながら
第三者としてかかわる

でも先輩の意図はきっとこういう意図なんだろうなって、傍から見ていると分かるか
ら、（略）先輩の意図もどうやって本人に伝わっていくかなっていうのも考えながら、第
三者としてかかわることが難しいなと思います。（C-8）
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から言われることのほうが多いから（笑う）」や、

［先輩の指導後に新人をフォローする］の【先輩か

ら指導を受けた後の新人のフォローする】のB-9

の語り「ベテランの人から、（略）怒られたりする

ことも多い」「きつく言っちゃうこともある」、

【先輩から指導を受けた後の新人の気持ちを受け

止める】のC-7の語り「先輩がこうなっててそれ

が嫌なんですで終わっちゃったりする」「その

子の気持ちも分かる」が示すように、先輩から指

導を受けた後の新人の気持ちを考慮した配慮で

ある。

5つ目は、【先輩から指導を受けた後の新人の

フォローする】のB-9の語り「一番上の先輩が保育

に関して、すごい、もちろん育てたいという気持

ちで、色々言ったりする」や、【先輩の意表を伝え

ながら第三者としてかかわる】のC-8の語り「先輩

の意表はきっとこういう意表なんだろうなって、

傍から見ていると分かる」が示すように、先輩の

気持ちや意表を新人に伝える配慮である。

若手保育士は、新人の実態を理解しそれに応じ

て指導方法を工夫したり、落ち込んでいる新人を

励ましながらも、新人が先輩の意図にも気づいた

りできるように配慮し、新人の成長を促している

と考えられる。また新人と2人でクラス担任をす

る際に若手保育士は、新人との人間関係の大切さ

を踏まえ話しやすい関係を作ったり、逆に年齢が

近いからこそ関係が近くなりすぎないようにした

りなど意識していると考えられる。

以上から、新人を指導する際の配慮に関して、

次の4点が明らかになった。

・  若手保育士の新人に指導する際の配慮には、

「新人にとって分かりやすい指導をする」「新人

が自分で考えられるようにする」「新人と親し

すぎず近くなりすぎない関係を作る」「先輩の

指導後の新人の気持を考慮する」「先輩の指導

の意表を新人に伝える」の5種類がある。

・  若手保育士は、自分が新人だった頃の経験を

踏まえ、新人の実態や気持ちを考慮した指導を

する。

・  若手保育士は、経験年数を重ねることで先輩の

気持ちや意表にも気づくようになり、新人にも

先輩の意表が伝わるように配慮する。

・  若手保育士は、先輩保育士と新人との間で仲

介役や緩衝剤的な「つなぎ」の役割を果たして

いる。

（7）保育士1年目の経験

カテゴリー《保育士1年目の経験》の保育士1年

目の経験に関する4名の回答を表3-7に示す。

表3-7から保育士1年目の特徴が2種類見られた。

1つ目は、［分からないことが分からなかった］の

【分からないことが分からない】のA-14の語り

「一年目って分からないことが分からない状態…」

や【人に言われてから自分が分からないことに

気づいた】のB-10の語り「なんか分からないこと

が分からないって状態に気づいてない」が示すよ

うに、新人は何が分からないか分かっていないこ

表3-7.　保育士1年目に関する回答の概要
《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

保育士1年目の
経験

分からないことが
分からなかった

分からないことが
分からない

一年目って分からないことが分からない状態で、正直。（略）分からないことが分からな
いって経験があるから、分からないことがあったら聞いてって酷なことだなあって思
う。（A-14）

人に言われてから自分が
分からないことに気づく

なんか分からないことが分からないって状態に気づいてない。（略）だからなんかそう
やって言われて、分かってないんだとか、ちゃんと聞かなきゃダメだとかって分かった
りもするし、逆にこれどうなってるんだろうっていうのを、もやもやしてずっと聞けず
にあああって、聞いたこともあったし。そうやって言われて気づく…のかな。（B-10）

分からないことを
繰り返して学ぶ

1年目は何度聞いても
許される

分からないことを分からないと思う、やってて分からなかったら聞いてって、でまた忘
れたらまた聞いて良いって、やれ…、1年目の時期はそれが許される時期っていうよう
には、言ってる。（A-15）

1年目で吸収して
2年目につなげる

やっぱり1年、が、なんか、勝負っていうか、この1年でどれだけ分からないことを分か
らないって言って、それだけ吸収して、で2年目につなげるかっていう、1年目だからこ
そできる失敗とか、あると思うから、だからやっぱこの１年のうちに、できるだけ伝え
られることは伝えたいと思うし…（B-11）
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とや、そのことにも気づいていないという特徴で

ある。

2つ目は、［分からないことを繰り返して学ぶ］

の【1年目は何度聞いても許される】のA-15の語

り「やってて分からなかったら聞いてって、でま

た忘れたらまた聞いて良いって」や「1年目の時期

はそれが許される時期」や【1年目で吸収して2年

目につなげる】B-11の語り「この1年でどれだけ

分からないことを分からないって言って、それだ

け吸収して、で2年目につなげるかっていう、1年

目だからこそできる失敗とか、ある」が示すよう

に、1年目は保育士にとって失敗したり先輩に教

えてもらったりしながら成長できる1年という特

徴である。

若手保育士は、新人に対して、やってみて分か

らないと気づいたことを聞いたり、同じことを

何度も聞いたりして良いことを伝えたり、自分か

ら新人に教えたりしていると考えられる。一方で

若手保育士は、何が分からないか分からない状態

なため、先輩に聞けなかったり、失敗したり、失敗

してから聞いたりすることができるのは「1年目

だから」だとも考えている。また［分からないこ

とが分からなかった］の【人に言われてから自分が

わからないことに気づいた】B-10の語り「分かっ

てないんだとか、ちゃんと聞かなきゃダメだと

かって分かったりもする」が示すように、若手保

育士は、自分から教えるだけではなく、新人が分

からないと思うことは、自分から先輩に聞かない

といけないとも考えている。

以上から、保育士1年目の経験に関して、次の3

点が明らかになった。

・  若手保育士は、自分が新人の時の経験を踏まえ、

保育士1年目の姿を「分からないことが何か分

からない」「失敗や指導されることを通して成

長する」と捉えている。

・  若手保育士は、自分が新人の時に分からないこ

とが何か分からなかった経験を　踏まえ、自分

から新人に教えるようにしている。

・  若手保育士は、新人の成長のためには、新人が

自分から分からないことを質問する必要性も感

じている。

（8）指導した新人の特徴

カテゴリー《指導した新人の特徴》の、指導した

新人の特徴に関する4名の回答を表3-8に示す。

表3-8の［社会人として未熟である］から、指導

した新人の未熟さが2種類見られた。1つ目は、

【素直に謝れない】のA-16の語り「間違ってしまっ

たことに対して素直に謝れなかったていうか、

責任は私にはない」や、【責任を取るのが重荷だと

感じている】A-17の語り「怪我とか保護者にかか

わる問題になっちゃうと、（略）やっぱ責任は負う

のがまだ…重荷」が示すように、責任感の希薄さ

である。2つ目は、【仕事より飲み会を優先】の

C-9の語り「次の日までに確認しないといけない

ことを、確認しないで帰っちゃった」「学生ノリ」

や【言葉遣いや態度が気になる】のD-10の語り

表3-8.　指導した新人の特徴に関する回答の概要

《カテゴリー》［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

指導した新人
の特徴

社会人として未熟
である

素直に謝れない 間違ったことをしてしまったことに対して素直に謝れなかったていうか、責任は私にはな
いっていう部分がすこしあったなって。（A-16）

責任を取るのが
重荷だと感じている

怪我とか保護者にかかわる問題になっちゃうと、（略） やっぱ責任は負うのがまだ…重荷な
のかなって思ったり、でも一年目であっても責任は責任だからって。いう感じかな。（A-17）

仕事より飲み会を 
優先

次の日までに確認しないといけないことを、確認しないで帰っちゃった時があって、大丈
夫？って声かけたら飲み会に遅れそうだったので帰っちゃったって言って、なるほどなん
か分かるかもしれないって。学生ノリじゃないけど、ついついそうなっちゃったんだろう
なっていうのがあったので…（略）（C-9）

言葉遣いや態度が
気になる

今の若者…分かるし、私もあるあるって時あるけど、でもなんか対応する上ではちょっとっ
ていうこともあるし。言葉遣いにしろ態度にしろ、ちょっとそのへんはね言えない。（D-10）

年齢が上である
プライドがある

年齢が上であるプラ
イドがあり言いにく

い

自分より年上だし、で、性別も違くって、でなんか最初すごい難しくて、で、そのその新人さ
んにもすごいプライドというか、あって、最初は年下になんか色々言われたくないみたいな
感じで、（略）だからちょっと悩んでて、どうしようかなって…うーん…（略）。（B-12）
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「今の若者」「対応する上ではちょっとっていうこ

ともあるし。言葉遣いにしろ態度にしろ」が示す

ような、年齢が若いための言動や態度の未熟さで

ある。

一方で、【仕事より飲み会を優先】のC-9の語り

「分かるかもしれない」や、【言葉遣いや態度が気

になる】のD-10の語り「分かるし、私もあるあるっ

て時ある」が示すように、若手保育士は、新人の行

動や言動についての理解を示していた。

したがって、若手保育士は、新人と年齢が近い

ため、自分も新人の時同様であった経験や、自分

自身もまだ保育士や社会人として十分ではない

という自覚から、新人保育士の保育士や社会人と

して不十分であったり不適切であったりする言

動にも一定の理解を示した上で、指導していると

いえる。さらに、そのような理解があるがゆえに、

【言葉遣いや態度が気になる】のD-10の語り

「ちょっとそのへんはね言えない」のように、新人

の言動が不十分であったり不適切であったりす

ることを感じていても指導できない場合もある

といえる。

また［年齢が上であるプライドがある］の【年齢

が上であるプライドがあり言いにくい】のB-12の

語り「自分より年上だし、で、性別も違くって、

でなんか最初すごい難しくて」「新人さんにもす

ごいプライドというか」が示すように、立場の上

では新人であっても、自分よりも年齢が上である

場合、指導することやかかわることの難しさがあ

ると考えられる。

以上から、指導した新人の特徴に関して、次の

3点が明らかになった。

・  若手保育士が感じた指導した新人の特徴は、

「保育士としての責任感の希薄さ」と、「年齢が

若いための言動や態度の未熟さ」の2種類が

ある。

・  若手保育士は、社会人として不十分であるとい

う自覚や、自分が新人の時の経験から、新人の

特徴的な姿に理解や共感を示すが、そのために

新人に対して指導しにくいと感じることもあ

る。

・  若手保育士は、自分よりも年上の新人を指導す

る際に、新人の年上であるというプライドか

ら、指導する難しさを感じている。

（9）指導した新人の抱える悩み

カテゴリー《指導した新人の抱える悩み》の、

指導した新人の抱える悩みに関する4名の回答を

表3-9に示す。

表3-9の［真似をするがうまくいかない］の【子

どもは新人が分かるため同じことをしてもうま

くいかない】のA-18の語り「私と同じことをやれ

ば、この子たち聞くかなって思いで1年目の子は

いて、でもそれで通じないからすごい悩んでいる

な」や、［子どもとのかかわり方が分からない］の

【子どもとのかかわり方が分からずヒートアップ

する】のD-11の語り「かかわり方分からないから

お互いそうなっちゃう」が示すように、若手保育

士は、新人の保育中の姿や子どもの新人への態度

から、新人が抱える悩みを把握していた。この際、

表3-9.　指導した新人が抱える悩みに関する回答の概要

《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

指導した新人が
抱える悩み

真似をするがうまく
いかない

子どもは新人が分かる
ため同じことをしても
うまくいかない

私がやっていることを同じようにやろうって思っているところが強いなって印
象があったの。子どもって1年目の人が分かるから、1年目って誰であっても舐
められちゃうのね。この人甘いぞ、って立ち位置が分かるからさ。だから、私が
ちょっと言って分かることでも、聞かなかったり。でも私と同じことをやれば、
この子たち聞くかなって思いで1年目の子はいて、でもそれで通じないからす
ごい悩んでいるなって場面はあった。（A-18）

子どもとのかかわり
方が分からない

子どもとのかかわり方が
分からずヒートアップする

子どもたちも見てるから私に対する態度と違うし、そうだからお互い、新人の先
生もまだ若いからお互いにきーって一緒になってヒートアップするから（笑
う）。かかわり方分からないからお互いそうなっちゃうって言ってて、子どもた
ち分かってるし、やっぱり人見てるっていうのもあるから、で私と同じようなあ
れしてもやっぱり聞かないときは聞かないし…（略）（D-11）
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若手保育士は新人の保育のレパートリーの少な

さも要因になっていると捉えているといえる。

若手保育士は、自分が新人だったころの経験など

を踏まえ、新人の悩みに気づいたり指導したりす

ることで、新人の成長を促すことができると考え

られる。

以上から、指導した新人の抱える悩みに関して、

次の3点が明らかになった。

・  若手保育士が感じた指導した新人の抱える悩

みには、「先輩の真似をするがうまくいかない」

と「子どもとうまくかかわれない」の2種類が

ある。

・  若手保育士が考える、新人が子どもとうまくか

かわれない理由には、新人保育士の「子どもと

のかかわり方が分からない」「新人に対する

子どもの態度が異なる」「先輩と同じやり方を

してもうまくいかない」の3種類がある。

・  若手保育士は、指導した新人が保育の中で「先輩

の真似をするがうまくいかない」のは、子ども

の新人に対する態度とともに、新人の保育の

レパートリーの少なさによると考えている。

（10）指導した新人の変化 

カテゴリー《指導した新人の変化》の、指導した

新人の変化に関する4名の回答を表3-10に示す。

表3-10から ［自分で保育を考えるようになる］ 

の【保育について考える時間が増え、保育の質問

や悩みが増える】のC-10の語り「自分で保育する

ようになって、子どもたちと接する時間が増えた

ので、悩むことが増えたな」や、［保育の悩みを話

してくれるようになった］の【自分の保育の悩み

等を話してくれるようになった】のB-13の語り

「俺もそういう風に思ったとか、言ってくれるよ

うになった」が示すように、2人は、新人の変化や

成長を感じていた。若手保育士は、新人の悩みを

聞いたり自分から新人に相談したりなど、新人と

のやり取りを通して、新人の成長を促し、実感し

ていると考えられる。

以上から、指導した新人の抱える悩みに関して、

次の2点が明らかになった。

・  若手保育士が感じた指導した新人の変化には、

「保育の悩みや質問が増える」と、「自分の悩み

を話すようになる」の2種類がある。

・  指導した新人の変化は、新人が自分で考えられ

るようにしたり、自分の悩みを話したりするこ

とを意表した若手保育士の関わりと関連して

いる。

（11）自分の新人時の先輩のかかわりや影響

カテゴリー《自分の新人時の先輩のかかわりや

影響》の、自分の新人時の先輩のかかわりや影響

に関する4名の回答を表3-11に示す。

表3-11から新人時の先輩のかかわりの経験が

2種類見られた。1つ目は、［あまり指導されなかっ

た］の【あまり教えてもらってなく見て学んだ】の

D-12の語り「結構1年目もそんなに丁寧に教えて

もらえるってあれじゃなかった」や、［余裕のない

先輩に保育中に怒鳴られてきつかった］の【先輩の

余裕がなくなり保育中に怒鳴られてきつかった】

のB-14の語り「すごいきつい言い方、怒鳴るよう

な感じになっちゃたりして」が示すように、否定

的な経験である。2人とも、自分が新人の時の否

定的な経験に対して、自分は新人に同じことをし

ないように意識していた。

表3-10.　指導した新人の変化に関する回答の概要

《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

指導した新人の
変化

自分で保育を考える
ようになる

保育について考える時間が
増え、保育の質問や悩みが

増える

最初は先輩と一緒に保育だったけど、自分で保育するようになって、子どもたち
と接する時間が増えたので、悩むことが増えたなって思いました。良い意味で。
それまでは先輩の言うとおりに、はいはいって感じでくっついてたから自分でい
ろいろ悩みながら、あっ今日はちょっと失敗しちゃった、どうしようって言って
いるのも良いなって思います。だから質問も、保育の質問が増えたかな。（C-10）

保育の悩みを話して
くれるようになった

自分の保育の悩み等を
話してくれるようになった

私も自分の悩みとかを正直に話すようにしてたのね。でそしたらなんかその人
も、俺もそういう風に思ったとか、言ってくれるようになった…かなあ。（B-13）
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2つ目は、［先輩に落ち込んでいる気持ちを分

かってもらえた］の【先輩に落ち込んでいる気持

ちを分かってもらえた】のB-15の語り「確かにな

んかあの言い方は言い過ぎだよねって、ああ分

かってくれてる人は分かってるんだなあ」や、［先

輩が気にかけてくれた］の【年齢の近い先輩が気

にかけてくれた】のC-11の語り「気にかけても

らって、優しくしてもらいました」、［自分で考え

られるようにしてもらった］の【自分自身で保育

を考えるきっかけをもらった】のC-12の語り「私

もやりたいことはすごい、先輩にやらせてもらっ

て」「私のやり方もすごい尊重してくれて」が示す

ように、肯定的な経験である。2人とも自分が新

人の時の肯定的な経験に対して、自分も同じよう

に新人に接するようにするなどの影響を受けて

いた。また［初めて出会う先輩の影響を受けた］

の【初めて出会う先輩の影響を受けた】のA-19の

語りでは、「初めて出会った先輩がすべてだと思

うんです。だからその人の影響をすごく受ける

と思うし、私も実際すごい受けたので（略）」と

語っていた。若手保育士の新人への指導は、否定

的なものであれ肯定的なものであれ、若手保育士

の新人時代に受けた指導の経験が反映されるとい

える。

以上から、自分の新人時の先輩のかかわりや影

響に関して、次の4点が明らかになった。

・  若手保育士が新人の時の先輩のかかわりには、

否定的な経験と肯定的な経験の2種類がある。

・  若手保育士は、自分が新人の時の「先輩にあま

り教えてもらえなかった」「先輩に保育中に怒

鳴られてきつかった」という否定的な経験を踏

まえ、新人を指導する時には先輩と同じことを

しないようにする。

・  若手保育士は、自分が新人の時の「先輩に落ち

込んでる気持ちを分かってもらえた」「年の近い

先輩が気にかけてくれた」という肯定的な経験

を踏まえ、新人を指導する際には先輩と同じこ

とをするようにする。

・  若手保育士の新人への指導は、若手保育士の

新人時代に受けた指導の経験が反映される。

表3-11.　自分の新人時の先輩のかかわりや影響に関する回答の概要

《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

自分の新人時の
先輩のかかわり
や影響

あまり指導されな
かった

あまり教えてもらってなく
見て学んだ

私もそんなになんか、教えてもらってきたわけじゃなく、なんか見て学んでみた
いな感じで結構1年目もそんなに丁寧に教えてもらえるってあれじゃなかった
ので、だから余計なんかざっと、これこうやってやるんだよって感じで終わって
た。（D-12）

余裕のない先輩に 
保育中に怒鳴られて
きつかった

先輩の余裕がなくなり保育
中に怒鳴られてきつかった

私が１年目の時に組んでた…先輩が結構なんか保育中に自分の悪かったところ
とか、（略）保育中に指摘してくれる先生だったんですけど、でも保育中ってなん
か、目の前に子どもがいるから、大人の余裕もその分なくなっちゃって、なんか
すごいきつい言い方、怒鳴るような感じになっちゃたりして、（略）１年目でそれ
で、なんか、怒鳴られたりすると結構、きついじゃないですか。（B-14）

先輩に落ち込んでい
る気持ちを分かって

もらえた

先輩に落ち込んでいる
気持ちを分かってもらえた

私が１年目の時は、まあそのなんか言われちゃったりしたのを他の先生が見て
て、 （略）なんか確かになんかあの言い方は言い過ぎだよねって、ああ分かってく
れてる人は分かってるんだなあ、みたいに思えたことは自分はすごい安心だった
ので、まあもちろん、自分はいけないことはいけなかったっていう反省は大事だ
けど、もう一回頑張ろうかなっていう前向きな気持ちにはなれた。（B-15）

先輩が気にかけてく
れた

年齢の近い先輩が
気にかけてくれた

やっぱりその方（2つ上の男性の先輩）はかかわりやすかったです。その先輩も
後輩ができて嬉しいって言ってくださって、いろいろなノウハウを、気をつけな
みたいなのを、気にかけてもらって、優しくしてもらいました。（略）自分もそう
いう先輩になれたらなって。（C-11）

自分で考えられるよ
うにしてもらった

自分自身で保育を考える
きっかけをもらった

私もやりたいことはすごい、先輩にやらせてもらって、まあ失敗しても良いから
それも勉強になるからまずはやってみなさいって、すごい言われていたので、先
輩も先輩のやり方があるけど、私のやり方もすごい尊重してくれて、すごい私自
身が、なんていうか保育について考えるきっかけをたくさんもらったので、私も
そういう後輩の育成の仕方をしたいなって思いました。（C-12）

初めて出会う先輩の
影響を受けた

初めて出会う先輩の影響
を受けた

やっぱり初めて保育士になった子にとっては初めて出会った先輩がすべてだと
思うんです。だからその人の影響をすごく受けると思うし、私も実際すごい受け
たので…（略）（A-19）
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（12）若手保育士を支える同僚

カテゴリー《若手保育士を支える同僚》の、若手

保育士を支える同僚に関する4名の回答を表3-12

に示す。

表3-12の［同僚が自分の相談にのってくれる］

から若手保育士が相談する相手が4種類見られた。

1つ目は、【同期に相談する】のA-20の語り「同期

が全員年上で、で経験年数多い人たちばっかだか

ら、その人たちに相談してた」が示すように、年齢

が上の同期の保育士である。2つ目は、【クラスに

先輩がいると自分も頼る相手がいる】のA-21の語

り「その人にアドバイスもらえるし」が示すよう

に、一緒にクラス担任をしている先輩である。3

つ目は、【先輩が話を聞いてくれる】のB-16の語り

「30代の先生」「なんか話聞いてくれる」や、【先輩

へ相談する】のC-12の語り「相談するとその先生

はさらに上だから」が示すように、園内の保育経

験年数が長い先輩である。4つ目は、【主任先生に

相談する】のD-13の語り「主任先生に相談」が示

すように、職場の管理職である主任保育士である。

したがって、若手保育士の職場における相談相手

は、自分よりも年齢や経験年数が長い先輩である

といえる。

また調査協力者の語りには、相談内容が2種類

見られた。1つ目は、【先輩へ相談する】のC-12の

語り「どうしてあげるのが良いんでしょう」が示

すように、新人に対するかかわり方である。2つ

目は、【主任先生に相談する】のD-13の語り「私も

分からないことは聞きながら」や、【クラスに先輩

がいると自分も頼る相手がいる】のA-21の語り

「分からないことはその人にアドバイスもらえる

し」が示すように、保育や仕事について分からな

いことである。若手保育士は、相談内容として先

輩としての役割や、保育や仕事についてなど、新

人を指導するうえで分からないことを、質問した

り相談したりしていた。若手保育士は、新人を指

導し、新人とともに保育をする中で、先輩に相談し

たり質問したりしながら、保育士として成長して

いくと考えられる。

また、［先輩が代わりに言ってくれる］の【一緒に

組んでる先輩が代わりに新人に言ってくれる】の

B-17の語り「一緒に組んでいるもう一人の先輩に

表3-12.　若手保育士を支える同僚に関する回答の概要

《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

若手保育士を支
える同僚

同僚が自分の相談に
のってくれる

同期に相談する 同期が全員年上で、で経験年数多い人たちばっかだから、その人たちに相談
してた。同期仲良くって、10個とか上なんだけどね。（A-20）

先輩が話を聞いてくれる 30代の先生とは結構ご飯とか誘っていただいて、飲み会とかそういう場で、
なんか話聞いてくれるって先輩が多くて…（略）（B-16）

先輩へ相談する
どうしてあげるのが良いんでしょうって、相談するとその先生はさらに上
だから、こうやってあげるのが良いんじゃない？って、（略）アドバイスをも
らって、そのかかわり方の参考にさせてもらっています。（C-12）  

主任先生に相談する
主任先生に相談して（略）、私も分からないことは聞きながら、経験年数は上
がってきているから聞きにくいってこともあるけど、間違ったことを教え
るよりはあれなので、色々相談しながらね。（D-13）

クラスに先輩がいると
自分も頼る相手がいる

去年（1番上の立場）は私が全てになるけど、今年（間の立場）は私も頼る相
手がいる。からそこはちょっと気持ちが楽。で、分からないことはその人
にアドバイスもらえるし。その辺は…やっぱりクラスの中で一番上かそう
じゃないかっていうのは大きいかな。（A-21）

先輩が代わりに新人に
言ってくれる

一緒に組んでる先輩が
代わりに新人に言ってくれる

私に言われても嫌だろうなっていうのもあって、一緒に組んでいるもう一
人の先輩に頼んで（略）、じゃあ私から話してみるよっていって、言ってくれ
ることもあって。（B-17）

ベテラン保育士が
指摘してくれる

ベテラン保育士が
指導について指摘してくれる

ベテランの人は、もうズバッと言われる感じかな。結構なんか、ベテランの
人とかは、自分、私のことに関して指摘してくることもあるし、私の新人指
導に対して言ってくることもあるの。自分が（新人に）言わなかったことに
対してだとか、で、言われることもある。（B-18）

男性保育士が新人との
間をつないでくれる

男性保育士が新人との間
に入ってくれる

うち男性保育士多くて、3人ぐらいいるのね、正規で、だからなんかまあ、そ
の新人さんと男性保育士のつながりもあるし、私と男性保育士のつながり
があるから、その男の他の先生が間に入ってくれて、今ちょっと徐々に（笑
う）、（仲良く）なり中であるって感じではあるんだけど（笑う）。（B）
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頼んで（略）、じゃあ私から話してみるよっていっ

て、言ってくれることもあって」や、［ベテラン保育

士が指摘してくれる］の【ベテラン保育士が指導に

ついて指摘してくれる】のB-18の語り「私の新人

指導に対して言ってくることもあるの」、［男性保

育士が新人との間をつないでくれる］の【男性保育

士が新人との間に入ってくれる】のB-19の語り

「男の他の先生が間に入ってくれて、今ちょっと

徐々に（笑う）、（仲良く）なり中であるって感じで

はあるんだけど（笑う）」が示すように、年代や性

別の異なる保育士など多様な保育士がいる中で、

若手保育士は、様々な支援を受けられると考えら

れる。

以上から、若手保育士を支える同僚に関して、

次の4点が明らかになった。

・  若手保育士が相談する相手には、「年上の同期」

「一緒にクラス担任をしている先輩」「園内の先

輩」「主任保育士」の4種類がある。

・  若手保育士が相談する内容には、「新人へのかか

わり方」と「保育や仕事に関すること」の2種類

がある。

・  職員の年齢構成のバランスが取れている職場で

は、若手保育士は様々な年代の保育士から複層

的に多様な支援が受けられる。

・  新人が男性保育士の場合、同僚の男性保育士が

若手保育士との間をつなぐ役割を果たす。

（13）新人との年齢の近さが与える影響

カテゴリー《新人との年齢の近さが与える影響》

の、新人との年齢の近さが与える影響に関する

4名の回答を表3-13に示す。

表3-13から新人との年齢の近さが与える影響

が2種類あった。1つ目は、［新人と年齢が近くて

指導しにくい］の【新人と年齢が近くて言いにく

いことがある】のD-14の語り「逆に近すぎて言い

にくいこともあるかも」が示すように、指導しに

くいという否定的な影響である。2つ目は、［新人

に共感する］の【最近まで新人だったから新人の

気持ちが分かる】のB-20の語り「新人の子の気持

ちってすごいよく分かる」「一緒に頑張ろう」が

示すように、新人に対する共感や親しみという

肯定的な影響である。若手保育士は、新人と年齢

が近いため、指導のしにくさを感じる一方で、

新人に対して親しみを感じたり、自分が新人だっ

た頃の経験から新人に共感を示したりなどすると

考えられる。

以上から、新人との年齢の近さが与える影響に

関して、次の2点が明らかになった。

・  新人と年齢が近いことによって若手保育士が受

ける影響には、新人に対して「指導しにくい」

という否定的な影響と、「共感や親しみをもつ」

という肯定的な影響を受ける。

・  ベテラン保育士に関する先行研究（三谷 , 2006；

永渕 , 2017）では、新人と年齢が離れているた

めに新人に対して「接し方が分からない」など

の否定的な影響を受けるとある一方で、若手保

育士は、否定的な影響だけではなく肯定的な影

響も受ける。

結論

調査協力者の語りから得られた若手保育士の

新人への指導の経験に関するカテゴリーを、「若手

表3-13.　新人との年齢の近さが与える影響に関する回答の概要
《カテゴリー》 ［サブカテゴリー］ 【コード】 語り

新人との年齢の 
近さが与える影響

新人と年齢が近くて
指導しにくい

新人と年齢が近すぎて
言いにくいこともある

お互い若い年も近いからっていうことでやってるけど、逆に近すぎて言いにく
いこともあるかも。（D-14）

新人に共感する 最近まで新人だったから
新人の気持ちが分かる

最近まで新人だったから、なんか新人の子の気持ちってすごいよく分かる、じゃ
ん。（略）うまくいかないことに対して自分のマイナスの感情というよりは、共
感の感情の方が大きくて、（略）悩むとか嬉しいよりは、一緒に頑張ろうって感じ
（笑う）。1年付き合うよって感じかな（笑う）。（B-20）
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保育士の心情等」「若手保育士の新人の指導」

「若手保育士の職場の同僚」の3つの側面に分け、

それらの関連を示したものを図1に示す。また、

図1の矢印のうち、太い片側矢印は影響を、太い

双方向矢印は関連を示す。また細い実線の片側矢

印や、細い点線の双方向矢印は、1名の調査協力者

のみの語りに該当したカテゴリー間の影響や関連

である。

図1から、本研究のカテゴリー間の関連を「若手

保育士の新人保育士への指導」を中心に述べると、

以下のことが指摘できる。

・  若手保育士は、職場に新人が入ってきたこと

により、《役割や立場の変化》を実感し、否定的

な感情と肯定的な感情が生じるなどの《役割

や立場の変化に伴う感情の変化》を体験して

いる。

・  若手保育士は、《自分の新人時の先輩のかかわ

りの影響》《保育士1年目の経験》といった過去

の経験や、《指導した新人の特徴》《指導した新

人が抱える悩み》《新人との年齢の近さが与え

る影響》といった現在指導する新人の姿の影響

を受けながら、さまざまな《新人を指導する際

の配慮》をしている。

・  若手保育士は、さまざまな《新人を指導するこ

との難しさ》を感じる一方で、《新人を指導する

際の配慮》をすることで、《指導した新人の変化》

が見られ、やりがいを感じるなどの《新人を指

導することの良さ》を感じる。

・  若手保育士は、《若手保育士を支える同僚》に新

人への指導について相談したことや、新人への

指導に対して指摘されたことなどを踏まえて、

さまざまな《新人を指導する際の配慮》をして

いる。

以上から、若手保育士は、否定的な感情と肯定

的な感情の両方を感じながら、自分が新人だった

時の経験や現在指導する新人の姿などに影響を

受けるとともに、先輩保育者等の同僚の保育士に

支えられて、さまざまな配慮を行いながら新人を

指導していることが明らかになった。

若

手

保

育

士

の

新

人

へ
の
指

導

若

手

保

育

士

の

職

場

の
同

僚 影 響 関 連

若

手

保

育

士

の

心

情

等

《自 分 の新 人 時 の先 輩

のかかわりの影 響 》

《保 育 士 年 目 の経 験 》

《新 人 との年 齢 の近 さが

与 える影 響 》

《新 人 を指 導 する

際 の配 慮 》

《指 導 した新 人 の変 化 》

《同 僚 からの見 られ方

の変 化 》

《若 手 保 育 士 を

支 える同 僚 》

《役 割 や立 場 の変 化 》 《役 割 や立 場 の変 化 伴 う

感 情 の変 化 》

《新 人 を指 導 する

ことの良 さ》

《新 人 を指 導 する

ことの難 しさ》

名 のみの影 響 名 のみの関 連

《指 導 した新 人

の特 徴 》

《指 導 した新 人

が抱 える悩み》

図1　若手保育士の新人保育士への指導経験に関するカテゴリーの関連図
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今後の課題

本研究の今後の課題は以下の2点である。1点

目は、対象者の人数を増やし、対象者の働く保育

所の種類や男女差を均等にすることである。研究

結果から、若手保育士による新人保育士への指導

には、園内の同僚の保育士の存在や、年齢構成、中

途採用者の人数、新人保育士の年齢や性別などの

影響がみられることから、園による違いが生じる

といえる。今後、対象者の人数を増やし、私立保

育所で働く若手保育士や男性保育士にも同様の

調査を行うことで、若手保育士の新人保育士への

指導経験の実際をより詳細に把握し、保育所の

設置主体や性別による違いも検討できると考え

られる。

2点目は、本研究の調査協力者による新人保育

士への指導が、経験年数が長くなることで変化す

るのか追跡して調査することである。調査結果や

それに関連する先行研究から、ベテラン保育士と

若手保育士による新人保育士への指導では、異な

る点があった。今後、経験年数が10年目になった

本研究の調査協力者に、同様の調査をすることで、

新人保育士への指導が経験年数によってどのよう

に変化するのか、また10年目の時点で、本研究の

調査で語った若手保育士だった当時の新人保育士

への指導経験をどのように振り返るのかを検討す

ることができると考えられる。
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特集Ⅰ

保育者養成課程をどう構成するか

保育教諭養成課程研究会理事長 

無藤　隆（白梅学園大学大学院）

この研究会も養成に携わる皆さん方の使命を

考えてみれば、大きく2つに分かれるわけです。

文部科学省で言えば、幼児教育課と教職員課の両

面ということになります。養成というものが学

生である存在を現場で働く存在に切りかえてい

くわけですので、当然両方知らなければいけない

という当たり前のことではあるのです。そのと

きに、ちょうど幼児教育・幼稚園教育がいろいろ

な意味で大きな変革期に来ているということ。

その一方で、教職課程の改革が来たことが重なり

合いながら、我々としてはその両面を見定めてい

るということになっています。

養成課程のいくつかの課題
そういうことが必要なのだけれども、同時に、

そこに両面をみることにおいてこの研究会をつく

り、進めてきた理由があるわけです。それは幾つ

かあると思うのです。つまり、まず、養成課程を

する際に、養成された学生たちが働く先のあり方

を十分知って養成するということです。これは当

たり前で、これまでいろいろな形で指摘されたと

思いますが、必ずしも養成に携わる全教員がその

ことをわきまえて授業しているとは限らないとい

うことや、そもそも教職課程のカリキュラムその

ものが本当に現場で働く人たちにとって、直接的

に明日からではないかもしれませんけれども、

どこかで有用になるべきものだと思うのですが、

そういうものになっているのかどうかという疑問

をもっているというのが1つあると思うのです。

もう1つは、個別の養成課程における科目その

ものがどうであるかというのは非常に重要であ

るのだけれども、同時に教職課程が全体としても

つ理念や目指すところ、また個々の授業が位置づ

けられる全体としてのカリキュラムを考えなけ

ればいけない。そういう意味で養成課程のあり

方を考えるという捉え方もあると思います。

例えばこれが音楽教育だったら、多分、領域・

表現を検討すると思います。というぐあいに、そ

れぞれの専門であれば個別の授業科目というので

しょうか、それについての検討があろうと思いま

すけれども、幼稚園教諭、幼児教育全体をまず押

さえた上で個別を考えようということでもあろう

と思っています。そして、そういった動きが大き

な時代の変化の中で、改めて養成課程なり大学教

育というものが問われたわけですし、また教職課

程も10年に一遍とか、指導要領が改訂されたから

というので改訂される部分ももちろんありますけ

れども、もう少し大きな意味で、教職課程という

ものが意味をなすようにしたいということがある

のだと思うのです。

そういう流れの中で、養成と、その一方で現職

者の研修についても力を入れるし、それを含めて

この研究会でも検討しているということになり

ます。

養成と研修の一体改革

中央教育審議会のキャッチフレーズでいえば、

養成と採用、研修の一体改革といってきました。

pp.41-49
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採用は直接的に関与する場がないので、ここでは

養成と研修を扱っているわけですけれども、その

両面をにらんでいく。いいかえれば、養成が2年、

3年、4年という範囲で完了しない、その後、実務者、

現職になってからも続く中で養成が意味をもつと

いう理念のもとでやっているということになりま

す。そのあたりを少し整理したいと思います。

まず1つは、幼児教育のあり方についてである

わけですけれども、まさに変革期というのでしょ

うか、大きくさまざまな意味で動いてきています

し、さらに、これから何年か先にどう動いていくか

ということもはっきりしないところがあります。

保育の無償化と呼ばれるものも多分実現しそ

うでありますけれども、あれももちろんその前か

ら少しずつ進めようという施策ではありました

が、いうなればいきなりという形で全面無償化に

入ってしまったわけです。そのことがいい悪い

ではなくて、とにかくそのようになっていった。

それも予算的にいえば数千億という巨大な予算

が動くことでありますけれども、その実現がどう

いう意味をもつのか、どういう影響をもつかとい

うこととともに、それだけの幼児教育に対する投

資が進んでいる。その前に、既に子ども・子育て

支援制度の中では7,000億プラスが投じられてい

るわけであります。もともとが幼稚園、保育園な

どに対して2兆前後のお金は入ってきていますの

で、合わせれば相当の額になってきております。

そのようなことをみたときに、本当にそういっ

た期待に耐え得るのか。十分応えるような幼稚

園、保育園、認定こども園などの体制であるのか

否かというのが極めて真剣に問われる時代になっ

てきたように思います。いうなれば、質が問われ

るということなのですけれども、その質を問うこ

とが本当にさまざまな研究、特に欧米の研究など

で乳幼児期が大事だとか、そこでの保育や教育の

仕組みが影響するのだということが指摘されてき

ている。そういうエビデンスが積み上がる中で、

では、日本の幼児教育はしっかりそういった期待

に応え得るだけのものなのか否かということが問

われてきているのだと思います。

それは、いずれ遠くない将来、かなり具体的な

データとかエビデンスという形で応答せざるを

得ないものなのだろうと思います。そして、我々

もそのように対応していくのに十分な体制、ある

いは広く保育学とか現場実践とかというあたり

でデータを積み上げるだけの準備がまだできて

いないようにも思いますので、なかなか大変であ

るということが1つあります。

ですから、そのあたりは何年か前の質の問いと

は随分真剣さが変わってきたということです。

本気でこちらがレスポンスしなければいけない。

どちらかというと、何年か前までは幼保関係者が

もっと質を上げましょうと提言してきたと思い

ます。もちろんその提言も続いているのですけ

れども、今や立場が逆転したところがあって、

本当に十分な質をあなた方は保っているのか、

上げようとしているのか、そしてそれを示すだけ

のデータはどこにあるのかということが聞かれ

ているように思うわけです。

もちろん我々は、幼児教育、保育にかかわる人

間、立場です。そこから、そういうことはやりたい

けれども、十分そこに予算が投じられていないの

だとか、まだまだ足りないとか、こういう点がまず

いとか、いろいろなことを指摘してきていて、それ

は間違っていないと思うのです。それを着実に進

めなければいけないのですけれども、その切実さ

というか本気さというか、それが非常に問われる

ようになったと思います。

今迫る課題とは

そのあたりの課題として幾つか具体的に挙げた

いと思います。1つ、目の前のこととしては、幼児

教育というものが幼稚園、保育園、認定こども園、

あるいは公立、私立などが一体的になっていくこ

となのだろうと思います。要領、指針上は、保育、

幼児教育の中身が9割ぐらい重なってきたと思い
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ます。一方で行政的な体制、あるいは現場実践者

の集まりやそこでの研修なり、さまざまな形での

まとまりについては、地域によってはかなり一体

化しておりますけれども、また別なところではか

なりばらばらな体制でもある。もちろん、幼稚園

教諭養成課程と保育士養成課程というものが

別々にあって、それぞれの理念があるがゆえに、

必ずしもすんなり対応させることは難しいとい

うことがある。それは幼稚園、また保育所のあり

方の違いが大きいからではありますけれども、そ

うはいっても、何年かという単位ごとにみていけ

ば、急激に幼保の垣根が小さくなっております。

それをどう進め、加速させ、本当に一体的にもっ

ていくのかの努力、方向が求められるというのが

第一だと思うのです。

これについては、非常に大きくいえば幼稚園、

保育園というもの自体ですし、また幼稚園教諭免

許と保育士資格のあり方の統合問題ですけれど

も、それにすぐに見込みはありません。しかし、

少しずつは近づくのだろうと思っております。

もう1つは、幼児教育と小学校教育をどうつな

げていくかという接続の問題で、これが今回の要

領、指針の改訂のポイントの大きな1つになって

まいりました。これについても今は主に各自治

体にそれが投げられたと思いますが、その自治体

ごとの対応ぶりは非常に差があります。それに

ついて、やはり専門家である皆さん方の働きは大

きいはずでありますので、そこにどうやって働き

かけていくか。それは別に幼児教育の個性をな

くす、独自性をなくすといっているわけではもち

ろんないので、乳幼児期の教育のあり方を保ちな

がらも小学校につなぐということは何を意味し

ているのか、そして具体的には何をすべきなの

か、どういう接続カリキュラムであるのか、また、

幼稚園、保育園、小学校の先生方はどういう形で

交流し、連携し、つながれていくか、そこを支え

る養成校の役割は何なのかということが問われ

ているように思います。

3番目に、対保護者の問題が今大きく浮かびつ

つあると思います。要領、指針の改訂そのものの

趣旨は、昨年度、本研究会でもやりましたけれど

も、いわばさまざまな解説講習を通して少しずつ

浸透してきたと思うのですが、それをどう保護者

に理解してもらうか。それは保護者が単に資質・

能力とか幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

とか、そういう用語を理解するということではな

いはずで、むしろそれ以前からの幼児教育のあり

方を具体的に納得できるようにしていくことだ

ろうと思います。

そして、その試みに向けて、現場の様子を写真

で伝えるとか、園便りで書くとか、さまざまな試

みもいろいろな園でふえてきているわけであり

ますけれども、もっともっと積極的な形で保護者

に対して幼児教育の本来のあり方を啓発してい

く必要があります。それについては、オリンピッ

クセンターの機構においても、これから代表者へ

の啓発活動を全国で展開するということを鈴木

理事長はおっしゃっておりますけれども、そうい

うのも1つですし、もっと個別に園ごとに小さい

形でまず自分のところの保護者に伝えるという

こともあります。また、皆さん方の中にも保護者

向けのパンフレットや本や講演などをなさって

いる方もふえてきたと思うのですけれども、そう

いう形は多分進めなければいけないのですが、そ

れ以外のやり方はないのか。そこで大事だと思

うのは、本当に乳幼児期にふさわしい教育、保育

を我々はよく考えるわけだし、話したり、養成課

程における教科書の1ページ目に書いてあるわけ

ですけれども、そういう基本中の基本が必ずしも

保護者には伝わっていない、理解してもらえてい

ない。理解してくれる保護者もいるし、全くそう

でない保護者も多いわけです。

要領、指針の精神からみたときに、どう考えて

もそこに応じているとは思えない保育実践を

やっている幼稚園、保育園など、少なからずあり

ますけれども、そういうところが十分にいろいろ
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な保護者の支持を受けている人気のある園で

あったりすることも多いわけであります。それ

が決して例外でないというのは、我々がしょっ

ちゅう嘆いている面もありますけれども、嘆いて

いればいいのではなくて、やはりそれに対して変

えていく戦略をもち、進める必要があるのです。

別に要領や指針というものは逐一強制すると

いう種類の文書ではありませんので、ある意味

で、そこからかなりはみ出していても、まあまあ

やっていていいよということになろうと思いま

すけれども、そういうものが例外的に、時々はそ

ういう園があるよねということならいいかもし

れませんが、そうでもない。例外が非常に多い。

少なからずあるわけです。あるいは、そこまでは

み出てはいないけれども、要領、指針の精神から

いうとどうだろうかと首をかしげたいようなと

ころは典型的には結構あるかもしれません。

そういうところが今は十分ではないので、何と

かあちらに向けて変えようとしているのですと

いうならいいと思いますけれども、そうしている

ところももちろんあるのですが、そうではなく

て、親も希望しているし、それに応じて十分やっ

ているというところもあって、そういうところは

要領、指針の勉強をしたとしても、それを本当の

意味で自分のところの実践に当てはめているわけ

でもないかもしれません。そこらあたりの組織的

な取り組みについては、どうも非常に弱いのでは

ないだろうかという気がしています。

そして、4番目ぐらいかと思うのですけれども、

保育の質向上のさまざまな取り組みを進める必

要があります。厚生労働省と文部科学省とちょ

うど並行する形で保育の質、幼児教育の質を検討

するワーキンググループが始まったわけですが、

あれが何でこの時期に始まったかというと、厚労

省なり保育所全体でみたときに、ある部分につい

て、むしろ構造的質といいますか、人員配置等に

ついて規制緩和というのでしょうか、質を下げる

方向の議論もあります。それに対して、ある意味

では防衛策というのもあるのだろうと思います

し、それから、今すぐは無理でできないにしても、

何年か先を目指したときにいろいろな意味で質

を上げていくことは当然ながら考えていると思

うのです。今すぐできないというのは、やはり待

機児童問題が優先されているし、保育士も足りま

せんので、例えば1歳児の国基準は1対6のまま

であります。これを 1対 5にするという案は、

子ども・子育て支援制度の発足時からかなり現実

的な目標の1つとして挙げてきて、実現寸前とい

う形でずっとやらないでいるのですけれども、

最大の理由は、もちろんお金もかかりますが、

今すぐそれをやったら、その瞬間に1割から2割、

1歳担当の保育士が余分に必要になりますので、

現状でも足りないところでそういう規定を入れ

てしまったら、かなりの保育所で1歳児が運営で

きなくなるわけです。そういうことも理由の1つ

なのです。しかし、待機児がいつまでも大勢いる

のかというのは、3～4年ぐらいでめどがついてく

ると大体想定しているわけです。本当ではない

かもしれませんが。そういうあたりになってく

れば、施策の方向、目標が少し変わっていくはず

で、本当の意味で質をさまざまな形で上げていく

ところに向かえるだろうと思います。

幼稚園のほうについても、やはり幼稚園教諭自

体も保育士と同じような意味で足りなくなって

いますから、すぐに幼稚園教諭をふやすという施

策はできません。しかし、違う形での質の改善も

いろいろな形ではできそうに思います。一番中

心にあるのは、第三者評価とか専門家による評価

とかを義務づけることだと思うのですけれども、

すぐそこに行けるようには思いません。幾つか

問題があります。1つは、予算的に相当額がかか

ります。保育所の第三者評価は任意であります

けれども、東京都は義務づけに近い。あの程度の

ことでも1園50万円前後かかるということです

から、それを全国の幼稚園、保育園に義務づけて

補助金を出すとすれば相当な額で、そうすぐにで
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きることではないというのは1つあります。

もう1つは、誰がやるのかということで、それ

に携わる専門家というのも全国全ての都道府県

にそれなりの数そろえるという体制にあるのか

というと、これも非常に難しいわけです。候補と

なるのは養成校の先生方ですけれども、別に養成

校の先生方が暇であるわけではないので、養成校

の先生方に準ずるような力をもった人をかなり

組織的に育成していかなければいけないと思い

ますが、今はそういう評価する専門家を育てる体

制も全くないですし、ごくわずかでもそれを育成

する場がないわけです。日本全国、大学院修士課

程をもっているところは今たくさん出ておりま

すが、私の知る限り1ヵ所でもそういう専門家を

育てるカリキュラムをもってやっているわけで

はないと思います。

さらに、専門家が評価するに当たっては、ある

程度客観性をもった、さまざまな質の尺度が必要

だと思います。これについては少しずつ開発が

進みつつあって、今のところは主に欧米の尺度の

翻訳を日本版化しているものでありますけれど

も、大分各種の尺度が広がりつつあります。そう

いった尺度を使ったり、別な形での観察評価で

あったり、アンケートを使ったりインタビューし

たり、いろいろ手立てとしてはあると思うのです

が、そういった評価をどうやっていくかが全く

整っていないし、保育学会などの発表をみても、

ほとんどまだ手がつけられていないように思い

ますので、なかなか困った状況にあると私は思う

のです。

その二歩、三歩手前のところでいいますと、

幼稚園については自己評価が義務づけられてお

りますので、そういったものをもう少し活用でき

る体制をつくっていくことや、いわゆる園内研修

の充実を図るといったこと、公開保育を進めると

いったことができそうに思います。それらにつ

いては、幼稚園や保育所の団体としても全国的

に、あるいは地域的に自治体ごとの団体において

進めておられるところはやっているわけであり

ますので、もう少しそれを組織化するとか、普及

していく試みが広がっていいわけです。

全日本私立幼稚園連合会では、公開保育を組織

的に進める体制をつくっていらっしゃると思い

ます。例えば、それはもっと全面的に広げること

ができるのか、どうやればいいのかということ

や、園内研修はかなりの幼稚園である程度やれる

と思うのですけれども、では、保育所ではどうす

るのか。いずれ保育所でもノンコンタクトタイ

ムというのでしょうか、保育士の方が保育をしな

いけれども仕事をする時間を日々確保する時代

が来るかもしれません。先ほどいったように、

保育士の需給が緩めば、そういうことは不可能で

はないと思うのです。

しかしながら、逆に幼稚園教諭の場合、従来か

なりの時間があったところ、さまざまに人手不足

もあるし、預かり保育や園バスなどの業務が広が

る中で、そう簡単でもなくなっております。

そういう形で園内研修をどうやっていくか。

それは、いいかえれば、園内研修という時間とい

うか場を通して保育を記録し、見直し、話し合い、

また共有していく仕組みをどう確立していくか

だと思うのです。実は、私の理解では、そういう

ことをしっかりやるということが要領、指針の

改訂の枠組みの最大のポイントであると思って

おります。資質・能力や幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿というのは、そういった保育を見

直し、質を改善していくための枠組みなのだと思

うのです。そういうことを具体的にどうやって

いくか。少しずつ全国の実践の中でその試みが

始まっていると思いますけれども、それをしっか

りやっていく必要があります。

さらに、キャリアアップ研修を含めた研修の仕

組みをどうつくっていくか。これは本研究会に

も課せられた使命でもあって、この数年間、主に

文部科学省の委託で初任者の研修から始まって、

研修のやり方の実践レベルの整理をやってまい
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りました。大体一段落に近づいてきたので、今度

はそれを体系化していく必要があります。ある

程度組織化しながら、具体的に各園で、各自治体

で、あるいは各保育団体等でそれをどのように実

現していくのかを考えていく必要があります。

これは今、全国キャリアアップ研修を具体化す

るという試みが進む中でさまざまな困難にぶつ

かっていると思うのです。例えば東京都の場合

でいうと、いろいろな養成校が協力を求められて

おりますけれども、何しろ巨大な自治体ですか

ら、それを広げるのは大変です。逆に、例えば

北海道のようなところですと、余りに地域が広大

ですから、集合研修が難しい中でどうやるかとい

う問題もあります。実は、それは幼稚園でも同じ

ことであるわけですので、そういう意味では、

体系づくりとともに、それをどう具体的に実践で

きるようにしていくか。また、そのときの講師と

か助言者とかファシリテーターは誰がどういう

形でやっていくかということが問題になります。

そういたしますと、もう1つの問題で関連する

ことが幼児教育センターとそこにおける幼児教

育アドバイザーをどう普及させるのか。また、

その普及のあり方はどうなのか。全国化してい

くときの仕組みや、そのセンターの業務の進め方

とかアドバイザーのあり方の問題で、この3年ぐ

らいをみておりますと、まだまだ試行錯誤段階

で、いろいろなやり方があるように思いますけれ

ども、そこをどう進めていくかについて、十分な

方向がみえているとは思いません。

そして、今後、そういった幼児教育センターや

アドバイザーが現職の研修の中心になっていきま

す。そうすると、養成段階においては、養成校が

当然ながら中心であるわけですので、養成と研修

と考えてみたときに、養成校と幼児教育センター

が車の両輪のように連携しながら進むということ

をイメージできるのですけれども、まだその体制

についてはほとんどみえていないように思いま

す。これもここにいらっしゃる方々を含めた養成

校の大きな課題に今なってきたのではないかと思

うのです。

教職課程の質保障

教員養成の問題について少し触れてまいりま

したけれども、目の前のこととしては、もちろん

課程申請の問題があり、それを何とかクリアする

ということなのですが、同時に、今後の課題がい

くつか整理されています。中教審答申に大体入っ

ていることを整理してあって、そのうちの幾つか

を少しずつ始めようとしています。要するに

教職課程の質保証をどうやっていくかというこ

とです。

課程申請で認められるというのは最低限の話

です。認められなければ養成できないのだから、

それはクリアしなければいけないのですけれど

も、課程申請でオーケーが出ればそれで100%い

いということではなくて、その上でより質の高い

養成課程にしなければいけないわけです。

当面、すぐにでも出てくることがあって、1つ

は情報公開を進めようということです。これは

大学全体において情報公開をもっと進めるとい

うことが提言されて、本年度、多分進んでいくと

思うのですけれども、教職課程においても情報公

開が進められます。情報公開と呼んでいるのは、

当たり前なのですけれども、例えば免許をとった

学生数とか、そのうちどのぐらいが実際に当該の

教職の現場に就職したのかとかといったことも

ろもろであるわけです。

もう1つは、各大学などにおける教職課程の組

織化の問題で、以前から教職センターなどをつ

くって、大学が小さくても大きくても一元的にそ

の質を管理できるようにしましょうということを

求めているわけでありますけれども、課程申請が

一段落したところでかなり強くそれを求めていく

だろうと思います。

その上で、学生のいわばキャリア発達というも

のを支援し、1年生から始めて2年間なり3年間な
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り4年間、そして卒業して、現場に行って、初任、

3年、5年、10年、そういう大きなそれぞれの人の

キャリア発達の支援というものをどう組織化す

るかということが出てくると思うのです。これ

は、例えば教職センターのようなところでそれぞ

れの学生の情報を一元的に管理して、学生の教職

にかかわる育ちの情報を集めながら、個別の授業

を通してどうするかということとともに、その学

生の学びをどう支援していくかを考えていくと

いう仕組みになるのだと思います。そのための

芽生え的な手立ては少しずつ提言されているの

で、それをどう進めていくかということが出てま

いります。それは必ずしも課程申請の中に入っ

ていないのですけれども、恐らくこれからのそう

長くない間でどのぐらいしっかりやっていくの

かが問われていくように思います。

さらに、教職課程の質保証において、教職課程

にかかわる教員の研修、こういう集まりや、それ

を何人かの方がこの種の学会や研修に出てくる

というだけではなくて、それぞれの養成校の中

で、いわゆるFD研修や、もっと日常的な授業実

践の改善をどう進めるか、どういう体制をつくっ

ていくかということが求められていくように思

います。

そういう意味で、教職課程というのは、普通の

大学の文学部やら何学部やらの教育とは違って、

実務家を育てる場ですから、そこに固有の授業の

あり方があり、それを改善していく仕組みをもた

なければいけないはずです。それは別に教職課

程固有ではもちろんなくて、教職課程の改革でも

1つのモデルになっているのが医学教育や看護師

の教育、薬剤師の教育などだと思うのですけれど

も、そういうところは以前から非常に実務的に

やっています。

それに比べれば、教職課程というのはそういっ

た完全な実務家養成と通常の意味での大学教育

の中間、両方の面をもちながらやっていると思う

のですけれども、そうはいっても、やはりそこに

学生の育成の問題が問われます。そして、その問

われた先において、教育委員会ごとに、あるいは、

つくばの教職員支援機構などにおいても、教員の

育成にかかわる指標づくりをやっているわけで

すが、現職におけるスタートラインの指標という

のは、養成校側でいえば卒業のときの指標でもあ

るわけです。

そのあたりについて、どの程度これから踏み込

んでいくのか。今回の教職課程の改革にはそこ

は間に合っていませんけれども、大学全体の改革

の中で、多分もう少し踏み込み始めていくのだろ

うと思います。例えば、国家試験を入れるか入れ

ないか、統一卒業試験を入れるか入れないか、入

れないにしても、ある種の資質・能力を規定して、

各養成校において責任をもってそれをチェック

する仕組みを入れるかどうかということがかな

り真剣に検討されると思います。特に保育士に

おいては、国家試験を入れるという話は20年前、

10年前からずっとくすぶっているみたいにして

ありまして、決して厚労省の一部はそれを捨てて

いませんので、いつ入るかわかりませんし、入ら

ないかもしれません。

一方で、教職課程は国家試験はしないという法

律的仕組みではあります。しかし、試験はしなく

ても、養成校が卒業時に責任をもった体制の中で

資質・能力の確認をするという仕組み、方向に向

けていることは確かでありますが、それをどう

やっていくかということが問われます。

養成校側の仕事として

最後に、本研究会の仕事としても、また養成校

の皆さん方のお仕事としても、幾つかのポイント

があるように思うのです。その1つが、きょう提

言もありましたけれども、5つの領域の指導法と

ともに、専門についてより明確な枠組みをつくる

必要はあるのかもしれないという問題です。教科

の専門というところから領域の専門に変えたわけ

でありますので、そこはまだ養成校における授業
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実践としても未知の部分です。もちろん、養成校

向けのいわゆるテキストをみれば、保育内容何と

かという形で書いてあって、そこには指導法とと

もにもう少し専門的な内容も書かれていると思い

ますので、そういうことの再吟味、再整理が必要

なのだと思います。そのあたりをどのように考え

ていくのか。

領域内容のかなり高度な専門性が大事である

わけですけれども、同時にそれが指導法とどのよ

うに有機的につながるのかということを含めて

検討していかなければいけないはずです。これ

について、これからの2年から3年ぐらいでめど

を立てられればいいなと1つ思っております。

2番目は、まだ十分手をつけていないのですけ

れども、保育士のほうはある程度始めているよう

に思いますが、実習の問題です。それから、実習の

あり方とともに、いわゆる学校インターンシップ

でありますが、それをどうやっていくか。だから、

教職課程の欄でいう教育実習の部分です。そこに

いわゆる教育実習とともに学校体験活動が含まれ

るわけですけれども、そこをどのように進めてい

くのか。それはどういう中身であるべきかという

こともありますし、また、養成校側の実習、指導体

制というのはどういう形にしていくのかというこ

とです。実習ですので、当然、実習指導担当者がい

ると思いますけれども、その実習指導担当者だけ

が実習指導すればいいわけではないので、養成課

程に属する全教員が協力しながらやるべきものに

なっておりますが、それはどういう形で実際に

やっているか。

もう1つの問題が、各園における指導の問題で

す。こちらについてはほとんど手がついていな

くて、でも保育士養成協議会のほうでは、これに

ついての研修を始めるということで、保育所団体

の研修などでも少しずつ実習の指導のあり方の

検討、また研修が始まっていると思うのですけれ

ども、これをどうやっていくのか。これについて

は、本当はもっと法令的な検討が必要だと私など

は思います。要するに、各園における実習指導担

当者というのはどういう資格なのか、どういう研

修を受けているのか、そこで指導するということ

は具体的には何を意味しているのか。また、養成

校の担当者がいるわけですけれども、こちらに園

の担当者がいて、協働して指導するというのが建

前ですが、それは具体的には何を意味しているの

か。現実には養成校の教員や養成校によって、

また各園や各園の担当者によって本当にあり方

はさまざまで、そのどれが正解というか、あるべ

き姿すらもわからないところがあります。

もちろん、両方ともが一生懸命かかわるべきで

あると、抽象的にいえば建前はそのとおりですけ

れども、それぞれが別な仕事を抱えている中でど

のぐらいのことができるのか。また、実習期間と

いうのはあの程度でいいのかなどがありまして、

特に諸外国と比べたときに、日本の小中などの教

職もそうなのですが、幼保の実習体制は、正直に

いえば貧弱だということになるのだと思います。

また、先ほど触れましたが、例えば看護師教育

に比べても、一桁レベルが低い、量的に低いと批

判されてもやむを得ないと思うのですが、これを

どうしていけばいいのかというのも10年先に延

ばすことは多分できないので、いろいろな形での

検討が必要だと思います。

最後に一言いって終わりにいたします。養成

校の教員の専門的あり方とは何かということな

のですけれども、先ほど触れた領域ごとの専門と

は何なのかということにも連動いたしますが、

そもそも私のこのコメント的なお話全体がそう

ですが、一方で幼児教育現場、保育現場に詳しく

なければおかしいでしょう、教職課程なりなんな

りという指導のあり方にも詳しくなければいけ

ないでしょうということをいいました。

しかし、同時に学問背景があるわけです。領域

の専門ということは、現場での指導法を超えて、

背景としての学問的な知見とのつながりという面

に入っていくことでもあります。各養成校の教員
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の皆さんが現場に詳しい、そこに役立つような形

で指導していく養成校における指導のあり方も経

験がある。さらに、その幾つかの授業の背景にあ

る学問的な背景での専門家であり研究者でもある

かもしれません。そういう意味で、養成校におけ

る教員の専門性とは何かということが恐らくもう

一度問われる必要があって、これは抽象的な議論

だけでは済まないわけです。

何をいいたいかといえば、特に大手の大学など

で感じますけれども、養成課程に携わる教員の

採用はどういう基準で行うのか、昇進はどういう

基準で行うのか、そこでの評価というのはどうい

う意味での研究業績を求め、あるいは教育業績を

求めるのか。実務家教員を一定数入れるという

要望はいろいろ出ておりますが、そこでいう実務

家教員というものは、もちろん何年か実務に携

わったという意味ですが、それを超えてどういう

業績なり資格なり経験なりをもっていなければ

ならないのかについて、いずれ文科省や厚労省が

決めるのかもしれませんが、そういうこととは別

に、養成校自体、養成課程のあり方の中から、また

それぞれの大学の独自性もあると思いますが、

そういうことの中で考えるべき事柄でもあると

思っております。
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運
営
の
基
準
」
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
認
定
の
仕
方
も
要
件
も
異
な
る
の
で
、
幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
を
も
つ
大
学
・
短
大
が
、
指
定
保
育

士
養
成
施
設
と
し
て
保
育
士
養
成
課
程
を
開
講
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
等
に
規
定
す
る
内
容
に
留
意
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て

い
く
必
要
が
あ

る
。 た
だ
し
、
幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
と
保
育
士
養
成
課
程
は
、
い
ず
れ
も
就
学
前
の
幼
児
を
対
象
と
し
て
教
育
及
び
保
育
を
行
う
人
材
を
養
成
す
る
観
点
か
ら
、

そ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
共
通
に
開
設
で
き
る

科
目
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
を
開
講
す
る
に
当
た
っ
て
は

、
以
下
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
る
。
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（
１
）
「
教
職
課

程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

」
と
「
保
育
士
養
成
課
程
を
構
成
す

る
各
教
科
目

の
目
標
及
び
教
授

内
容
」
の

両
方
の
内
容
を
踏
ま
え

て
シ
ラ
バ
ス
を
作

成 教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、「

教
育
職
員
免
許
法
及
び
同
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
全
国
す
べ
て
の

大
学
の
教
職
課
程
で
共
通
的
に
修
得
す
べ
き
資
質
能
力

を
示
す
も

の
」
で
あ
り
、
「
各
大
学
に
お
い
て
は
、
教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
定
め
る
内
容
を
学
生
に
修
得
さ
せ
た
う
え
で
、
こ
れ
に
加
え
て
、
地
域
や
学

校
現
場
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
内
容
や
、
大
学
の
自
主
性
や
独
自
性
を
発
揮
し
た
教
育
内
容
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
と
「
教
職
課
程
コ
ア
カ

リ
キ
ュ
ラ

ム
作
成
の
考
え
方
」
に
お
い
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「

教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
各
科
目
に
示
す
「
一
般
目
標
」
は
当
該
科
目
を
履
修
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
学
生
が
習
得
す
る
資
質
能
力
を
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
到
達
目
標
」
は
学
生
が
一
般
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
達
成
す

べ
き
個
々

の
規
準
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
「
一
般
目
標
」
も
「
到
達
目
標
」
も
多
様
な
内
容
を
含
み
う
る
文
言
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、「

保
育
士
養
成
課
程
を
構
成
す
る
各
教
科
目
の
目
標
及
び
教
授
内
容
」
は
、「

指
定
保
育
士
養
成
施
設
の
指
定

及
び
運
営
の
基
準
」
に
定
め
る
指
定
保
育

士
養
成
施

設
（
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
等
）
に
お
い
て
、
必
ず
開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
科
目
と
、
そ
の
各
教
科
目
の
目
標

と
そ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の

「
教
授
内
容
」
を
示
し
て
い
る
。

幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
の
科
目
を
保
育

士
養
成
課
程
の
教
科
目
と
し
て
共
通
に
開
講
す
る
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
の
科
目
を
規
定
す
る

「
教
職
課

程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
保
育
士
養
成
課
程
の
教
科
目
を
規
定
す
る
「
保
育
士
養
成
課
程
を
構
成
す
る
各
教
科
目
の
目
標
及
び
教
授
内
容
」
の
ベ
ー

ス
と
す
る

考
え
方
が
異
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
や
含
む
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
両
方
を
含
む
よ
う
に
シ
ラ
バ
ス

の
記
載
内
容

を
工
夫
す
る
必

要
が

あ
る
。
そ
の
際
、
文
言
等
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
意
味
は
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を

生
か
し
た

シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

な
お
、
厚
生
労
働
省
の
保
育
士
養
成
課
程
等
検
討
会
で
は
、
平
成

年
度
実
施
の
保
育
所
保
育
指
針
改

定
の
趣
旨
に
沿
っ
て
教
科
目
と
そ
の
目
標
及
び
教
授
内

容
等
を
検
討
し
、
平
成

年
月

日
に
そ
の
検
討
結
果
を
報
告
し
、
こ
れ

を
受
け
て
、
平
成

年
月

日
付

で
関
係
告
示
、
省
令
、
通
知
が
改
正
さ
れ

た
。
本
稿
で
は
、
養
成
科
目
を
構
成
す
る
各
教
科
目
の

目
標
及
び
教
授
内
容
（

平
成

年
４
月

日
付
け
子
発

第
３
号
子
ど
も
家
庭
局
長
通
知
に
よ
り
一

部
改
正
後
の
「
指
定
保
育
士
養
成
施
設
の
指
定
及
び
運
営
の
基
準
に
つ
い
て
」
）
に
沿
っ
て
検
討
し
て
い
る
。
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（
１
）
「
教
職
課

程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

」
と
「
保
育
士
養
成
課
程
を
構
成
す

る
各
教
科
目

の
目
標
及
び
教
授

内
容
」
の

両
方
の
内
容
を
踏
ま
え

て
シ
ラ
バ
ス
を
作

成 教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、「

教
育
職
員
免
許
法
及
び
同
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
全
国
す
べ
て
の

大
学
の
教
職
課
程
で
共
通
的
に
修
得
す
べ
き
資
質
能
力

を
示
す
も
の
」
で
あ
り
、
「
各
大
学
に
お

い
て
は
、
教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
定
め
る
内
容
を
学
生
に
修
得
さ
せ
た
う
え
で
、
こ
れ
に
加
え
て
、
地
域
や
学

校
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
内
容
や
、
大
学
の
自
主
性
や
独
自
性
を
発
揮
し
た
教
育
内
容
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
と
「
教
職
課
程
コ
ア
カ

リ
キ
ュ
ラ

ム
作
成
の
考
え
方
」
に
お
い
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「

教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
各
科
目
に
示
す
「
一
般
目
標
」
は
当
該
科
目
を
履
修
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
学
生
が
習
得
す
る
資
質
能
力
を
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
到
達
目
標
」
は
学
生
が
一
般
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
達
成
す

べ
き
個
々

の
規
準
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
「
一
般
目
標
」
も
「
到
達
目
標
」
も
多
様
な
内
容
を
含
み
う
る
文
言
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、「

保
育
士
養
成
課
程
を
構
成
す
る
各
教
科
目
の
目
標
及
び
教
授
内
容
」
は
、「

指
定
保
育
士
養
成
施
設
の
指
定

及
び
運
営
の
基
準
」
に
定
め
る
指
定
保
育

士
養
成
施

設
（
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
等
）
に
お
い
て
、
必
ず
開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
科
目
と
、
そ
の
各
教
科
目
の
目
標

と
そ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の

「
教
授
内
容
」
を
示
し
て
い
る
。

幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
の
科
目
を
保
育

士
養
成
課
程
の
教
科
目
と
し
て
共
通
に
開
講
す
る
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
の
科
目
を
規
定
す
る

「
教
職
課

程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
保
育
士
養
成
課
程
の
教
科
目
を
規
定
す
る
「
保
育
士
養
成
課
程
を
構
成
す
る
各
教
科
目
の
目
標
及
び
教
授
内
容
」
の
ベ
ー

ス
と
す
る

考
え
方
が
異
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
や
含
む
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
両
方
を
含
む
よ
う
に
シ
ラ
バ
ス

の
記
載
内
容

を
工
夫
す
る
必

要
が

あ
る
。
そ
の
際
、
文
言
等
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
意
味
は
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を

生
か
し
た

シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

な
お
、
厚
生
労
働
省
の
保
育
士
養
成
課
程
等
検
討
会
で
は
、
平
成

年
度
実
施
の
保
育
所
保
育
指
針
改

定
の
趣
旨
に
沿
っ
て
教
科
目
と
そ
の
目
標
及
び
教
授
内

容
等
を
検
討
し
、
平
成

年
月

日
に
そ
の
検
討
結
果
を
報
告
し
、
こ
れ

を
受
け
て
、
平
成

年
月

日
付

で
関
係
告
示
、
省
令
、
通
知
が
改
正
さ
れ

た
。
本
稿
で
は
、
養
成
科
目
を
構
成
す
る
各
教
科
目
の

目
標
及
び
教
授
内
容
（

平
成

年
４
月

日
付
け
子
発

第
３
号
子
ど
も
家
庭
局
長
通
知
に
よ
り
一

部
改
正
後
の
「
指
定
保
育
士
養
成
施
設
の
指
定
及
び
運
営
の
基
準
に
つ
い
て
」
）
に
沿
っ
て
検
討
し
て
い
る
。

（
２
）
「
教
職
課

程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

」
の
科
目
担
当
者
の
研
究
業
績
の
審

査

「
教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

」
の

科
目
担
当
者
を
含
む
、
幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
の
授
業
科
目
の
担
当
教
員
は
、
担
当
す
る
授
業
科
目
に
関
連
し
た
分
野

の
業
績
及

び
実
績
を
有
し
、
当
該
科
目
を
担
当
す
る
に
十
分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。（
「
教
職
課
程
認
定

申
請
の
手
引
き
」
の
「
審
査
事

項
・
観
点
」
よ

り
）
。
保

育
士
養

成
課
程
に
つ
い
て
は
、
「
指
定
保
育
士
養
成
施
設

の
指
定
及
び
運
営
の
基
準
に
つ
い
て
」
の
教
職
員
組
織
及
び
教
員
の
資
格
等

を

参
照
の
こ

と
。

（
３
）
「
指
定
保

育
士
養
成
施
設
の
指
定

及
び
運
営
の
基
準
に

つ
い

て
」
で

指
定
す
る

講
義

と
演
習
の
規
定

「
指
定
保

育
士

養
成

施
設
の
指
定
及
び
運
営
の
基
準
に
つ
い
て
」
の
教
育
課
程
で
は
、

各
教
科
目
に
つ
い
て
、
講
義
と
演
習
、
単
位
数
を
規
定
し
て
い
る
の

で
、
シ
ラ

バ
ス
作
成
の
際
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
担
当
者
及

び
シ
ラ
バ
ス
作
成
時
の

留
意
事
項

「
幼
稚
園

教
諭

養
成

課
程
と
保
育
士
養
成
課
程
を
併
設
す
る
際
の
授
業
担
当
者
及
び
シ
ラ
バ
ス
作
成
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
」
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、「

教
職
課

程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
は
、
全
国
す

べ
て
の
大
学
の
教
職
課
程
で
共
通
的
に
習
得

す
べ
き
資
質
能
力
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
、
そ
れ
を
基
軸
に
保
育
士
養
成

課
程
の
教
科
目

の
内

容
を

重
ね

、
「
教

職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い

な
い
も
の
を
明
確
に
し
て
、
下
線
を
引
き
、
シ
ラ
バ
ス
作
成
時
に
留
意
を

す
る
よ
う
に
示
し
た
。

★
保
育
士
養
成
課
程
の
各
教
科
目
に
引

い
て
あ
る
下
線

は
、
個
別
の
文
言
の
違
い
を
挙
げ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
の
制
度
上
・
性
質
上
の
違

い
か
ら
、

保
育
士
養
成
課
程
に
は
あ
り

教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
な
い
考
え
方
で
あ
る
。
共
通
の
科
目
と
し
て
開
設
す
る
場
合
に
は
必
ず
含
む
べ
き
事

項
に
つ
い

て
下
線
を
引
い
て
い
る
。
一
方
、
保
育
士
養
成
課
程
に
は
あ
り
教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
文
言
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
理
念
上
含
ま

れ
て
い
る

内
容
に
つ
い
て
は
、
下
線
で
は
な
く
シ
ラ
バ
ス
作
成
時
の
留
意
事
項
と
し
て
示
し
て
い
る
。

★
一
方
、
幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
の
う

ち
、

教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
保
育
教
諭
養
成
課
程
研
究
会
が

モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

提
案
し
た
「
領

域
に
関
す
る
専
門
的
事
項
」

及
び
「
保
育
内
容
の
指
導
法
」
の
う
ち
科
目
「
保
育
内
容
総
論
」
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
参
考
例
と
し
て
そ
の
考
え

方
を
示
し

て
い
る
。

★
幼
稚
園
教
諭

養
成

課
程

の
シ

ラ
バ
ス

作
成

や
、
教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
違
い
に
つ
い
て
は
、

文
部
科
学
省
「
幼
児
期
の
教
育
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内
容
等
深
化
・
充
実
調
査
研
究
委
託
」
保
育
教
諭
養
成
課
程
研
究
会
（
著
）「

平
成

年
度
幼
稚
園
教
諭
の
養
成
課
程
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
に
向
け

た
調
査
研

究
」
（

年
月
）
（

）
及
び
保
育
教
諭
養
成
課
程
研
究
会

著
「
幼
稚

園
教
諭
養
成
課
程
を
ど
う
構
築
す
る
か
～
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
提
案
」
（

年
月

萌
文
書
林
）
参
照
の
こ
と
。
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内
容
等
深
化
・
充
実
調
査
研
究
委
託
」
保
育
教
諭
養
成
課
程
研
究
会
（
著
）「

平
成

年
度
幼
稚
園
教
諭
の
養
成
課
程
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
に
向
け

た
調
査
研

究
」
（

年
月
）
（

）
及
び
保
育
教
諭
養
成
課
程
研
究
会

著
「
幼
稚

園
教
諭
養

成
課
程
を
ど
う
構
築
す
る
か
～
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
提
案
」
（

年
月

萌
文
書
林
）
参
照
の
こ
と
。

Ｎ
ｏ

１
．
「

教
育
の

理
念

並
び

に
教

育
に

関
す
る

歴
史
及
び

思
想

」
と

「
教

育
原
理

」

教
職

課
程

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

保
育
士
養

成
課

程
を

構
成

す
る

各
教

科
目

の
目

標
及

び
教

授
内

容

各
科
目
に

含
め
る

こ

と
が
必
要

な
事
項

教
育

の
理

念
並

び
に
教
育

に
関
す

る
歴
史

及
び
思

想
科

目
名

教
育

原
理

（
講

義
・

２
単

位
）

一
般
目
標

（
１

）
教

育
の

基
本

的
概

念

教
育

の
基

本
的

概
念

を
身

に
付
け

る
と
と

も
に
、

教
育
を

成
り

立
た

せ
る

諸
要

因
と

そ
れ

ら
相
互

の
関
係

を
理
解

す
る

（
２

）
教

育
に

関
す

る
歴

史

教
育

の
歴

史
に

関
す

る
基

礎
的
知

識
を
身

に
付
け

、
そ
れ

ら
と

多
様

な
教

育
の

理
念

と
の

関
わ
り

や
過
去

か
ら
現

代
に
至

る
ま

で
の

教
育

及
び

学
校

の
変

遷
を
理

解
す
る

。

（
３

）
教

育
に

関
す

る
思

想

教
育

に
関

す
る

様
々

な
思

想
、
そ

れ
ら
と

多
様
な

教
育
の

理
念

や
実

際
の

教
育

及
び

学
校

と
の
関

わ
り
を

理
解
し

て
い
る

目
標

１
．

教
育

の
意

義
、

目
的

及
び

子
ど

も
家

庭
福

祉
等

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解

す
る
。

２
．

教
育

の
思

想
と

歴
史

的
変

遷
に

つ
い

て
学

び
、

教
育

に
関

す
る

基
礎

的
な

理

論
に
つ

い
て

理
解

す
る

。

３
．
教
育

の
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

４
．
教
育

実
践

の
様

々
な

取
り

組
み

に
つ

い
て

理
解

す
る

５
．
生
涯

学
習

社
会

に
お

け
る

教
育

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

到
達

目
標

内
容

（
１
）

教
育
の
基

本
的

概
念

１
）

教
育

学
の
諸

概
念

並
び

に
教

育
の

本
質

及
び

目
標
を

理
解
し

て
い
る

。

２
）
子

供
・
教
員
・
家

庭
・
学

校
な

ど
教

育
を

成
り

立
た

せ
る
要

素
と
そ

れ
ら
の

相
互
関

係

を
理
解
し

て
い

る
。

（
２
）

教
育
に
関

す
る

歴
史

１
）

家
族
と

社
会

に
よ

る
教

育
の

歴
史

を
理

解
し

て
い

る
。

２
）

近
代
教

育
制

度
の

成
立

と
展

開
を

理
解

し
て

い
る

。

３
）

現
代
社

会
に

お
け

る
教

育
課

題
を

歴
史

的
な
視
点

か
ら
理

解
し
て

い
る
。

（
３
）

教
育
に
関

す
る

思
想

１
）

家
庭
や

子
供

に
関

わ
る

教
育

の
思

想
を

理
解

し
て

い
る
。

２
）

学
校
や

学
習

に
関

わ
る

教
育

の
思

想
を

理
解

し
て

い
る
。

３
）

代
表
的

な
教

育
家

の
思

想
を

理
解

し
て

い
る

。

１
．
教
育

の
意
義

、
目

的
及

び
子

ど
も

家
庭

福
祉

等
と

の
関

連
性

（
１
）

教
育
の
意

義

（
２
）

教
育
の
目

的

（
３
）

乳
幼
児
期

の
教

育
の

特
性

（
４
）

教
育
と
子

ど
も

家
庭

福
祉

の
関

連
性

（
５
）

人
間
形
成

と
家

庭
・

地
域

・
社

会
等

と
の

関
連

性

２
．
教
育

の
思
想

と
歴

史
的

変
遷

（
１
）

諸
外
国
の

教
育
の

思
想

と
歴

史

（
２
）

日
本
の
教

育
の
思

想
と

歴
史

（
３
）

子
ど
も
観

と
教
育

観
の

変
遷

３
．
教
育

の
制
度

（
１
）

教
育
制
度

の
基

礎
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（
２
）

教
育
法
規

・
教

育
行

政
の

基
礎

（
３
）

諸
外
国
の

教
育

制
度

４
．
教
育

の
実
践

（
１
）

教
育
実
践

の
基

礎
理

論
（

内
容

・
方

法
・

計
画

と
評

価
）

（
２
）

教
育
実
践

の
多

様
な

取
り

組
み

５
．
生
涯

学
習
社

会
に

お
け

る
教

育
の

現
状

と
課

題

（
１
）

生
涯
学
習

社
会

と
教

育

（
２
）

現
代
の
教

育
課

題

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・
教
職

課
程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の
「

教
育

の
理

念
並
び
に

教
育

に
関
す

る
歴
史

及
び
思

想
」
の

科
目
と

保
育
士

養
成
課

程
の
「

教
育

原
理

」
を

両
課

程
に

共
通

す
る

科
目

と
し

て
開

講
す

る

際
に
は
、

下
線
部

分
に

配
慮

し
て

シ
ラ

バ
ス

を
作

成
す
る

こ
と
。
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（
２
）

教
育
法
規

・
教

育
行

政
の

基
礎

（
３
）

諸
外
国
の

教
育

制
度

４
．

教
育

の
実
践

（
１
）

教
育
実
践

の
基

礎
理

論
（

内
容

・
方

法
・

計
画

と
評

価
）

（
２
）

教
育
実
践

の
多

様
な

取
り

組
み

５
．

生
涯

学
習
社

会
に
お

け
る

教
育

の
現

状
と

課
題

（
１
）

生
涯
学
習

社
会

と
教

育

（
２
）

現
代
の
教

育
課

題

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・
教
職

課
程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の
「

教
育

の
理

念
並
び
に

教
育

に
関
す

る
歴
史

及
び
思

想
」
の

科
目
と

保
育
士

養
成
課

程
の
「

教
育

原
理

」
を
両

課
程

に
共

通
す

る
科

目
と

し
て

開
講

す
る

際
に
は
、

下
線
部

分
に

配
慮

し
て

シ
ラ

バ
ス

を
作

成
す
る

こ
と
。

Ｎ
ｏ

．
２

教
職

の
意
義

及
び

教
員

の
役
割

・
職

務
内

容
（
チ

ー
ム

学
校

運
営

へ
の

対
応

を
含
む

）
」

と
「

保
育
者

論
」

教
職

課
程

コ
ア

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

保
育
士

養
成

課
程
を
構
成
す
る
各
教
科
目
の
目
標
及
び
教
授
内
容

各
科
目
に

含
め
る

こ

と
が
必
要

な
事
項

教
職

の
意

義
及
び

教
員
の

役
割
・

職
務
内

容

（
チ

ー
ム

学
校
運

営
へ
の

対
応
を

含
む

。）
科

目
名

保
育

者
論

（
講

義
：

単
位

）

一
般
目
標

１
．

我
が

国
の

今
日

の
学

校
教
育

や
教
職

の
社
会

的
意
義

を
理
解

す
る
。

２
．
教

育
の

動
向

を
踏

ま
え
、
今

日
の
教

員
に
求

め
ら
れ

る
役
割

や
資
質

能

力
を

理
解

す
る

。

３
．
教

員
の

職
務

内
容

の
全
体
像

や
教
員

に
課
せ

ら
れ
る

服
務
上
・
身
分

上

の
義

務
を

理
解

す
る

。

４
．
学

校
の

役
割

が
拡

大
・
多
様

化
す
る

中
で

、
学
校

が
内
外
の

専
門
家

等

と
連

携
・

分
担

し
て

対
応
す

る
必
要

性
に
つ

い
て
理

解
す
る

。

目
標

１
．

保
育

者
の

役
割

と
倫

理
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

２
．

保
育

士
の

制
度

的
な

位
置

づ
け

を
理

解
す

る
。

３
．

保
育

士
の

専
門

性
に

つ
い

て
考

察
し

、
理

解
す

る
。

４
．
保

育
者

の
連

携
・

協
働

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

５
．

保
育

者
の

資
質

向
上

と
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

到
達

目
標

内
容

（
１
）

教
職
の
意

義

１
）

公
教

育
の

目
的

と
そ

の
担

い
手

で
あ

る
教

員
の
存
在

意
義
を

理
解
し

て
い
る

。

２
）

進
路

選
択

に
向

け
、

他
の

職
業

と
の

比
較

を
通

し
て

、
教

職
の

職
業

的
特

徴
を

理
解

し
て

い

る
。

（
２
）

教
員
の
役

割

１
）

教
職

観
の

変
遷

を
踏

ま
え

、
今

日
の

教
員

に
求
め
ら

れ
る
役

割
を
理

解
し
て

い
る
。

２
）

今
日

の
教

員
に

求
め

ら
れ

る
基

礎
的

な
資

質
能
力
を

理
解
し

て
い
る

。

（
３
）

教
員
の
職

務
内

容

１
）

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
へ

の
指

導
及

び
指

導
以
外
の

校
務
を

含
め
た

教
員
の

職
務
の

全
体

像
を
理
解

し
て

い
る

。

２
）

教
員

研
修

の
意

義
及

び
制

度
上

の
位

置
付

け
並
び
に

専
門
職

と
し
て

適
切
に

職
務
を

遂
行

１
．
保
育

者
の

役
割

と
倫

理

（
１
）

役
割

・
職

務
内

容

（
２
）

倫
理

２
．
保
育

士
の
制

度
的

位
置

付
け

（
１
）

児
童
福

祉
法

に
お

け
る

保
育

士
の

定
義

（
２
）

資
格
・

要
件

（
３
）

欠
格
事

由
、

信
用

失
墜

行
為

及
び

秘
密

保
持

義
務

等

３
．
保
育

士
の

専
門

性

（
１
）

保
育
士

の
資

質
・

能
力

（
２
）

養
護
及

び
教

育
の

一
体

的
展

開

（
３
）

家
庭
と

の
連

携
と

保
護

者
に

対
す

る
支

援

保育教諭養成課程研究　第4号（2018）

– 56 – – 57 –



す
る
た
め

生
涯

に
わ

た
っ

て
学

び
続

け
る

こ
と
の

必
要
性

を
理
解

し
て
い

る
。

３
）

教
員

に
課

せ
ら

れ
る

服
務

上
・

身
分

上
の

義
務
及
び

身
分
保

障
を
理

解
し
て

い
る
。

（
４
）

チ
ー
ム
学

校
運

営
へ

の
対

応

１
）

校
内

の
教

職
員

や
多

様
な

専
門

性
を

持
つ

人
材
と
効

果
的
に

連
携
・

分
担
し

、
チ
ー

ム
と

し
て
組
織

的
に

諸
課

題
に

対
応

す
る

頃
の

重
要
性

を
理
解

し
て
い

る
。

（
４
）

計
画
に

基
づ

く
保

育
の

実
践

と
省

察
・

評
価

（
５
）

保
育

の
質

の
向

上

４
．
保
育

者
の

連
携

・
協

働

（
１
）

保
育

に
お

け
る

職
員

間
の

連
携

・
協

働

（
２
）

専
門

職
間

及
び

専
門

機
関

と
の

連
携

・
協

働

（
３
）

地
域
に

お
け

る
自

治
体

や
関

係
機

関
等

と
の

連
携

・
協

働

５
．
保
育

者
の

資
質

向
上

と
キ

ャ
リ

ア
形

成

（
１
）

資
質
向

上
に

関
す

る
組

織
的

取
組

（
２
）

保
育
者

の
専

門
性

の
向

上
と

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
意

義

（
３
）

組
織
と

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

シ
ラ

バ
ス
作

成
時
の

留
意
事

項

・
教

職
課
程

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
「

教
職

の
意

義
及

び
教
員
の

役
割
・
職
務

内
容
（

チ
ー
ム
学

校
運
営

へ
の
対

応
を
含

む
。
）」

の
科

目
と

、
保

育
士

養
成

課
程

の
「

保
育

者
論

」
を

両
課

程

に
共
通
す

る
科
目

と
し

て
開

講
す

る
際

に
は

、
下

線
部
分

に
配
慮

し
て
シ

ラ
バ
ス

を
作
成

す
る
こ

と
。

・
「
保

育
者
」

と
い
う

用
語

は
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム
の

「
教
員

」
よ
り

広
い
概

念
と
し

て
一
般

的
に

使
わ
れ

て
い

る
。

幼
稚

園
教

員
を

含
む

も
の

で
あ

る
。

・
「
保

育
者
」

に
は
「

幼
稚

園
教

諭
」

も
含

ま
れ

る
が

、「
幼
稚

園
教
諭

」
に
「

保
育
士

」
は
含

ま
れ
な

い
の
で

、
シ
ラ

バ
ス

作
成

の
際

は
留

意
が

必
要

で
あ

る
。
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す
る
た
め

生
涯

に
わ

た
っ

て
学

び
続

け
る

こ
と
の

必
要
性

を
理
解

し
て
い

る
。

３
）

教
員

に
課

せ
ら

れ
る

服
務

上
・

身
分

上
の

義
務
及
び

身
分
保

障
を
理

解
し
て

い
る
。

（
４
）

チ
ー
ム
学

校
運

営
へ

の
対

応

１
）

校
内

の
教

職
員

や
多

様
な

専
門

性
を

持
つ

人
材
と
効

果
的
に

連
携
・

分
担
し

、
チ
ー

ム
と

し
て
組
織

的
に

諸
課

題
に

対
応

す
る

頃
の

重
要
性

を
理
解

し
て
い

る
。

（
４
）

計
画
に

基
づ

く
保

育
の

実
践

と
省

察
・

評
価

（
５
）

保
育

の
質

の
向

上

４
．

保
育

者
の

連
携

・
協

働

（
１
）

保
育
に

お
け

る
職

員
間

の
連

携
・

協
働

（
２
）

専
門
職

間
及

び
専

門
機

関
と

の
連

携
・

協
働

（
３
）

地
域
に

お
け

る
自

治
体

や
関

係
機

関
等

と
の

連
携

・
協

働

５
．

保
育

者
の

資
質

向
上

と
キ

ャ
リ

ア
形

成

（
１
）

資
質
向

上
に

関
す

る
組

織
的

取
組

（
２
）

保
育
者

の
専

門
性

の
向

上
と

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
意

義

（
３
）

組
織
と

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

シ
ラ

バ
ス
作

成
時
の

留
意
事

項

・
教

職
課
程

コ
ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の
「

教
職

の
意

義
及

び
教
員
の

役
割
・
職
務

内
容
（

チ
ー
ム
学

校
運
営

へ
の
対

応
を
含

む
。
）」

の
科

目
と

、
保

育
士

養
成

課
程

の
「

保
育

者
論

」
を

両
課

程

に
共
通
す

る
科
目

と
し

て
開

講
す

る
際

に
は

、
下

線
部
分

に
配
慮

し
て
シ

ラ
バ
ス

を
作
成

す
る
こ

と
。

・
「
保

育
者
」

と
い

う
用

語
は

教
職

課
程

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
の

「
教
員

」
よ
り

広
い
概

念
と
し

て
一
般

的
に

使
わ
れ

て
い

る
。

幼
稚

園
教

員
を

含
む

も
の

で
あ

る
。

・
「
保

育
者
」

に
は

「
幼

稚
園

教
諭

」
も

含
ま

れ
る

が
、「

幼
稚

園
教
諭

」
に
「

保
育
士

」
は
含

ま
れ
な

い
の
で

、
シ
ラ

バ
ス

作
成

の
際

は
留

意
が

必
要

で
あ

る
。

Ｎ
ｏ
．

３
教

育
課
程

の
意

義
及

び
編

成
の

方
法
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

を
含
む
）
」
と
「

保
育
の

計
画
と

評
価
」

幼
稚

園
教

諭
養

成
課

程
保

育
士
養

成
課

程
を
構
成
す
る
各
教
科
目
の
目
標
及
び
教
授
内
容

各
科
目
に

含
め
る

こ

と
が
必
要

な
事
項

教
育

課
程

の
意
義

及
び
編

成
の
方

法

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を
含

む
。
）

科
目
名

保
育
の
計

画
と
評

価
（

講
義

：
単

位
）

一
般
目
標

１
．

学
校

教
育

に
お

い
て

教
育
課

程
が
有

す
る
役

割
・
機

能
・

意
義

を
理

解
す

る
。

２
．

教
育

課
程

編
成

の
基

本
原
理

及
び
学

校
の

教
育
実

践
に
即

し
た

教
育

課
程

編
成

の
方

法
を
理

解
す
る

。

３
．

教
科

・
領

域
・

学
年
を
ま
た

い
で
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

を
把
握

し
、

学
校

教
育

課
程

全
体
を
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

す
る
こ

と

の
意

義
を

理
解

す
る

。

目
標

１
．
保
育

の
内
容

の
充

実
と

質
の

向
上

に
資

す
る

保
育

の
計

画
及

び
評

価
に

つ
い

て

理
解

す
る

。

２
．

全
体

的
な

計
画

と
指

導
計

画
の

作
成

に
つ

い
て

、
そ

の
意

義
と

方
法

を
理

解
す

る
。

３
．
子
ど

も
の
理

解
に

基
づ

く
保

育
の

過
程

計
画

・
実

践
・

記
録

・
省

察
・

評
価

・

改
善

に
つ

い
て

、
そ

の
全

体
構

造
を

捉
え

、
理

解
す

る
。

到
達

目
標

内
容

（
１
）

教
育
課
程

の
意

義

１
）
学

習
指
導

要
領
・
幼

稚
園

教
育

要
領

の
性

格
及
び
位

置
付
け

並
び
に

教
育
課

程
編

成
の
目
的

を
理

解
し

て
い

る
。

２
）
学

習
指
導

要
領
・
幼

稚
園

教
育

要
領

の
改

訂
の
変
遷

及
び
主

な
改
訂

内
容
並

び
に

そ
の
社
会

的
背

景
を

理
解

し
て

い
る

。

３
）

教
育

課
程

が
社

会
に

お
い

て
果

た
し

て
い

る
役
割
や

機
能
を

理
解
し

て
い
る

。

（
２
）

教
育
課
程

の
編

成
の

方
法

１
）

教
育

課
程

編
成

の
基

本
原

理
を

理
解

し
て

い
る
。

２
）
教

科
・
領
域

を
横

断
し

て
救

育
内

容
を

選
択
・
配

列
す
る
方

法
を
例

示
す
る

こ
と

が
で
き
る

。

３
）
単
元
・
学

期
・
学

年
を

ま
た

い
だ

長
期

的
な

視
野
か

ら
、
ま

た
幼
児
、
児
童
及

び

１
．
保
育

の
計
画

と
評
価

の
基

本

（
１
）

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の

基
礎

理
論

（
２
）

保
育
に
お

け
る
計

画
と

評
価

の
意

義

（
３
）

子
ど
も
の

理
解
に

基
づ

く
保

育
の

過
程

計
画

・
実

践
・

記
録

・
省

察
・

評
価

・
改

善
の

循
環
に

よ
る

保
育

の
質

の
向

上

２
．
保
育

所
に
お

け
る
保

育
の

計
画

（
１
）

保
育
所
保

育
指
針

、
幼

稚
園

教
育

要
領

、
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど

も
園

教
育

・
保

育
要

領
の
内
容

及
び
社

会
的

背
景

（
２
）

保
育
所
保

育
指
針

に
お

け
る

保
育

の
目

標
と

計
画

の
基

本
的

考
え

方

（
３
）

全
体
的
な

計
画
と

指
導

計
画

の
関

係
性

（
４
）

全
体
的
な

計
画
の

作
成
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生
徒
や
学

校
・
地

域
の

実
態

を
踏

ま
え

て
教

育
課

程
や
指

導
計
画

を
検
討

す
る
こ

と
の
重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

（
３
）

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

１
）
学

習
指
導

要
領

に
規

定
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
の
意

義
や
重

要
性

を
理
解
し

て
い

る
。

２
）

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
評

価
の

基
礎

的
な

考
え

方
を

理
解
し

て
い
る

。

（
５
）

指
導
計
画

長
期

的
・

短
期

的
の

作
成

（
６
）

指
導
計
画

作
成
上

の
留

意
事

項

（
７
）

計
画
に
基

づ
く
保

育
の

柔
軟

な
展

開

３
．
保
育

所
に
お

け
る
保

育
の

評
価

（
１
）

保
育
の
記

録
及
び

省
察

（
２
）

保
育
士
及

び
保
育

所
の

自
己

評
価

（
３
）

保
育
の
質

向
上
に

向
け

た
改

善
の

取
組

（
４
）

生
活
と
発

達
の
連

続
性

を
踏

ま
え

た
保

育
所

児
童

保
育

要
録

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・
教
職
課

程
コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
「

教
育

課
程

の
意
義

及
び
編

成
の
方

法
（
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
・

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

を
含
む

。
）」

の
科

目
と

保
育

士
養

成
課

程
の

「
保

育
の

計
画

と
評

価
」

を

両
課
程
に

共
通
す

る
科

目
と

し
て

開
講

す
る

際
に

は
、
下

線
部
分

に
配
慮

し
て
シ

ラ
バ
ス

を
作
成

す
る
こ

と
。

・
教
職
課

程
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
は

、
学

校
教

育
に

お
け
る

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

の
基
礎

的
事
項

を
学
ぶ

観
点
か

ら
内
容

構
成
が

さ
れ

て
い

る
。

・
科
目
の

名
称
に

つ
い

て
、

幼
稚

園
教

諭
養

成
課

程
は
「

教
育
課

程
」
「
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
」
等
の

名
称
を

含
め
る

必
要
が

あ
る

（
科

目
名

称
例

は
「

教
職

課
程

認
定

申
請

の
手

引
き

」
に

記
載

さ
れ
て
い

る
）
。

両
者

共
通

の
科

目
と

し
て

設
定

す
る
際

は
、
保

育
士
養

成
課
程

に
お
い

て
は

、
「
計

画
と
評

価
」
と

「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」

の
考

え
方

や
意

味
は

近
い

の
で

、
例

え
ば

「
保

育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

論
」

な
ど

が
考

え
ら

れ
る

。
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生
徒
や
学

校
・
地

域
の

実
態

を
踏

ま
え

て
教

育
課

程
や
指

導
計
画

を
検
討

す
る
こ

と
の
重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

（
３
）

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

１
）
学

習
指
導

要
領

に
規

定
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
の
意

義
や
重

要
性

を
理
解
し

て
い

る
。

２
）

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

の
基

礎
的

な
考

え
方

を
理
解
し

て
い
る

。

（
５
）

指
導
計
画

長
期

的
・

短
期

的
の

作
成

（
６
）

指
導
計
画

作
成
上

の
留

意
事

項

（
７
）

計
画
に
基

づ
く
保

育
の

柔
軟

な
展

開

３
．

保
育

所
に
お

け
る
保

育
の

評
価

（
１
）

保
育
の
記

録
及
び

省
察

（
２
）

保
育
士
及

び
保
育

所
の

自
己

評
価

（
３
）

保
育
の
質

向
上
に

向
け

た
改

善
の

取
組

（
４
）

生
活
と
発

達
の
連

続
性

を
踏

ま
え

た
保

育
所

児
童

保
育

要
録

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・
教
職
課

程
コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
「

教
育

課
程

の
意
義

及
び
編

成
の
方

法
（
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
・

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

を
含
む

。
）」

の
科

目
と

保
育

士
養

成
課

程
の

「
保

育
の

計
画

と
評

価
」

を

両
課
程
に

共
通
す

る
科

目
と

し
て

開
講

す
る

際
に

は
、
下

線
部
分

に
配
慮

し
て
シ

ラ
バ
ス

を
作
成

す
る
こ

と
。

・
教
職
課

程
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
は

、
学

校
教

育
に

お
け
る

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

の
基
礎

的
事
項

を
学
ぶ

観
点
か

ら
内
容

構
成
が

さ
れ

て
い

る
。

・
科
目
の

名
称
に

つ
い

て
、

幼
稚

園
教

諭
養

成
課

程
は
「

教
育
課

程
」
「
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
」
等
の

名
称
を

含
め
る

必
要
が

あ
る

（
科

目
名

称
例

は
「

教
職

課
程

認
定

申
請

の
手

引
き

」
に

記
載

さ
れ
て
い

る
）
。
両

者
共

通
の

科
目

と
し

て
設

定
す
る
際

は
、
保

育
士
養

成
課
程

に
お
い

て
は

、
「
計

画
と
評

価
」
と

「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」

の
考

え
方

や
意

味
は

近
い

の
で

、
例

え
ば

「
保

育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

論
」

な
ど

が
考

え
ら

れ
る

。

Ｎ
ｏ
．

４
「
特
別

の
支

援
を
必

要
と
す

る
幼

児
、

児
童

及
び
生

徒
に

対
す

る
理
解
」

と
「
障

害
児
保
育

」

教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
「
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の

理
解
」
と
、
保
育
士
養
成
課
程
の
「
障
害
児

保
育
」
は
重
な
る
部
分
も
多
い
の
で
、
両

方
の

内
容
を
含
む
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
共
通
に
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
職

課
程

コ
ア

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

保
育
士
養

成
課

程
を
構
成
す
る
各
教
科
目
の
目
標
及
び
教
授
内
容

各
科
目
に

含
め
る

こ

と
が
必
要

な
事
項

特
別

の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼
児

、
児
童

及
び
生

徒
に
対

す
る
理

解
科

目
名

障
害

児
保

育
（

演
習

・
２

単
位

）

一
般
目
標

（
１

）
特

別
の

支
援

を
必

要
と
す

る
幼
児

、
児
童

及
び
生

徒
の
理

解

特
別

の
支

援
を

必
要
と
す

る
幼
児

、
児
童

及
び
生

徒
の
障

害
の

特
性

及
び

心
身

の
発
達
を

理
解
す

る
。

（
２

）
特

別
の

支
援

を
必

要
と
す

る
幼
児

、
児
童

及
び
生

徒
の
教

育
課

程
及

び
支

援
の

方
法

特
別

の
支

援
を

必
要
と
す

る
幼
児

、
児
童

及
び
生

徒
に
対

す
る

教
育

課
程

や
支

援
の
方
法

を
理
解

す
る
。

（
３

）
障

害
は

な
い

が
特

別
の
教

育
的
ニ

ー
ズ
の

あ
る
幼

児
、
児

童
及

び
生

徒
の

把
握

や
支
援

目
標

１
．
障

害
児

保
育

を
支

え
る

理
念

や
歴

史
的

変
遷

に
つ

い
て

学
び

、
障

児
保

育
を
支

え
る

理
念

や
歴

史
的

変
遷

に
つ

い
て

学
び

、
障

害
児

及
び

そ
の

保
育
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

２
．
個
々

の
特

性
や

心
身

発
達

等
に

応
じ

た
援

助
や

配
慮

に
つ

い
て

理
解

す

る
。

３
．
障
害

児
そ

の
他

の
特

別
な

配
慮

を
要

す
る

子
ど

も
の

保
育

に
お

け
る

計

画
の
作

成
や

援
助

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

４
．
障
害

児
そ

の
他

特
別

な
配

慮
を

要
す

る
子

ど
も

の
家

庭
へ

の
支

援
や

関

係
機
関

と
の

連
携

・
協

働
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

５
．
障
害

児
そ

の
他

特
別

な
配

慮
を

要
す

る
子

ど
も

保
育

に
関

す
る

現
状

と

課
題
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

到
達

目
標

内
容

（
１
）

特
別
の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
、

児
童

及
び
生

徒
の
理

解

１
）

イ
ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

シ
ス

テ
ム

を
含

め
た

特
別

支
援

教
育

に
関

す
る

制
度

の
理

念
や
仕

組
み
を
理

解
し

て
い

る
。

２
）

発
達
障

害
や

軽
度

知
的

障
害

を
は

じ
め

と
す

る
特

別
の

支
援

を
必

要
と

す
る

幼
児

、
児
童

及
び
生
徒

の
心

身
の

発
達

、
心

理
的

特
性

及
び
学

習
の
過

程
を
理

解
し
て

い
る
。

３
）

視
覚
障

害
・

聴
覚

障
害

・
知

的
障

害
・

肢
体

不
自

由
・

病
弱

等
を

含
む

様
々

な
障

害
の
あ

る
幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

学
習

上
ま

た
は

生
活

上
の

困
難

に
つ

い
て

基
礎

的
な

知
識

を

身
に
付
け

て
い

る
。

（
２
）

特
別
の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
、

児
童

及
び
生

徒
の
教

育
課
程

及
び
支

援
の
方

法

１
．
障
害

児
保
育

を
支

え
る

理
念

（
１
）
「
障
害

」
の

概
念

と
障

害
児

保
育

歴
史

的
変

遷

（
２
）

障
害
の
あ

る
子

ど
も

の
地

域
社

会
へ

の
参

加
・

包
容

（
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
）

及
び
合
理

的
配

慮
の

理
解

と
障

害
児

保
育

の
基

本

２
．
障
害

児
等
の

理
解

と
保

育
に

お
け

る
発

達
の

援
助

（
１
）

肢
体
不
自

由
児

の
理

解
と

援
助

（
２
）

知
的
障
害

児
の

理
解

と
援

助

（
３
）

視
覚
障
害

・
聴

覚
障

害
・

言
語

障
害

児
等

の
理

解
と

援
助

（
４
）
発
達
障

害
児

の
理

解
と

援
助

①
（

－
注

意
欠

陥
多

動
性

障
害

、
－

学
習
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１
）

発
達
障

害
や

軽
度

知
的

障
害

を
は

じ
め

と
す

る
特

別
の

支
援

を
必

要
と

す
る

幼
児

、
児
童

及
び
生
徒

に
対

す
る

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
例
示

す
る
こ

と
が
で

き
る
。

２
）「

通
級
に
よ

る
指

導
」
及

び
「

自
立

活
動

」
の

教
育

課
程
上
の

位
置
付

け
と
内

容
を
理

解
し

て
い
る
。

３
）

特
別
支

援
教

育
に

関
す

る
教

育
課

程
の

枠
組

み
を

踏
ま

え
、

個
別

の
指

導
計

画
及

び
個
別

の
教
育
支

援
計

画
を

作
成

す
る

意
義

と
方

法
を
理

解
し
て

い
る
。

４
）

特
別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

関
係

機
関

・
家

庭
と

連
携

し
な

が
ら

支
援

体
制
を

構
築
す
る

こ
と

の
必

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

（
３
）

障
害
は
な

い
が

特
別

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
の

あ
る
幼

児
、
児

童
及
び

生
徒
の

把
握
や

支
援

１
）

母
国
語

や
貧

困
の

問
題

等
に

よ
り

特
別

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
の

あ
る

幼
児

、
児

童
及

び
生
徒

の
学
習
上

又
は

生
活

上
の

困
難

や
組

織
的

な
対
応

の
必
要

性
を
理

解
し
て

い
る
。

障
害
等
）

（
５
）

発
達
障

害
児

の
理

解
と

援
助

②
（

－
広

汎
性

発
達

障
害

等
）

（
６
）

重
症
心
身

障
害

児
、

医
療

的
ケ

ア
児

の
理

解
と

援
助

（
７
）

そ
の
他
の

特
別

な
配

慮
を

要
す

る
子

ど
も

の
理

解
と

援
助

３
．

障
害
児

そ
の

他
の

特
別

な
配

慮
を

要
す

る
子

ど
も

の
保

育
の

実
際

（
１
）

指
導
計
画

及
び

個
別

の
支

援
計

画
の

作
成

（
２
）

個
々
の
発

達
を

促
す

生
活

や
遊

び
環

境

（
３
）

子
ど
も
同

士
の

関
わ

り
と

育
ち

合
い

（
４
）

障
害
児
保

育
に

お
け

る
子

ど
も

の
健

康
と

安
全

（
５
）
職

員
間
の

連
携

・
協

働

４
．
家
庭

及
び

自
治

体
・

関
係

機
関

と
の

連
携

（
１
）

保
護
者
や

家
族

に
対

す
る

理
解

と
支

援

（
２
）

保
護
者
間

の
交

流
や

支
え

合
い

の
意

義
と

そ
の

支
援

（
３
）
障
害

児
支
援

の
制

度
の

理
解

と
地

域
に

お
け

る
自

治
体

や
関

係
機

関
（

保
育

所
、

児
童
発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

等
）

の
連

携
・

協
働

（
４
）
小

学
校
等

と
の

連
携

５
．
障
害

児
と
そ

の
他

の
特

別
な

配
慮

を
要

す
る

子
ど

も
の

保
育

に
関

わ
る

現
状

と
課

題

（
１
）

保
健
・
医

療
に

お
け

る
現

状
と

課
題

（
２
）

福
祉
・
教

育
に

お
け

る
現

状
と

課
題

（
３
）

支
援
の
場

の
広

が
り

と
つ

な
が

り

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・「
特
別

の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
、
児

童
及

び
生
徒
に

対
す

る
理
解
」
は
、
学
校

の
教
員
が
、
特
別
の

支
援
を

必
要
と

す
る

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
を

担
任

す
る

視
点

か
ら

必
要

な
資

質
・

能
力
を
踏

ま
え
内

容
が

構
成

さ
れ

て
い

る
。
こ

れ
に
対

し
、「

障
害
児
保

育
」
は
、
保
育
所

は
も

ち
ろ
ん

で
あ
る

が
、
障

害
児

施
設

に
お

け
る

仕
事

に
従

事
す

る
視

点
か

ら
必

要
な

資
質

・

能
力
を
踏

ま
え
内

容
が

構
成

さ
れ

て
い

る
。

・
本
授

業
を

担
当

す
る

際
、

幼
稚

園
教

諭
養

成
課

程
で
は

、
担
当

者
に

「
特

別
の
支

援
を

必
要
と

す
る

幼
児

、
児
童

及
び

生
徒

に
対

す
る

理
解

」
に

つ
い

て
の

研
究

業
績

を
審

査
す

る
こ

と

に
な
っ
て

い
る

。
ま

た
、

科
目

名
は

、
特

別
な

支
援
を
必

要
と
す

る
幼
児

、
児
童

及
び
生

徒
の
理

解
と
教

育
を
目

的
と
す

る
こ

と
が

わ
か

る
科

目
名

で
あ

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

・
幼
稚

園
教

諭
養

成
課

程
に

お
け

る
（

１
）

１
）

を
満
た

す
授
業

計
画

を
設

計
す
る

際
は

、
保
育

士
養

成
課

程
に
お

け
る

１
や

５
の

内
容

も
含

ん
で

い
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

、
シ

ラ
バ
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１
）

発
達
障

害
や

軽
度

知
的

障
害

を
は

じ
め

と
す

る
特

別
の

支
援

を
必

要
と

す
る

幼
児

、
児
童

及
び
生
徒

に
対

す
る

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
例
示

す
る
こ

と
が
で

き
る
。

２
）「

通
級
に
よ

る
指

導
」
及

び
「

自
立

活
動

」
の

教
育

課
程
上
の

位
置
付

け
と
内

容
を
理

解
し

て
い
る
。

３
）

特
別
支

援
教

育
に

関
す

る
教

育
課

程
の

枠
組

み
を

踏
ま

え
、

個
別

の
指

導
計

画
及

び
個
別

の
教
育
支

援
計

画
を

作
成

す
る

意
義

と
方

法
を
理

解
し
て

い
る
。

４
）

特
別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

関
係

機
関

・
家

庭
と

連
携

し
な

が
ら

支
援

体
制
を

構
築
す
る

こ
と

の
必

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

（
３
）

障
害
は
な

い
が

特
別

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
の

あ
る
幼

児
、
児

童
及
び

生
徒
の

把
握
や

支
援

１
）

母
国
語

や
貧

困
の

問
題

等
に

よ
り

特
別

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
の

あ
る

幼
児

、
児

童
及

び
生
徒

の
学
習
上

又
は

生
活

上
の

困
難

や
組

織
的

な
対
応

の
必
要

性
を
理

解
し
て

い
る
。

障
害
等
）

（
５
）

発
達
障

害
児

の
理

解
と

援
助

②
（

－
広

汎
性

発
達

障
害

等
）

（
６
）

重
症
心
身

障
害

児
、

医
療

的
ケ

ア
児

の
理

解
と

援
助

（
７
）

そ
の
他
の

特
別

な
配

慮
を

要
す

る
子

ど
も

の
理

解
と

援
助

３
．

障
害
児

そ
の

他
の

特
別
な

配
慮

を
要
す
る

子
ど
も

の
保

育
の
実

際

（
１
）

指
導
計
画

及
び

個
別

の
支

援
計

画
の

作
成

（
２
）

個
々
の
発

達
を

促
す

生
活

や
遊

び
環

境

（
３
）

子
ど
も
同

士
の

関
わ

り
と

育
ち

合
い

（
４
）

障
害
児
保

育
に

お
け

る
子

ど
も

の
健

康
と

安
全

（
５
）

職
員
間
の

連
携

・
協

働

４
．
家
庭

及
び

自
治

体
・

関
係

機
関

と
の

連
携

（
１
）

保
護
者
や

家
族

に
対

す
る

理
解

と
支

援

（
２
）

保
護
者
間

の
交

流
や

支
え

合
い
の

意
義

と
そ

の
支

援

（
３
）
障
害

児
支
援

の
制

度
の
理

解
と
地

域
に
お

け
る
自

治
体

や
関

係
機

関
（

保
育

所
、

児
童
発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

等
）
の

連
携

・
協

働

（
４
）

小
学
校
等

と
の

連
携

５
．
障
害

児
と

そ
の

他
の

特
別

な
配

慮
を

要
す

る
子
ど

も
の
保

育
に
関

わ
る

現
状

と
課

題

（
１
）

保
健
・
医

療
に

お
け

る
現

状
と

課
題

（
２
）

福
祉
・
教

育
に

お
け

る
現

状
と

課
題

（
３
）

支
援
の
場

の
広

が
り

と
つ

な
が

り

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・「
特
別

の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
、
児

童
及

び
生
徒
に

対
す

る
理
解
」
は
、
学
校

の
教
員
が
、
特
別
の

支
援
を

必
要
と

す
る

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
を

担
任

す
る

視
点

か
ら

必
要

な
資

質
・

能
力
を
踏

ま
え
内

容
が

構
成

さ
れ

て
い

る
。
こ

れ
に
対

し
、「

障
害
児
保

育
」
は
、
保
育
所

は
も

ち
ろ
ん

で
あ
る

が
、
障

害
児

施
設

に
お

け
る

仕
事

に
従

事
す

る
視

点
か

ら
必

要
な

資
質

・

能
力
を
踏

ま
え
内

容
が

構
成

さ
れ

て
い

る
。

・
本
授

業
を

担
当
す

る
際

、
幼

稚
園

教
諭

養
成

課
程

で
は

、
担
当

者
に

「
特

別
の
支

援
を

必
要
と

す
る

幼
児

、
児
童

及
び

生
徒

に
対

す
る

理
解

」
に

つ
い

て
の

研
究

業
績

を
審

査
す

る
こ

と

に
な
っ
て

い
る
。

ま
た

、
科

目
名

は
、

特
別

な
支

援
を
必

要
と
す

る
幼
児

、
児
童

及
び
生

徒
の
理

解
と
教

育
を
目

的
と

す
る

こ
と

が
わ

か
る

科
目

名
で

あ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

・
幼
稚

園
教

諭
養
成

課
程

に
お

け
る

（
１

）
１

）
を

満
た

す
授
業

計
画

を
設

計
す
る

際
は

、
保
育

士
養

成
課

程
に
お

け
る

１
や

５
の

内
容

も
含

ん
で

い
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

、
シ

ラ
バ

ス
の
記
載

内
容
を

工
夫

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
幼
稚

園
教

諭
養

成
課

程
に

お
け

る
（

２
）

４
）

を
満
た

す
授
業

計
画

を
設

計
す
る

際
に

は
、
保

育
士

養
成

課
程
に

お
け

る
４

．
の

内
容

も
含

ん
で

い
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

、
シ

ラ
バ

ス

の
記
載

内
容
を

工
夫

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
科

目
の
名

称
に
つ

い
て

、
幼

稚
園

教
諭

養
成

課
程

は
「
特
別
支

援
」
等
の
名

称
を
含

め
る
必
要

が
あ
る
（
科

目
名
称

例
は
「

教
職

課
程

認
定

申
請

の
手

引
き

」
に

記
載

さ
れ

て
い

る
）
。
両

者
共
通

の
科

目
を

設
定

す
る

際
は

、
「

特
別

支
援

」
の

中
に
「
障

害
児

」
は

包
含
さ

れ
て

い
る

た
め
、

例
え

ば
「

特
別

支
援

教
育

・
保

育
概

論
」
「

特
別

な
支

援
を

要
す

る
子

ど
も

の
理

解

と
支
援
」

な
ど

が
考

え
ら

れ
る

。
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Ｎ
Ｏ
．
５

保
育

内
容

の
指

導
法
（

情
報

機
器

及
び

教
材

の
活
用

を
含

む
。
）
と

、
保
育

内
容
演

習

教
職

課
程

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

保
育
士
養

成
課

程
を

構
成

す
る

各
教

科
目

の
目

標
及

び
教

授
内

容

科
目
名

保
育

内
容

の
指

導
法

（
情

報
機
器

及
び
教

材
の
活

用
を
含

む
。）

科
目
名

保
育

内
容

演
習

（
演

習
・

単
位

）

一
般

目
標

（
１
）

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容

幼
稚

園
教

育
要

領
に

示
さ

れ
た

幼
稚
園
教

育
の
基

本
を
踏

ま
え
、
各
領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

を
理

解
す

る
。

（
２
）

保
育

内
容

の
指

導
方

法
と

保
育

の
構
想

幼
児

の
発

達
や

学
び

の
過

程
を

理
解
し
、

具
体
的

な
指
導

場
面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に
付
け

る
。

目
標

１
．

養
護
及
び

教
育

に
関

わ
る

保
育

の
内

容
が

、
そ

れ
ぞ

れ
に

関
連

性
を

持
つ

こ

と
を
理
解

し
、

総
合

的
に

保
育

を
展

開
し

て
い

く
た

め
の

知
識

・
技

術
・

判

断
力
を
習

得
す

る
。

２
．

子
ど
も

の
発

達
を

、
保

育
所

保
育

指
針

に
お

け
る

乳
児

保
育

の
つ

の
視

点

（
「
健

や
か

に
伸

び
伸

び
育

つ
」「

身
近

な
人

と
気

持
ち

が
通

じ
合

う
」
「

身

近
な
も

の
と

関
わ

り
感

性
が

育
つ

」）
と

、
歳

以
上

歳
未

満
児

及
び

歳
以
上

児
の

保
育

の
そ

れ
ぞ

れ
つ

の
領

域
（
「

健
康

・
人

間
関

係
・

環

境
・
言

葉
・

表
現

」）
を

通
し

て
捉

え
、

子
ど

も
に

対
す

る
理

解
を

深
め

な

が
ら
、

保
育

の
内

容
に

つ
い

て
具

体
的

に
理

解
す

る
。

３
．

上
記
２

に
示

し
た

保
育

の
内

容
の

視
点

及
び

領
域

を
踏

ま
え

て
、

子
ど

も
が

生
活
や

遊
び

に
お

い
て

体
験

し
て

い
る

こ
と

を
捉

え
る

と
と

も
に

、
保

育
に

当
た
っ

て
保

育
士

が
留

意
、

配
慮

す
べ

き
事

項
を

理
解

す
る

。

４
．

子
ど

も
の
発

達
過

程
に

即
し

て
具

体
的

な
保

育
場

面
を

想
定

し
な

が
ら

、
環

境
の
構

成
、
教

材
や

遊
具

等
の

活
用

と
工

夫
、
保

育
の

過
程
（

計
画
・
実

践
・

記
録
・

省
察

・
評

価
・

改
善

）
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

到
達

目
標

内
容

（
１
）
各

領
域
の

ね
ら

い
及

び
内

容

１
）

幼
稚

園
教

育
要

領
に

お
け

る
幼

稚
園

教
育

の
基

本
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
並

び
に
全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

２
）

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

を
踏

ま
え

、
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く

内
容

と
指
導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。

３
）
幼
稚

園
教
育

に
お

け
る

評
価

の
考

え
方

を
理

解
し
て

い
る
。

４
）
領

域
ご
と

に
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内
容

の
関

連
性

②
や
小

学
校
の

教
科
等

以
下
の
視

点
か
ら

、
保

育
に

お
け

る
子

ど
も

の
生

活
や

遊
び

を
総

合
的

に
捉

え
、
保

育
を

展

開
し

て
い

く
た

め
の

方
法

や
技

術
、

子
ど

も
の

実
態

や
状

況
に

即
し

た
援

助
や

関
わ

り
に

つ

い
て
、
具

体
的
に

学
ぶ
。

１
．

子
ど

も
の

生
命

の
保

持
及

び
情

緒
の

安
定

を
図

る
た

め
に

保
育

士
等

が
行

う
援

助
や

関

わ
り
で
あ

る
「
養

護
」

①
子
ど
も

の
生
理

的
欲

求
を

満
た

し
、
子

ど
も

が
健

康
、
安

全
、
快

適
に

過
ご

す
た

め
の

生

活
援
助
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Ｎ
Ｏ
．
５

保
育

内
容

の
指

導
法
（

情
報

機
器

及
び

教
材

の
活
用

を
含

む
。
）
と

、
保
育

内
容
演

習

教
職

課
程

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

保
育
士
養

成
課

程
を

構
成

す
る

各
教

科
目

の
目

標
及

び
教

授
内

容

科
目
名

保
育

内
容

の
指

導
法

（
情

報
機
器

及
び
教

材
の
活

用
を
含

む
。）

科
目
名

保
育

内
容

演
習

（
演

習
・

単
位

）

一
般

目
標

（
１
）
各

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

幼
稚

園
教

育
要

領
に

示
さ

れ
た
幼

稚
園
教

育
の
基

本
を
踏

ま
え
、
各
領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

を
理

解
す

る
。

（
２
）

保
育

内
容

の
指

導
方

法
と

保
育

の
構
想

幼
児

の
発

達
や

学
び

の
過

程
を

理
解
し
、

具
体
的

な
指
導

場
面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に
付
け

る
。

目
標

１
．

養
護
及

び
教

育
に

関
わ

る
保

育
の

内
容

が
、

そ
れ

ぞ
れ

に
関

連
性

を
持

つ
こ

と
を
理

解
し

、
総

合
的

に
保

育
を

展
開

し
て

い
く

た
め

の
知

識
・

技
術

・
判

断
力
を

習
得

す
る

。

２
．

子
ど
も

の
発

達
を

、
保

育
所

保
育

指
針

に
お

け
る

乳
児

保
育

の
つ

の
視

点

（
「
健

や
か

に
伸

び
伸

び
育

つ
」「

身
近

な
人

と
気

持
ち

が
通

じ
合

う
」
「

身

近
な
も

の
と

関
わ

り
感

性
が

育
つ

」）
と

、
歳

以
上

歳
未

満
児

及
び

歳
以
上

児
の

保
育

の
そ

れ
ぞ

れ
つ

の
領

域
（
「

健
康

・
人

間
関

係
・

環

境
・
言

葉
・

表
現

」）
を

通
し

て
捉

え
、

子
ど

も
に

対
す

る
理

解
を

深
め

な

が
ら
、

保
育

の
内

容
に

つ
い

て
具

体
的

に
理

解
す

る
。

３
．

上
記
２

に
示

し
た

保
育

の
内

容
の

視
点

及
び

領
域

を
踏

ま
え

て
、

子
ど

も
が

生
活
や

遊
び

に
お

い
て

体
験

し
て

い
る

こ
と

を
捉

え
る

と
と

も
に

、
保

育
に

当
た
っ

て
保

育
士

が
留

意
、

配
慮

す
べ

き
事

項
を

理
解

す
る

。

４
．

子
ど

も
の

発
達

過
程

に
即

し
て

具
体

的
な

保
育

場
面

を
想

定
し

な
が

ら
、

環

境
の
構

成
、
教

材
や

遊
具

等
の

活
用

と
工

夫
、
保

育
の

過
程
（

計
画
・
実

践
・

記
録
・

省
察

・
評

価
・

改
善

）
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

到
達

目
標

内
容

（
１
）
各

領
域
の

ね
ら

い
及

び
内

容

１
）

幼
稚

園
教

育
要

領
に

お
け

る
幼

稚
園

教
育

の
基

本
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
並

び
に
全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

２
）

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

を
踏

ま
え

、
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く

内
容

と
指
導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。

３
）
幼
稚

園
教
育

に
お

け
る

評
価

の
考

え
方

を
理

解
し
て

い
る
。

４
）
領

域
ご
と

に
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内
容

の
関

連
性

②
や
小

学
校
の

教
科
等

以
下
の
視

点
か
ら

、
保

育
に

お
け

る
子

ど
も

の
生

活
や

遊
び

を
総

合
的

に
捉

え
、
保

育
を

展

開
し

て
い

く
た

め
の

方
法

や
技

術
、

子
ど

も
の

実
態

や
状

況
に

即
し

た
援

助
や

関
わ

り
に

つ

い
て
、
具

体
的
に

学
ぶ
。

１
．

子
ど

も
の

生
命

の
保

持
及

び
情

緒
の

安
定

を
図

る
た

め
に

保
育

士
等

が
行

う
援

助
や

関

わ
り
で
あ

る
「
養

護
」

①
子
ど
も

の
生
理

的
欲

求
を

満
た

し
、
子

ど
も

が
健

康
、
安

全
、
快

適
に

過
ご

す
た

め
の

生

活
援
助

と
の
つ
な

が
り
を

理
解

し
て

い
る

。

（
２
）
保

育
内
容

の
指

導
方

法
と

保
育

の
構

想

１
）
幼
児
の

認
識
・
思

考
、
動

き
等

を
視

野
に

入
れ

た
保

育
の
構

想
の
重

要
性
を

理
解
し

て

い
る
。

２
）

各
領

域
の

特
性

や
幼

児
の

体
験

と
の

関
連

を
考

慮
し

た
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

法
を
理
解

し
、

保
育

の
構

想
に

活
用

す
る

こ
と
が

で
き
る

。

３
）

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
保

育
を

想
定

し
た

指
導

案
を

作
成

す
る

こ
と

が
で
き
る

。

４
）

模
擬

保
育

と
そ

の
振

り
返

り
を

通
し

て
、

保
育

を
改

善
す

る
視

点
を

身
に

付
け

て
い

る
。

５
）

各
領

域
の

特
性

に
応

じ
た

保
育

実
践

の
動

向
を

知
り

、
保

育
構

想
の

向
上

に
取

り
組

む
こ
と

が
で

き
る

。

②
子

ど
も

を
受

容
し

、
子

ど
も

が
安

心
感

と
安

定
感

を
も

っ
て

過
ご

す
た

め
の

援
助

や
関

わ
り

２
．
子

ど
も
が

健
や
か

に
成

長
し

、
そ

の
活

動
が

よ
り

豊
か

に
展

開
さ

れ
る

た
め

の
発

達
の

援

助
で
あ
る

「
教
育

」

（
１
）

保
育
所
保

育
指

針
に

示
す

乳
児

保
育

に
お

け
る

つ
の

視
点

①
「
健
や

か
に
伸

び
伸

び
と

育
つ

」（
健

康
な

心
と

体
を

育
て

、
自

ら
健

康
で

安
全

な
生

活

を
つ
く
り

出
す
力

の
基

盤
を

培
う

）

②
「
身
近

な
人
と

気
持

ち
が

通
じ

合
う

」（
受

容
的

・
応

答
的

な
関

わ
り

の
下

で
、

何
か

を

伝
え
よ
う

と
す
る

意
欲

や
身

近
な

大
人

と
の

信
頼

関
係

を
育

て
、
人

と
関

わ
る

力
の

基
盤

を
培
う
）

③
「
身
近

な
も
の

と
関

わ
り

感
性

が
育

つ
」（

身
近

な
環

境
に

興
味

や
好

奇
心

を
も

っ
て

関

わ
り
、
感

じ
た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
を

表
現

す
る

力
の

基
盤

を
培

う
）

（
２
）

保
育
所
保

育
指

針
に

示
す

歳
以

上
歳

未
満

児
及

び
歳

以
上

児
の

保
育

に
お

け

る
そ
れ

ぞ
れ

つ
の

領
域

①
「
健
康

」（
健
康
な

心
と

体
を

育
て

、
自

ら
健

康
で

安
全

な
生

活
を

つ
く

り
出

す
力

を
養

う
）

②
「
人
間

関
係

」（
他

の
人

々
と

親
し

み
、

支
え

合
っ

て
生

活
す

る
た

め
に

、
自

立
心

を
育

て
、
人
と

関
わ
る

力
を

養
う

）

③
「
環
境

」（
周
囲
の

様
々

な
環

境
に

好
奇

心
や

探
究

心
を

持
っ

て
関

わ
り

、
そ

れ
ら

を
生

活
に
取
り

入
れ
て

い
こ

う
と

す
る

力
を

養
う

）

④
「
言
葉

」（
経
験
し

た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
な

ど
を

自
分

な
り

の
言

葉
で

表
現

し
、

相
手

の
話
す
言

葉
を
聞

こ
う

と
す

る
意

欲
や

態
度

を
育

て
、
言

葉
に

対
す

る
感

覚
や

言
葉

で
表

現
す
る
力

を
養
う

）

⑤
「
表
現

」（
感
じ
た

こ
と

や
考

え
た

こ
と

を
自

分
な

り
に

表
現

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
豊

か
な
感
性

や
表
現

す
る

力
を

養
い

、
創

造
性

を
豊

か
に

す
る

）
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シ
ラ
バ
ス

作
成
上

の
留

意
点

・
幼
稚
園

教
諭
養

成
課

程
「

保
育

内
容

の
指

導
法

（
情
報

機
器
及

び
教
材

の
活
用

を
含
む

。
）」

の
科
目
を

保
育
士

養
成
課

程
「

保
育

内
容

演
習

」
を

両
課

程
に

共
通

す
る

科
目

と
し

て

開
講
す
る

際
に
は

、
下

線
部

分
に

配
慮

し
て

シ
ラ

バ
ス

を
作
成
す

る
こ
と

。
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シ
ラ
バ
ス

作
成
上

の
留

意
点

・
幼
稚
園

教
諭
養

成
課

程
「

保
育

内
容

の
指

導
法

（
情
報

機
器
及

び
教
材

の
活
用

を
含
む

。
）」

の
科
目
を

保
育
士

養
成
課

程
「

保
育

内
容

演
習

」
を

両
課

程
に

共
通

す
る

科
目

と
し

て

開
講
す
る

際
に
は

、
下

線
部

分
に

配
慮

し
て

シ
ラ

バ
ス

を
作
成

す
る
こ
と

。

Ｎ
ｏ

．
６

「
幼

児
理

解
の

理
論

及
び
方

法
」

と
「

子
ど
も

の
理

解
と

援
助
」

教
職

課
程

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

保
育
士
養

成
課

程
を

構
成

す
る

各
教

科
目

の
目

標
及

び
教

授
内

容

各
科
目
に

含
め
る

こ

と
が
必
要

な
事
項

幼
児

理
解

の
理
論

及
び
方

法
科

目
名

子
ど

も
の

理
解

と
援

助
（

演
習

・
１

単
位

）

一
般
目
標

（
１

）
幼

児
理

解
の

意
義

と
原
理

幼
児

理
解

に
つ

い
て
の
知

識
を
身

に
付
け

、
考
え

方
や
基

礎
的

態
度

を
理

解
す
る
。

（
２

）
幼

児
理

解
の

方
法

幼
児

理
解

の
方

法
を
具
体

的
に
理

解
す
る

。

目
標

１
．

保
育

実
践

に
お

い
て

、
実

態
に

応
じ

た
子

ど
も

一
人

一
人

の
心

身
の

発
達

や

学
び
を
把

握
す

る
こ

と
の

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

２
．

子
ど

も
の

体
験

や
学

び
の

過
程

に
お

い
て

子
ど

も
を

理
解

す
る

上
で

の
基

本

的
な
考
え

方
を

理
解

す
る

。

３
．
子
ど

も
を

理
解

す
る

た
め

の
具

体
的

な
方

法
を

理
解

す
る

。

４
．

子
ど

も
の

理
解

に
基

づ
く

保
育

士
の

援
助

や
態

度
の

基
本

に
つ

い
て

理
解

す

る
。

到
達

目
標

指
導

内
容

（
１
）
幼

児
理
解

の
意

義
と

原
理

１
）

幼
児
理

解
の

意
義

を
理

解
し

て
い

る
。

２
）

幼
児
理

解
か

ら
発

達
や

学
び

を
捉

え
る

原
理
を
理

解
し
て

い
る
。

３
）

幼
児
理

解
を

深
め

る
た

め
の

教
師

の
基

礎
的

な
態

度
を
理

解
し
て

い
る
。

（
２
）
幼

児
理
解

の
方

法

１
）

観
察

と
記

録
の

意
義

や
目

的
・

目
的

に
応

じ
た

観
察

法
等

の
基

礎
的

な
事

柄
を

例
示

す
る
こ
と

が
で

き
る

。

２
）

個
と

集
団

の
関

係
を

捉
え

る
意

義
や

方
法

を
理
解
し

て
い
る

。

３
）
幼
児
の

つ
ま

ず
き

を
周

り
の

幼
児

と
の

関
係

や
そ
の

他
の
背

景
か
ら

理
解
し

て
い
る

。

４
）

保
護

者
の

心
情

と
基

礎
的

な
対

応
の

方
法

を
理
解
し

て
い
る

。

１
．
子
ど

も
の
実

態
に

応
じ

た
発

達
や

学
び

の
把

握

（
１
）
保

育
に
お

け
る

子
ど

も
の

理
解

の
意

義

（
２
）
子

ど
も
の

理
解

に
基

づ
く

養
護

及
び

教
育

の
一

体
的

展
開

（
３
）
子

ど
も
に

対
す
る

共
感

的
理

解
と

子
ど

も
と

の
関

わ
り

２
．
子
ど

も
を
理

解
す

る
視

点

（
１
）
子

ど
も
の

生
活

や
遊

び

（
２
）
保

育
の
人

的
環

境
と

し
て

の
保

育
者

と
子

ど
も

の
発

達

（
３
）
子

ど
も
相

互
の

関
わ

り
と

関
係

づ
く

り

（
４
）
集

団
に
お

け
る

経
験

と
育

ち

（
５
）
葛

藤
や
つ

ま
ず

き

（
６
）
保

育
の
環

境
の

理
解

と
構

成

（
７
）
環

境
の
変

化
や

移
行

３
．
子
ど

も
を
理

解
す

る
方

法

（
１
）
観

察

（
２
）
記

録
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（
３
）
省

察
・
評

価

（
４
）
職

員
間
の

対
話

（
５
）
保

護
者
と

の
情

報
の

共
有

４
．
子
ど

も
の
理

解
に
基

づ
く

発
達

援
助

（
１
）
発

達
の
課

題
に

応
じ

た
援

助
と

関
わ

り

（
２
）
特

別
な
配

慮
を

要
す

る
子

ど
も

の
理

解
と

援
助

（
３
）
発

達
の
連

続
性

と
就

学
へ

の
支

援

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・
教
職

課
程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
「

幼
児

理
解

の
理
論
及

び
方
法

」
の
科

目
と
保

育
士
養

成
課
程
「
子
ど

も
の
理

解
と
援

助
」
を

両
課

程
に

共
通

す
る

科
目

と
し

て
開

講
す

る
際

に
は

、
下

線

部
分
に

配
慮
し

て
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

す
る

こ
と

。

・
教
職

課
程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

幼
稚

園
教

諭
養
成
課

程
）
に

お
い
て
（
２
）
を

満
た
す

授
業

計
画
を

設
計
す

る
際
は

、
保

育
士

養
成

課
程

に
お

け
る

３
及

び
４

の
内

容
も

含
ん

で
い

る

こ
と
が
わ

か
る
よ

う
、

シ
ラ

バ
ス

の
記

載
内

容
を

工
夫
す

る
必
要

が
あ
る

。
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（
３
）
省

察
・
評

価

（
４
）
職

員
間
の

対
話

（
５
）
保

護
者
と

の
情
報

の
共

有

４
．
子
ど

も
の
理

解
に
基

づ
く

発
達

援
助

（
１
）
発

達
の
課

題
に
応

じ
た

援
助

と
関

わ
り

（
２
）
特

別
な
配

慮
を
要

す
る

子
ど

も
の

理
解

と
援

助

（
３
）
発

達
の
連

続
性
と

就
学

へ
の

支
援

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・
教
職

課
程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
「

幼
児

理
解

の
理
論
及

び
方
法

」
の
科

目
と
保

育
士
養

成
課
程
「
子
ど

も
の
理

解
と
援

助
」
を

両
課

程
に

共
通

す
る

科
目

と
し

て
開

講
す

る
際

に
は

、
下

線

部
分
に

配
慮
し

て
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

す
る

こ
と

。

・
教
職

課
程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

幼
稚

園
教

諭
養

成
課

程
）
に

お
い
て
（
２
）
を

満
た
す

授
業

計
画
を

設
計
す

る
際
は

、
保

育
士

養
成

課
程

に
お

け
る

３
及

び
４

の
内

容
も

含
ん

で
い

る

こ
と
が
わ

か
る
よ

う
、

シ
ラ

バ
ス

の
記

載
内

容
を

工
夫
す

る
必
要

が
あ
る

。

Ｎ
ｏ

．
７

「
幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

心
身

の
発

達
及
び

学
習
の

過
程

」
と
「

保
育
の

心
理
学

」

教
職

課
程

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

保
育
士
養

成
課

程
を

構
成

す
る

各
教

科
目

の
目

標
及

び
教

授
内

容

各
科
目
に

含
め
る

こ

と
が
必
要

な
事
項

幼
児

、
児

童
及

び
生
徒
の

心
身
の

発
達
及

び
学
習

の
過
程

科
目
名

保
育

の
心

理
学

（
講

義
・

単
位

）

一
般
目
標

１
．

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

心
身
の

発
達
の

過
程
及

び
特
徴

を

理
解

す
る

。

２
．

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の
学

習
に
関

す
る
基

礎
的
知

識
を
身

に
付

け
、

発
達

を
踏

ま
え

た
学
習

を
支
え

る
指
導

に
つ
い

て

基
本

的
な

考
え

方
を

理
解

す
る
。

目
標

１
．

保
育
実
践

に
関

わ
る

発
達

理
論

等
の

心
理

学
的

知
識

を
踏

ま
え

、
発

達
を

捉

え
る
視
点

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

２
．

子
ど
も

の
発

達
に

関
わ

る
心

理
学

の
基

礎
を

習
得

し
、

養
護

及
び

教
育

の
一

体
性
や
発

達
に

即
し

た
援

助
の

基
本

と
な

る
子

ど
も

へ
の

理
解

を
深

め
る

。

３
．

乳
幼

児
期

の
子

ど
も

の
学

び
の

過
程

や
特

性
に

つ
い

て
基

礎
的

な
知

識
を

習

得
し

、
保

育
に

お
け

る
人

と
の

相
互

的
関

わ
り

や
体

験
、

環
境

の
意

義
を

理

解
す
る

。

到
達

目
標

内
容

（
１
）
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達
の
過
程

１
）
幼
児
、
児

童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達
に

対
す
る
外
的
及
び
内
的
要
因
の
相
互
作

用
、
発
達
に
関
す
る
代
表
的
理
論
を
踏
ま
え
、
発
達
の
概
念
及
び
教
育
に
お
け
る

発
達
理
解
の
意
義
を
理
解
し
て
い
る
。

２
）
乳
幼
児
か
ら

青
年

期
の
各

時
期
に

お
け

る
運
動
発
達
・
言
語
発
達
・
認
知
発
達
・

社
会
性
の

発
達
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
理
解
し
て
い
る
。

（
２
）
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
学
習
の
過
程

１
）
様
々
な
学

習
の
形
態
や
概
念
及
び
そ
の
過

程
を
説
明
す
る
代
表
的
理
論
の
基
礎
を

理
解
し
て

い
る
。

２
）
主
体
的
学

習
を

支
え

る
動

機
づ
け
・
集

団
づ
く
り
・
学
習
評
価
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
発
達

の
特
徴
と
関
連
付
け
て
理
解
し
て

い
る
。

３
）
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達
を
踏
ま
え
、
主
体
的
な
学
習
活
動
を
支
え

る
指
導
の

基
礎
と
な
る
考
え
方
を
理
解
し
て
い
る
。

１
．
発
達
を
捉
え
る
視
点

１
）

子
ど
も

の
発
達

を
理

解
す

る
こ

と
の

意
義

２
）

子
ど
も

の
発
達

と
環

境

３
）

発
達
理

論
と
子

ど
も

観
・

保
育

観

２
．

子
ど
も
の
発
達
過
程

１
）

社
会
情

動
的
発

達

２
）

身
体
的

機
能
と

運
動

機
能

の
発

達

３
）

認
知
の

発
達

４
）

言
語
の

発
達

３
．
子
ど
も
の
学
び
と
保
育

１
）

乳
幼
児

期
の
学

び
に

関
わ

る
理

論

２
）

乳
幼
児

期
の
学

び
の

過
程

と
特

性

３
）

乳
幼
児

期
の
学

び
を

支
え

る
保

育
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シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・
教
職

課
程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
「

幼
児

、
児

童
及

び
生
徒

の
心

身
の
発

達
及
び

学
習
の

過
程
」
の
科
目

と
保
育

士
養
成

課
程
「

保
育

の
心

理
学

」
を

両
課

程
に

共
通

す
る

科
目

と
し

て
開

講

す
る
際

は
、
下

線
部

分
に

配
慮

し
て

シ
ラ

バ
ス

を
作
成
す

る
こ
と

。
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シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・
教
職

課
程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
「

幼
児

、
児

童
及

び
生
徒

の
心

身
の
発

達
及
び

学
習
の

過
程
」
の
科
目

と
保
育

士
養
成

課
程
「

保
育

の
心

理
学

」
を

両
課

程
に

共
通

す
る

科
目

と
し

て
開

講

す
る
際

は
、
下
線

部
分

に
配

慮
し

て
シ

ラ
バ

ス
を

作
成
す

る
こ
と

。

Ｎ
ｏ
．

８
「

教
職

実
践

演
習

」
と
「

保
育

実
践

演
習

」

教
職

課
程

認
定

の
手
引
き

保
育
士
養

成
課

程
を

構
成

す
る

各
教

科
目

の
目

標
及

び
教

授
内

容

科
目
名

教
職

実
践

演
習

科
目
名

保
育

実
践

演
習

（
演

習
、

２
単

位
）

目
標

こ
の

科
目

は
、
「

今
後

の
教

員
養

成
・

免
許
制
度

の
在
り

方
に
つ

い
て

」
（
平

成
年

中
央

教
育

審
議

会
答

申
）

に
お

い
て
授

業
内
容

や
到
達

目
標
等

が
示
さ

れ
て
い

る
こ

と
か

ら
、

新
た

な
コ

ア
カ

リ
キ
ュ
ラ

ム
は
作

成
さ
れ

て
い
な

い
。

（
以
下

、
教

職
課

程
認

定
の

手
引

き
よ
り

、
目
標

に
相
当

す
る
も

の
を
引

用

し
た

。
）

教
職

実
践

演
習

は
、

教
職

課
程

の
他
の
授

業
科
目

の
履
修

や
教
職

課
程

以
外

で
の

様
々

な
活

動
を

通
じ

て
、
学
生

が
身
に

付
け
た

資
質
能

力
が
、

教
員

と
し

て
最

小
限

必
要

な
資

質
能
力
と

し
て
有

機
的
に

「
統
合

さ
れ
、

形
成

さ
れ

た
か

に
つ

い
て

、
課

程
認
定
大

学
が
自

ら
の
養

成
す
る

教
員
像

や
到

達
目

標
等

に
照

ら
し

て
最

終
的

に
確

認
す
る

も
の
で

あ
る
。

学
生
は

こ
の

科
目

の
履

修
を

通
じ

て
、

将
来

、
教

員
に
な

る
上
で

、
自
己

に
と
っ

て
何

が
課

題
で

あ
る

の
か

を
自

覚
し

、
必

要
に
応

じ
て
不

足
し
て

い
る
知

識
や

技
術

等
を

補
い

、
そ

の
定

着
を

図
る

こ
と
に

よ
り
、

教
職
生

活
を
よ

り
円

滑
に

ス
タ

ー
ト

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と
が

期
待
さ

れ
る
。

目
標

１
．
指
定

保
育

士
養

成
施

設
に

お
け

る
教

育
課

程
の

全
体

を
通

し
て

、
保

育
士

と

し
て
必
要

な
保

育
に

関
す

る
専

門
的

知
識

及
び

技
術

、
幅

広
く

深
い

教
養

及

び
総
合
的

な
判

断
力

、
専

門
職

と
し

て
の

倫
理

観
等

が
習

得
、

形
成

さ
れ

た

か
、
自
ら

の
学

び
を

振
り

返
り

把
握

す
る

。

２
．
保
育

実
習

等
を

通
じ

た
自

ら
の

体
験

や
収

集
し

た
情

報
に

基
づ

き
、

保
育

に

関
す
る
現

代
的

課
題

に
つ

い
て

の
現

状
を

分
析

し
、

そ
の

課
題

へ
の

対
応

と

し
て
保
育

士
、

保
育

の
現

場
、

地
域

、
社

会
に

求
め

ら
れ

る
こ

と
は

何
か

、

多
様
な
視

点
か

ら
考

察
す

る
力

を
習

得
す

る
。

３
．
１
及

び
２

を
踏

ま
え

、
自

己
の

課
題

を
明

確
化

し
、

保
育

の
実

践
に

際
し

て

必
要
と
な

る
基

礎
的

な
資

質
・

能
力

の
定

着
を

さ
せ

る
。

目
標

内
容

科
目
の
趣

旨
を
踏

ま
え

、
以

下
の

４
つ

の
事

項
を

含
む
こ

と
が
適

当
で
あ

る
。

①
使
命
感

や
責
任

感
、

教
育

的
愛

情
等

に
関

す
る

事
項

②
社
会
性

や
対
人

関
係

能
力

に
関

す
る

事
項

③
幼
児
児

童
生
徒

理
解

や
学

級
経

営
等

に
関

す
る

事
項

④
教
科
・

保
育
内

容
等

の
指

導
力

に
関

す
る

事
項

ま
た
、
本
科
目

の
企

画
、
立

案
、
実

施
に

当
た

っ
て
は

、
常

に
学

校
現
場

や
教
育

委
員
会

と

の
緊
密
な

連
携
・

協
力

に
留

意
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ
る

。

１
．
学
び

の
振
り

返
り

グ
ル
ー
プ

討
論

、
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
等

の
授

業
方

法
を

活
用

し
、
以

下
の

①
〜

④
の

観
点

を
中
心
に

、
こ

れ
ま

で
の

自
ら

の
学

び
を

、
保

育
実

習
等

に
お

け
る

体
験

と
結

び
つ

け
な

が

ら
振
り
返

る
。

①
保
育
士

の
意
義

や
役

割
、

職
務

内
容

、
子

ど
も

に
対

す
る

責
任

、
倫

理

②
社
会
性

、
対
人

関
係

能
力

③
子
ど
も

や
そ
の

家
庭

の
理

解
、

職
員

間
の

連
携

、
関

係
機

関
と

の
連

携

④
保
育
や

子
育
て

家
庭

に
対

す
る

支
援

の
展

開

保育教諭養成課程研究　第4号（2018）
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授
業
内
容

例

◯
様
々
な

場
面
を

想
定

し
た

役
割

演
技
（

ロ
ー

ル
プ

レ
ー
イ

ン
グ
）
や
事
例

研
究
の

ほ
か
、
現

職
教
員
と

の
意
見

交
換

等
を

通
じ

て
、
教

職
の

意
義

や
教
員

の
役

割
、
職
務

内
容
、
子

ど
も

に
対
す
る

責
務
等

を
理

解
し

て
い

る
か

を
確

認
す

る
。
（
主
と
し

て
①
に

関
連
）

◯
学
校
に

置
い
て

、
校

外
学

習
時

の
安

全
管

理
や

、
休
み
時

間
や

放
課
後

等
の
補

充
指
導
、
遊

び
な

ど
、

子
供

と
直

接
関

わ
り

あ
う

活
動

の
体

験
を

通
じ

て
、

子
供

理
解

の
重

要
性

や
教

員
が
担
う

責
任
の

重
さ

を
理

解
し

て
い

る
か

を
確

認
す
る

。（
主

と
し
て

①
、
③

に
関
連
）

２
．
保
育

に
関
す

る
現

代
的

課
題

の
分

析
に

基
づ

く
探

求

グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク

や
研

究
発

表
、
討

論
等

に
よ

り
、
保

育
に

関
わ

る
今

日
の

社
会

的
状

況
等

の
課
題
に

つ
い
て

自
ら

問
い

を
立

て
、
そ

の
要

因
や

背
景

、
課

題
解

決
の

方
向

性
及

び
そ

の

具
体
的
内

容
や
方

法
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

３
．

１
及

び
２

を
踏

ま
え

て
、

自
身

の
習

得
し

た
知

識
・

技
術

等
と

保
育

に
関

す
る

現
代

的

課
題
等
か

ら
、
自

己
の

課
題

を
把

握
す

る
。

そ
の

上
で

、
目

指
す

保
育

士
像

や
今

後
に

向
け

て
取

り
組

む
べ

き
こ

と
及

び
そ

の
具

体
的

な
手
段
や

方
法
等

を
明

確
化

す
る

。

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・
幼
稚

園
教
諭

養
成

課
程

の
「

教
職

実
践

演
習

」
と

、
保
育
士
養

成
課
程
「

保
育
実

践
演
習
」
を

両
課
程

に
共
通

す
る
科

目
と

し
て

開
講

す
る

際
は

、
保

育
士

養
成

課
程

に
お

け
る

下
線

部
分

、

教
職
課
程

コ
ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
け

る
波

線
部

分
に
留

意
す
る

必
要
が

あ
る
。

・
幼
稚
園

教
諭
養

成
課

程
に

お
い

て
、

①
～

④
を

満
た
す

授
業
計

画
を
設

計
す
る

際
は
、

保
育
士

養
成
課

程
に
お

け
る
１

③
の

内
容

も
含

ん
で

い
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

、
シ

ラ
バ

ス
の

記

載
内
容
を

工
夫
す

る
必

要
が

あ
る

。
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授
業
内
容

例

◯
様
々
な

場
面
を

想
定

し
た

役
割

演
技
（

ロ
ー

ル
プ

レ
ー
イ

ン
グ
）
や
事
例

研
究
の

ほ
か
、
現

職
教
員
と

の
意
見

交
換

等
を

通
じ

て
、
教

職
の

意
義

や
教
員

の
役

割
、
職
務

内
容
、
子

ど
も

に
対
す
る

責
務
等

を
理

解
し

て
い

る
か

を
確

認
す

る
。
（
主
と
し

て
①
に

関
連
）

◯
学
校
に

置
い
て
、
校

外
学

習
時

の
安

全
管

理
や

、
休
み
時

間
や

放
課
後

等
の
補

充
指
導
、
遊

び
な

ど
、

子
供

と
直

接
関

わ
り

あ
う

活
動

の
体

験
を

通
じ

て
、

子
供

理
解

の
重

要
性

や
教

員
が
担
う

責
任
の

重
さ

を
理

解
し

て
い

る
か

を
確

認
す
る

。（
主

と
し
て

①
、
③

に
関
連
）

２
．
保
育

に
関
す

る
現
代

的
課

題
の

分
析

に
基

づ
く

探
求

グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク

や
研

究
発

表
、
討

論
等

に
よ

り
、
保

育
に

関
わ

る
今

日
の

社
会

的
状

況
等

の
課
題
に

つ
い
て

自
ら

問
い

を
立

て
、
そ

の
要

因
や

背
景

、
課

題
解

決
の

方
向

性
及

び
そ

の

具
体
的
内

容
や
方

法
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

３
．

１
及

び
２

を
踏

ま
え

て
、

自
身

の
習

得
し

た
知

識
・

技
術

等
と

保
育

に
関

す
る

現
代

的

課
題
等
か

ら
、
自

己
の

課
題

を
把

握
す

る
。

そ
の

上
で

、
目

指
す

保
育

士
像

や
今

後
に

向
け

て
取

り
組

む
べ

き
こ

と
及

び
そ

の
具

体
的

な
手
段
や

方
法
等

を
明

確
化

す
る

。

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意
点

・
幼
稚

園
教
諭

養
成

課
程

の
「

教
職

実
践

演
習

」
と
、
保
育
士
養

成
課
程
「

保
育
実

践
演
習
」
を

両
課
程

に
共
通

す
る

科
目

と
し

て
開

講
す

る
際

は
、
保

育
士

養
成

課
程

に
お

け
る

下
線

部
分

、

教
職
課
程

コ
ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
け

る
波

線
部

分
に
留

意
す
る

必
要
が

あ
る
。

・
幼
稚
園

教
諭
養

成
課

程
に

お
い

て
、

①
～

④
を

満
た
す

授
業
計

画
を
設

計
す
る

際
は
、

保
育
士

養
成
課

程
に
お

け
る
１

③
の

内
容

も
含

ん
で

い
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

、
シ

ラ
バ

ス
の

記

載
内
容
を

工
夫
す

る
必

要
が

あ
る

。

参
考
例

１
「
領
域

に
関

す
る

専
門
的

事
項
」
（
モ

デ
ル

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

）
と

「
保

育
内

容
の

理
解
と

方
法
」

幼
稚
園
教

諭
養
成

課
程

の
「

領
域

に
関

す
る

専
門

的
事
項

」
は
、

幼
稚
園

教
育
要

領
で
定

め
る
健

康
、
人

間
関
係

、
環
境

、
言

葉
、

及
び

表
現

の
領

域
に

関
す

る
専

門
的

事
項

に
つ

い
て

習
得

す
る
こ
と

が
必
要

（
改

正
幼

稚
園

教
諭

養
成

課
程

（
改
正

教
育
職

員
免
許

法
施
行

規
則

第
二
条
第

１
項
表

備
考
第

一
号

）
と

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

内
容

は
、

領
域

に
関

す
る

専
門

的
な

内
容

を
深

め
る

知
識

や
理

解
、

技
術

等
の
習

得
で

あ
る

。
文

部
科

学
省

の
委

託
調

査
研

究
を

受
け

て
、

保
育

教
諭

養
成

課
程

研
究

会
で

作
成

し
た

幼
稚

園
教

諭
養

成
課

程
の

モ
デ

ル
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

は
、

「
幼
児
と

健
康

」「
幼

児
と

人
間

関
係

」「
幼

児
と

環
境

」「
幼
児

と
言
葉

」「
幼

児
と
表

現
」
を

あ
げ
て

い
る

。「
保
育

士
養

成
課

程
を

構
成

す
る

各
教

科
目

の
目

標
及

び
教

授
内

容
」
の
「

保
育

内

容
の

理
解

と
方

法
」

は
、

保
育
所

保
育

指
針

に
示

さ
れ

る
保

育
の

内
容

の
理

解
と

方
法

で
あ

り
、

各
領

域
の

内
容

の
理

解
を

深
め

た
う

え
で

の
具

体
的

な
実

践
を

含
ん

で
い

る
。

両
課

程
と

も
、

領
域

に
関
す

る
理
解

を
深

め
る

点
は

共
通

で
あ

る
。
幼

稚
園
教

諭
養
成

課
程
と

保
育
士

養
成
課

程
の
共

通
な
科

目
と
し

て
開

設
す

る
場

合
に

は
、
そ

の
シ

ラ
バ

ス
に

、
領

域
に

関
す

る
専

門
的

な
理
解
と

と
も
に

、「
保

育
士

養
成

課
程

を
構

成
す

る
各

教
科
目

の
目
標

及
び
教

授
内
容

」
が
求

め
て
い

る
領

域
の
内

容
を

具
体

的
な

実
践

に
つ

な
げ

る
方

法
を

含
む

必
要

が
あ

る
。

幼
稚

園
教

諭
養

成
課

程
モ
デ
ル

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

保
育

士
養

成
課

程
を

構
成

す
る

各
教

科
目

の
目

標
及

び
教

授
内

容

科
目
名

領
域
に
関

す
る
専

門
的
事

項
科

目
名

保
育

内
容

の
理

解
と

方
法

（
演

習
・

単
位

）

領
域
に
関

す

る
専
門
的

事

項
の
考
え

方

教
職

課
程
上

の
位

置
づ

け

教
育

職
員

免
許

法
施

行
規

則
の

改
正

に
よ

り
、
こ

れ
ま
で

の
「
教

科
に
関

す
る
科

目
」
が

「
領

域
及

び
保

育
内

容
の

指
導

法
に
関
す

る
科
目

」
に
改

め
ら
れ

ま
し
た

。

【
領

域
及

び
保

育
内

容
の

指
導
法

に
関
す

る
科
目

】

イ
領

域
に

関
す

る
専

門
的

事
項

ロ
保

育
内

容
の

指
導

法
（

情
報

機
器
及

び
教
材

の
活
用

を
含
む

。）

教
職

員
免

許
法

改
正

規
則

で
は

、
イ
と
ロ

を
合
わ

せ
て
、

専
修
免

許
単
位

、
一
種

免
許

単
位

、
二

種
免

許
単

位
以

上
の
単

位
取
得

が
必
要

で
あ
る

。
ま
た

、「
領
域
に

関
す
る

専
門

的
事

項
」

は
、

幼
稚

園
教

諭
一
種
免

許
状
で

は
５
領

域
中
５

領
域
設

置
す
る

必
要
が

あ

る
と

教
職

課
程

認
定

基
準

に
規

定
さ
れ
て

い
る
。

科
目
名

例
「
幼

児
と
健

康
」
「
幼
児

と
人
間

関
係

」
「

幼
児

と
環

境
」「

幼
児

と
言

葉
」「

幼
児
と
表

現
」

保
育

教
諭

養
成

課
程

研
究

会
で

は
、
各
大

学
等
が

教
育
課

程
を
編

成
し
、

こ
の
科

目
に
つ

い
て

シ
ラ

バ
ス

等
を

作
成

す
る

に
あ
た
り

参
考
と

な
る
よ

う
な
モ

デ
ル
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
を

作

成
し

た
。（

平
成

年
度

文
部

科
学
省
委

託
研
究

）

以
下

、
「

領
域

に
関

す
る

専
門

的
事
項
」

モ
デ
ル

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

の
考
え

方
で
あ

る
。
（

保
育

目
標

（
目

標
）

１
．

子
ど

も
の

心
身

の
発

達
や

子
ど

も
を

取
り

巻
く

環
境

等

と
保

育
所

保
育

指
針

に
示

さ
れ

る
保

育
の

内
容

を
理

解

し
た

上
で

、
子

ど
も

の
生

活
と

遊
び

を
豊

か
に

展
開

す

る
た

め
に

必
要

な
知

識
や

技
術

を
実

践
的

に
習

得
す

る
。

２
．

保
育

に
お

け
る

教
材

等
の

活
用

及
び

作
成

と
、

保
育

の

環
境

の
構

成
及

び
具

体
的

展
開

の
た

め
の

技
術

を
実

践

的
に

習
得

す
る

。

子
ど

も
の

心
身

の
発

達
や

子
ど

も
を

取
り

巻
く

環
境

等

と
、

保
育

所
保

育
指

針
に

示
さ

れ
る

保
育

の
内

容
を

踏
ま

え

て
、

子
ど

も
の

生
活

と
遊

び
に

お
け

る
体

験

（
※

）
と

保
育

の
環

境
を

捉
え

、
以

下
の

知
識

・
技

術
を

学

ぶ
。
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教
諭

養
成

課
程

研
究

会
の

Ｈ
Ｐ

参
照

）

考
え

方

○
領

域
に

つ
い

て
、

領
域

そ
れ

ぞ
れ
の
学

問
的
な

背
景
や

基
盤
と

な
る
考

え
方
を

学
ぶ
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

幼
稚

園
教

育
に
お
い

て
、
「
何
を

ど
の
よ
う

に
指
導

す
る
の

か
」
と

い
う

視
点

で
見

た
と

き
の

「
何

を
」
に
あ

た
る
部

分
で
あ

る
。
幼

稚
園
教

育
要
領

に
示

さ
れ

て
い

る
ね

ら
い

及
び

内
容

を
含
め
な

が
ら
、

こ
れ
ら

に
限
定

さ
れ
る

こ
と
な

く
、

よ
り

幅
広

く
、

よ
り

深
い

内
容

が
求
め
ら

れ
る
。

○
各

大
学

等
で

、「
イ

領
域

に
関

す
る
専

門
的
事

項
」
の

科
目
を

構
成
す

る
場
合

、
科
目

名
は

、
必

ず
し

も
「

幼
児

と
○
○

」
と
す

る
も
の

で
は
な

い
。
モ

デ
ル
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

に
お

い
て

「
幼

児
と

○
○

」
と

し
た
理
由

は
、
本

科
目
は

各
領
域

の
背
景

に
あ
る

専
門

的
な

視
点

か
ら

の
領

域
の

考
え

方
を
深
め

る
こ
と

を
目
指

し
て
い

て
、
そ

の
分
野

は
多

岐
に

わ
た

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
が
、
必

ず
「
幼

児
」
「
幼
児
期

」「
幼
児
期

の
教
育

」

の
視

点
を

忘
れ

な
い

で
と

い
う

こ
と
を
意

味
す
る

も
の
で

あ
る
。

各
大

学
等
に

お
け

る
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

す
る

際
の
留

意
事
項

○
領

域
の

内
容

に
関

わ
る

授
業

担
当
者
の

専
門
を

生
か
し

つ
つ
、
モ
デ

ル
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
の

一
般

目
標

や
到

達
目

標
を

踏
ま
え

、
当
該

領
域
に

関
し
て

の
専
門

的
な
知

識
・
技

能
等
を

修
得

で
き

る
よ

う
、

工
夫

し
て
い

く
。

○
授

業
モ

デ
ル

を
参

考
に

し
て

、
主
体
的
・
対

話
的
で

深
い
学
び

と
な
る

過
程
を

保
証

す
る

授
業

を
構

想
し

て
い

く
。

担
当

者
に
求

め
ら

れ
る

こ
と

○
各

領
域

に
関

連
す

る
学

問
分

野
を
専
門

と
す
る

者
が
担

当
す
る

こ
と
に

な
る
が

、
い

ず
れ

の
場

合
も

、
「

幼
児

」
や

「
幼

児
期
の

教
育

」、
「
幼
稚

園
教
育

」
に
つ

い
て
、

よ
く
理

解
し

て
い

る
こ

と
は

重
要

で
あ

る
。
科

目
担
当

に
当
た

っ
て
は

、
他
の

教
職
課

程
科
目

と
同
様

に

研
究

業
績

審
査

が
あ

る
。

内
容

１
．

子
ど

も
の

生
活

と
遊

び
に

お
け

る
他

者
（

保
育

士
等

や

他
の

子
ど

も
）

と
の

関
係

や
集

団
の

中
で

の
育

ち
の

理

解
と

援
助

に
関

わ
る

知
識

及
び

技
術

２
．

子
ど

も
の

生
活

や
遊

び
に

お
い

て
イ

メ
ー

ジ
を

豊
か

に

し
、

感
性

を
養

う
た

め
の

環
境

の
構

成
と

保
育

の
展

開

に
必

要
と

な
る

知
識

及
び

技
術

３
．
子

ど
も

の
生

活
と

遊
び

に
お

け
る

様
々

な
遊

具
や

用
具

、

素
材

や
教

材
等

の
特

性
の

理
解

と
、

そ
れ

ら
の

活
用

や

作
成

に
必

要
と

な
る

知
識

及
び

技
術

※
子

ど
も

の
生

活
と

遊
び

に
お

け
る

体
験

の
例

①
見

立
て

や
ご

っ
こ

遊
び

、
劇

遊
び

、
運

動
遊

び
等

に
お

け
る

体
験

②
身

近
な

自
然

や
も

の
の

音
や

音
色

、
人

の
声

や
音

楽
等

に
親

し
む

体
験

③
身

近
な

自
然

や
も

の
の

色
や

形
、

感
触

や
イ

メ
ー

ジ
等

に
親

し
む

体
験

④
子

ど
も

自
ら

が
児

童
文

化
財

（
絵

本
、

紙
芝

居
、

人
形

劇
、

ス
ト

ー
リ

ー
テ

リ
ン

グ
等

）
に

親
し

む
体

験
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教
諭

養
成

課
程

研
究

会
の

Ｈ
Ｐ

参
照

）

考
え

方

○
領

域
に

つ
い

て
、

領
域

そ
れ

ぞ
れ
の
学

問
的
な

背
景
や

基
盤
と

な
る
考

え
方
を

学
ぶ
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

幼
稚

園
教
育

に
お
い

て
、
「
何
を

ど
の
よ
う

に
指
導

す
る
の

か
」
と

い
う

視
点

で
見

た
と

き
の

「
何
を

」
に
あ

た
る
部

分
で
あ

る
。
幼

稚
園
教

育
要
領

に
示

さ
れ

て
い

る
ね

ら
い

及
び

内
容
を

含
め
な

が
ら
、

こ
れ
ら

に
限
定

さ
れ
る

こ
と
な

く
、

よ
り

幅
広

く
、

よ
り

深
い

内
容
が

求
め
ら

れ
る
。

○
各

大
学

等
で

、「
イ

領
域

に
関

す
る
専

門
的
事

項
」
の

科
目
を

構
成
す

る
場
合

、
科
目

名
は

、
必

ず
し

も
「

幼
児

と
○

○
」
と
す

る
も
の

で
は
な

い
。
モ

デ
ル
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

に
お

い
て

「
幼

児
と

○
○

」
と

し
た
理
由

は
、
本

科
目
は

各
領
域

の
背
景

に
あ
る

専
門

的
な

視
点

か
ら

の
領

域
の

考
え

方
を
深
め

る
こ
と

を
目
指

し
て
い

て
、
そ

の
分
野

は
多

岐
に

わ
た

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
が
、
必

ず
「
幼

児
」
「
幼
児
期

」「
幼
児
期

の
教
育

」

の
視

点
を

忘
れ

な
い

で
と

い
う

こ
と
を
意

味
す
る

も
の
で

あ
る
。

各
大

学
等
に

お
け

る
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

す
る

際
の
留

意
事
項

○
領

域
の

内
容

に
関

わ
る

授
業

担
当
者
の

専
門
を

生
か
し

つ
つ
、
モ
デ

ル
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
の

一
般

目
標

や
到

達
目

標
を

踏
ま

え
、
当
該

領
域
に

関
し
て

の
専
門

的
な
知

識
・
技

能
等
を

修
得

で
き

る
よ

う
、

工
夫

し
て

い
く
。

○
授

業
モ

デ
ル

を
参

考
に

し
て

、
主
体
的
・
対

話
的
で

深
い
学
び

と
な
る

過
程
を

保
証

す
る

授
業

を
構

想
し

て
い

く
。

担
当

者
に
求

め
ら

れ
る

こ
と

○
各

領
域

に
関

連
す

る
学

問
分

野
を
専
門

と
す
る

者
が
担

当
す
る

こ
と
に

な
る
が

、
い

ず
れ

の
場

合
も

、
「

幼
児

」
や

「
幼

児
期
の

教
育

」、
「
幼
稚

園
教
育

」
に
つ

い
て
、

よ
く
理

解
し

て
い

る
こ

と
は

重
要

で
あ

る
。
科

目
担
当

に
当
た

っ
て
は

、
他
の

教
職
課

程
科
目

と
同
様

に

研
究

業
績

審
査

が
あ

る
。

内
容

１
．

子
ど

も
の

生
活

と
遊

び
に

お
け

る
他

者
（

保
育

士
等

や

他
の

子
ど

も
）

と
の

関
係

や
集

団
の

中
で

の
育

ち
の

理

解
と

援
助

に
関

わ
る

知
識

及
び

技
術

２
．

子
ど

も
の

生
活

や
遊

び
に

お
い

て
イ

メ
ー

ジ
を

豊
か

に

し
、

感
性

を
養

う
た

め
の

環
境

の
構

成
と

保
育

の
展

開

に
必

要
と

な
る

知
識

及
び

技
術

３
．
子

ど
も

の
生

活
と

遊
び

に
お

け
る

様
々

な
遊

具
や

用
具

、

素
材

や
教

材
等

の
特

性
の

理
解

と
、

そ
れ

ら
の

活
用

や

作
成

に
必

要
と

な
る

知
識

及
び

技
術

※
子

ど
も

の
生

活
と

遊
び

に
お

け
る

体
験

の
例

①
見

立
て

や
ご

っ
こ

遊
び

、
劇

遊
び

、
運

動
遊

び
等

に
お

け
る

体
験

②
身

近
な

自
然

や
も

の
の

音
や

音
色

、
人

の
声

や
音

楽
等

に
親

し
む

体
験

③
身

近
な

自
然

や
も

の
の

色
や

形
、

感
触

や
イ

メ
ー

ジ
等

に
親

し
む

体
験

④
子

ど
も

自
ら

が
児

童
文

化
財

（
絵

本
、

紙
芝

居
、

人
形

劇
、

ス
ト

ー
リ

ー
テ

リ
ン

グ
等

）
に

親
し

む
体

験

参
考
例
２

保
育

内
容
総

論

「
保
育
内

容
総

論
」
は
、
保
育
士
養
成
課
程
に
お
い
て
は
必
修
科
目
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
に
お
け
る
「
領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科

目
」
に
含
ま
れ

、
必
ず
し
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
多
く
の
幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
の
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
平
成

年

度
文
部
科
学
省
委
託
研
究
を
受
け
て
保
育
教
諭
養

成
研
究
会
が
作
成
し
た
幼
稚
園
教
諭
養
成
課
程
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
異
な
り
、
幼

稚
園
教
諭
養
成
課
程
に
お
い
て
こ
の
項
目
を
満
た
す
こ
と
は
必
須
で
は
な
い
。

幼
稚

園
教

諭
養

成
課

程
（

モ
デ

ル
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

）
保

育
士
養

成
課

程
を

構
成

す
る

各
教

科
目

の
目

標
及

び
教

授
内

容

科
目
名

保
育

内
容

総
論

科
目
名

保
育

内
容

総
論

（
演

習
、

１
単

位
）

一
般

目
標

（
１
）

幼
稚

園
教

育
の

基
本

に
基

づ
く

指
導
の
考

え
方
の

理
解

（
２
）

発
達

を
見

通
し

た
指

導
計

画
作
成

の
理
解

（
３
）

幼
稚

園
に

お
け

る
具

体
的

な
指
導

の
理
解

目
標

１
．
保
育

所
保

育
指

針
に

お
け

る
「

保
育

の
目

標
」「

育
み

た
い

資
質
・
能

力
」「

幼

児
期

の
終

わ
り

ま
で

に
育

っ
て

ほ
し

い
姿

」
と

「
保

育
の

内
容

」
の

関
連

を

理
解
す

る
。

２
．

保
育

所
保

育
指

針
の

各
章

の
つ

な
が

り
を

読
み

取
り

、
保

育
の

全
体

的
な

構

造
を
理

解
す

る
。

３
．

子
ど

も
の

発
達

や
生

活
を

取
り

巻
く

社
会

的
背

景
及

び
保

育
の

内
容

の
歴

史

的
変

遷
等

を
踏

ま
え

、
保

育
の

内
容

の
基

本
的

な
考

え
方

を
、

子
ど

も
の

発

達
や
実
態

に
即

し
た

具
体

的
な

保
育

の
過

程
計
画
・
実

践
・
記
録
・

省
察
・

評
価
・

改
善

に
つ

な
げ

て
理

解
す

る
。

４
．
保
育

の
多

様
な

展
開

に
つ

い
て

具
体

的
に

理
解

す
る

。

到
達

目
標

内
容

（
１
）
幼

稚
園
教

育
の

基
本

に
基

づ
く

指
導

の
考

え
方
の

理
解

１
）

幼
児

期
の

教
育

に
お

け
る

見
方

・
考

え
方

に
つ
い
て

、
具
体

的
な
事

例
を
挙

げ
て
説

明
で
き
る

。

２
）

幼
稚

園
教

育
の

基
本

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

３
）

遊
び

を
通

し
て

の
総

合
的

な
指

導
の

意
義

と
教
師
の

役
割
が

説
明
で

き
る
。

４
）

幼
稚

園
教

育
に

お
け

る
幼

児
理

解
に

基
づ

く
評
価
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

５
）

幼
稚

園
教

育
と

小
学

校
教

育
と

の
円

滑
な

接
続
に
つ

い
て
の

説
明
で

き
る
。

（
２
）
発

達
を
見

通
し

た
指

導
計

画
作

成
の

理
解

１
）

幼
稚

園
教

育
に

け
る

指
導

計
画

の
考

え
方

に
つ
い
て

説
明
で

き
る

１
．
保
育

の
全
体

構
造
と

保
育

内
容

１
）

保
育
所

保
育
指

針
に

基
づ

く
保

育
の

全
体

構
造

と
保

育
内

容
の

理
解

２
）

保
育
の

内
容
の

歴
史

的
変

遷
と

そ
の

社
会

的
背

景

３
）

子
ど
も

の
発
達

や
生

活
に

即
し

た
保

育
の

内
容

の
基

本
的

な
考

え
方

２
．
保
育

の
基
本

を
踏
ま

え
た

保
育

内
容

の
展

開

保
育

の
基
本

的
な
考

え
方

・
養
護

及
び
教

育
が
一

体
的

に
展

開
す

る
保

育

・
子
ど

も
の
主

体
性
を

尊
重

す
る

保
育

・
環
境

を
通
し

て
行
う

保
育
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２
）

長
期

の
指

導
計

画
と

短
期

の
指

導
計

画
と

の
関
係
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

３
）

具
体

的
な

幼
児

の
姿

か
ら
指

導
計

画
を

作
成

す
る

手
順

と
配

慮
点

に
つ

い
て

説
明

で

き
る
。

４
）

指
導

計
画

の
評

価
の

考
え

方
に

つ
い

て
説

明
で
き
る

。

５
）

幼
児

に
と

っ
て

の
行

事
の

意
味

を
理

解
し

、
園
行
事

の
在
り

方
を
説

明
で
き

る
。

６
）「

幼
児

期
の

終
わ

り
ま

で
に

育
っ

て
ほ

し
い

姿
」
を
理
解
し

そ
れ
に

沿
っ
て

、
歳
児

後
半
の
幼

児
の

姿
を

具
体

的
に

説
明

で
き

る
。

（
３
）
幼

稚
園
に

お
け

る
具

体
的

な
指

導
の

理
解

１
）

幼
児

の
実

態
に

沿
っ

て
、

物
や

人
と

の
と

の
か
か
わ

り
を
深

め
る
視

点
か
ら

教
材
を

工
夫
す
る

力
を

付
け

る
。

２
）

保
育

記
録

の
書

き
方

を
知

り
、

幼
児

を
理

解
す
る
力

を
付
け

る
。

３
）

模
擬

保
育

を
通

し
て

、
ね

ら
い

及
び

内
容

に
沿
っ
て

総
合
的

に
指
導

す
る
力

を
付
け

る
。

・
生
活

や
遊
び

に
よ

る
総

合
的

な
保

育

・
個
と

集
団
の

発
達
を

踏
ま

え
た

保
育

・
家
庭

や
地
域

、
小
学

校
等

と
の

連
携

を
踏

ま
え

た
保

育
等

３
．
保
育

の
多
様

な
展
開

１
）

長
時
間

の
保
育

２
）

特
別
な

配
慮
を

要
す

る
子

ど
も

の
保

育

３
）

多
文
化

共
生
の

保
育

シ
ラ

バ
ス
作

成
上
の

留
意

点

・
幼
稚
園

教
諭

養
成

課
程

に
お

い
て

も
幼

稚
園

教
育

の
基
本
と
そ

の
具
体

的
な

展
開
、

保
育

士
養

成
課
程

に
お

い
て
も

保
育

の
基

本
と

そ
の

具
体

的
な

展
開

を
学

ぶ
こ

と
と

な
っ

て
い

る
。

両

課
程
に
共
通
す
る
科
目
と
し
て
設
定
す
る
場
合
に
は
、
幼

稚
園
教

諭
養

成
課
程

に
お
い

て
は

、
下
線

部
分
を
追

加
し
て

シ
ラ

バ
ス

を
作

成
す

る
こ

と
。

・
幼
稚

園
教
諭

養
成

課
程

に
お

い
て
（

１
）
を

満
た
す

授
業
計
画

を
設
計

す
る
際

は
、
保
育

士
養

成
課
程

に
お
け

る
１

（
２

）
の

内
容

も
含

ん
で

い
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

、
シ

ラ
バ

ス
の

記

載
内
容
を

工
夫
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
保

育
士
養

成
課

程
に

お
い

て
２

を
満

た
す

授
業

計
画
を
設
計

す
る
際

は
、
幼
稚
園

教
諭
養
成

課
程
に

お
け
る
（
３

）
の

内
容

も
含

ん
で

い
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

、
シ

ラ
バ

ス
の

記
載

内
容

を
工
夫
す

る
必
要

が
あ

る
。
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特集Ⅰ

「幼稚園教諭養成課程と保育士養成課程を併設する際の 
科目構成とシラバス」の解説

新しい幼稚園教諭養成課程と保育士養成課程

が平成31年度からスタートします。各養成校に

おいて、今その準備をなさっているところか思

います。授業担当者等は既に決まっているかと

は思いますが、これからシラバス作成などの作

業に入る際の留意事項ということで「幼稚園

教諭養成課程と保育士養成課程を併設する際の

科目構成とシラバス」について、お話をさせて

いただきます。

「手引書」作成の経緯
「幼稚園教諭養成課程と保育士養成課程を併設

する際の科目構成とシラバス」は、とても長いタ

イトルなので、一応、ここでは「手引書」という言

い方にします。よく、「それは、幼保の読みかえで

すか」と聞かれます。実は、これは読みかえでは

ありません。読みかえというのは、2つの課程が

あって、例えば幼稚園教諭養成課程の中にある教

科目が保育士養成課程のある教科目と非常に類

似しているので、どちらかを履修すれば、それに

読みかえますということですが、この手引書はそ

うではありません。ここに長いタイトルをつけ

ました背景には、シラバスの中に片方だけに読み

かえるというものではなくて、両方の内容を含む

シラバスが必要ということがあります。

つまり、両方の課程をもつということは、両方

の免許、資格をもつ人材を育てていくわけですか

ら、片方やればそれで十分ということではないの

です。シラバスを作成するとき、15コマあるいは

30コマあるかもしれませんが、限られたコマ数の

中に工夫しながら両方の内容を入れてほしいと

いうことです。授業担当者が、シラバス作成にお

いて、両課程の内容を含むためにはどうしたらよ

いかというお話します。

この手引書は、日本保育者養成教育学会と共同

してつくっています。経緯をお話しさせていた

だきますと、新しい保育士養成課程が示された昨

年12月は、恐らくもうコアカリの対応は各大学、

短大等でなさっていて、科目名は理事会などを通

しているのではないかという時期と思いました。

理事会を通っている場合に、前つくったものを、

次に保育士養成課程が新しくできたからまた

変えるというわけにはいかないので、何とかして

共通の考え方を示せないだろうかということが

ありました。

現在は、幼稚園教員養成課程と保育士養成課程

は、制度上は全く異なるので、そのことをどのよ

うにしたら各大学、短大等で、2つの養成課程を

しっかりやっていくことができるかが課題です。

また、時期的には新しい課程の発表が異なってい

たために、各養成校において、混乱が起きるので

はないかということもありました。そこで、この

手引書の作成に至ったわけです。

「手引書」作成の目的
保育教諭養成課程研究会は幼稚園教諭養成課程

研究会から発展して保育教諭養成課程研究会に

なってきています。日本保育者養成教育学会も、

やはり幼稚園と保育士と両方を考えて養成カリ

キュラムの問題を検討しております。今回は、

pp.77-84
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各団体から3名代表がでて、6名ですけれども、

合同で検討会をつくりながら、両方の養成課程の

内容を含むシラバス作成の考え方を示すことにし

ました。

これからですけれども、恐らくコアカリの方は

皆さんのところでは、もう提出していらっしゃる

と思います。保育士養成課程の届け出は9月20日

だそうですので、これから学内のカリキュラム等

の手続をしていくところだと思います。

昨日、保育士養成協議会の総会で、保育養成校

向けの新保育士養成課程に係る説明会があった

かと思います。この後、都道府県の保育士養成課

程にかかわって届け出を受ける行政の担当者説

明会が厚労省で行われると伺っています。予定

では6月末と伺っています。これから、行政や

大学等内で、幼保の免許・資格の共通開設のカリ

キュラムの説明が必要な場面が出てくると思い

ます。是非この手引書を活用して、これまでの

経緯とか、こういう内容を十分踏まえて各大学等

の保育士養成課程をつくっていることを確認し、

行政担当者にも伝えていっていただきたいと

思います。またシラバスで十分配慮することで、

両方の免許、資格にかかわっては共通開設ができ

る科目があること等、これを側に置きながら説明

していただきたいと思います。これが、皆様に

よって広く活用されて幼保の免許・資格の共通開

設に当たっての共通認識ができ、この手引書とし

て公になっていくことが、本手引書を作成した目

的です。

全くないところで、「いや、これまでやってき

たから」というだけではなく、もちろんこれま

でやってきたものをまとめているにすぎないの

ですけれども、新しい課程の科目についても、

このようにシラバスを作成すれば両方の課程の

内容を含んでいますということをあらわしてい

ますので、いろいろな場面で使われることに

よって、公としての価値が出てくるのかと思っ

ております。

今回、保育教諭養成課程研究会で、皆さんに

手引書をお渡ししております。いろいろなとこ

ろで活用されることによって、書いている内容が

実現し、質の高い保育者養成課程ができていくと

思っております。手引書を活用する際に、決して

読みかえではなくて、両方の内容を含むというこ

と、各養成校のカリキュラム作成で、質の高い

養成をするために活用することを踏まえてくだ

さい。

それでは、活用の際の留意事項についてお話い

たします。

「手引書」の構成における基本的な考え方
1ページです。最初の2行ですけれども、平成

31年度から実施の幼稚園教諭養成課程の科目と

保育士養成課程の科目の一部を共通に開講する

際の担当者及びシラバス作成の基本的な考え方

と留意事項ということを示しています。例えば

シラバスの内容なしに、「これは共通に開設でき

る」と断言するものではなくて、「こういう内容

をしっかり押さえているので共通開設ができる

のです」ということをいっています。

なぜそのように回りくどい言い方をするかと

いいますと、全く法律の体系が異なるので、文言

の調整だけではどうにもできないという問題に

当たり、いわゆる法律の体系が違うものを全く違

う形でそれぞれの養成校で開講するのではなく

て、いずれもが就学前の幼児を対象として教育及

び保育を行う人材を養成する観点から、その一部

については、両方の内容を含んだ形で開講してい

こうということを示しています。

2ページになります。以下、教科目の担当者の

考え方、演習か講義かということは、幼保それぞ

れの規定があります。

そのときに考え方として、コアカリキュラムの

ほうは、最初に書いてありますように、全国全て

の大学等の教職課程で共通に修得すべき資質・

能力を示すものであり、各大学等においては、
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教職課程コアカリキュラムの定める内容を学生

に修得させた上で、これに加えて地域や学校現場

のニーズに対応した教育内容や大学の自主性や

独自性を発揮した教育内容を修得させることは

当然であると書かれております。

つまり、コアカリキュラムは、それが全て教員

養成課程をもつ大学等でやらないと教員免許は

出せませんというものです。各大学・短大等に

おいては、それがカリキュラムの何割かというと

数字はあらわせませんが、コアカリキュラムを

しっかり踏まえていれば、プラスアルファという

ことは、それぞれの大学・短大等独自の科目設定

は可能ですといっています。いわゆる両方の

免許・資格を出しますといったときに、コアカリ

キュラムを中心にして考え、それに保育士養成課

程にかかわるものをプラスしていく考えに立っ

ています。

コアカリキュラムの示し方は、資質・能力を

内容ごとのまとまりで示しているので、一般目標

と到達目標も多様な内容を含み得る形で構成し

ています。「この内容でなくてはだめ」という書

き方ではなくて、こういう資質・能力を育てると

いう観点から内容を考えましょうという形です。

コアカリキュラムの内容を含んでいるかどうか

ということについて、シラバスチェックを対応表

でします。

一方、保育士養成課程を構成する各教科目の

目標及び教授内容という形になっておりまして、

指定保育士養成施設の指定及び運営の基準に定

める指定保育士養成の大学、短大、専門学校等に

おいて、必ず開設しなければならない教科目と

なっています。この教科目でこのことをしっか

り教授内容として取り上げることという形で、

ある意味では、「シラバスの何割かは入れなさい」

という書き方ではなくて、「それをきっちりやり

なさい、それで教科目が成り立っています」とい

う書きぶりになっています。

これは法律の体系が異なるので、このことに対

してそろえることは今の段階では難しいです。

コアカリキュラムでみると、このぐらいの内容は

守備範囲として考えていいのだということを

確認した上で、保育士養成課程の方にこの内容と

重なっているところはどこかを確認した上で、

それ以外に保育士養成課程が求めている内容を

各教科目に正確に出して、手引書のアンダーライ

ンとなっています。したがって、共通開設科目は、

アンダーラインを含みながらシラバスを作成し

てください。

これは手引書作成時のことですが、最初にアン

ダーラインを引くとき、いろいろなものにアン

ダーラインを引いてしまうといいますか、たとえ

ば、特別支援とか障害児のところであればインク

ルーシブな教育という言い方と、障害児保育とい

う言い方は、言葉が異なるのでたくさんアンダー

ラインを引いてしまいました。ただし文章を

正確に読んでいくと、文言が異なっていても意味

内容が同じものを指しているということもあり、

1回アンダーラインを全部引いたものを、その意

味を含んでいるというところでは逆に消してい

く作業をしました。その過程で、各行政のコアカ

リキュラムの担当者ないし保育士養成課程の担

当者に、それぞれ内容の再確認をしながら進めま

した。それでも残ったところにアンダーライン

を引いています。

ですから、少なくとも両方の免許・資格の共通

開設するのであれば、アンダーラインのところは

シラバス作成時には、必ずコアカリキュラムにプ

ラスする形で位置づけることになっています。

つまり、文言は異なっていても意味内容が同じも

のを指しているということに留意しながら、それ

ぞれの趣旨を生かしたシラバスを作成するとい

うことが大事です。

養成校の皆さん向けに書いてありますが、気持

ちとしては各自治体の担当者の方々にも読んで

もらいたいと思い、書き方を工夫しています。

もちろん、手引書は、文科省の教職員課のほうに
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も届けておりますし、日本保育者養成教育学会か

ら厚労省のほうにも届けています。

3ページになります。制度上は違うというとこ

ろがありますので、確認ですけれども、（2）教職課

程コアカリキュラムの科目担当者の研究業績の

審査ですが、再課程認定で今回業績審査をしてい

ます。担当科目○○の専門家であるということ

を示す論文等で、要するに文字業績をしっかり確

認してますので、「今まで教えてきたからとか」

「こういう実践があるから」ではなくて、研究業績

を提出する必要があります。

保育士養成課程については、運営基準の中で、

教員組織及び教員の資格等については、また別な

形でこういう資格を有する者という形で示して

いるので、両方開設するということであれば、

両方開設するためには担当者の研究業績が問わ

れてきますということなのです。

もう1つ、（3）にある講義と演習ですが、コアカ

リキュラムのほうは、単位数も講義か演習も規定

しておりません。ですから、どういう形で講義を

するか、内容としていくかというのは各大学等に

任されています。保育士養成課程のほうは、それ

が「何単位で演習です」という書き方になってい

ます。両方開設するときには、「授業担当者の業

績も問われます」「保育士養成課程の運営基準に

ある講義か演習かということも考えていきます」

さらに「シラバスでは、両方の内容を含んでいま

す」という3つの条件があって初めて共通開設が

できるのです。

教科目一覧表のアンダーラインの意味
本手引書の場合には、アンダーラインの意味

は、先ほども説明いたしました。特に保育士養成

課程の科目のほうにアンダーラインが入ってい

ます。これは個別の文言の違いを挙げているの

ではなくて、保育士と幼稚園教諭の制度上、性質

上の違いから、保育士養成課程にはあり、教職課

程コアカリキュラムにはない考え方であるとい

うことを明示しています。共通の科目として開

設する場合には、必ず含むべき事項についてアン

ダーラインを引いています。

一方、保育士養成課程にはあり、教職課程コア

カリキュラムには文言として明記されていない

が、理念上含まれている内容については、アン

ダーラインではなくてそれぞれの表の下ですけ

れども、シラバス作成時の留意事項という形で示

しています。非常に正確に書いてあるところと、

これまでそのことは両方開設として認められて

きたところはあっさりと書いています。

「領域に関する専門的な事項」のモデルカリ
キュラム
もう1つ、領域に関する専門的な事項、先ほど

教職員課の室長からもお話がありましたけれど

も、これはコアカリキュラムではありません。

モデルカリキュラムです。ですから、モデルカリ

キュラムの場合にはコアカリキュラムほど制限

はないので、それでなくてはならないという形で

はありません。ただ、幼稚園教諭養成課程、つま

り就学前の教育、保育を考える際に、やはり領域

の考え方に対する理解が必要です。もちろん指

導法に関しては保育内容の指導法ということで、

各領域で学修を進めていきます。なぜ、幼児期の

教育・保育には領域があるのか、またそれぞれの

領域として「健康」や「人間関係」や「環境」が、

なぜあるのかとか、その領域がどういう学問的背

景のもとであるのかということについて、しっか

り学ぶのが「領域に関する専門的な事項」です。

それが今回の幼稚園教諭養成課程の中では大き

く変わっているところです。

これに関しては、就学前の教育・保育として

しっかりやっていくためには、ある意味では教

科にかわるものとして力を入れるということが

あり、これも文部科学省のほうの委託研究とい

う形で、本研究会が昨年度モデルカリキュラム

として作成したものです。だから、縛られるも



保育教諭養成課程研究　第4号（2018）

– 80 – – 81 –

のではないのですが、これからの教員養成課程

の中のいわゆる領域の専門的事項としては、指導

法と並びながら、学生たちが履修していくことに

なっています。

このことに関しては、今までの共通に開設する

という2つ並んでそれぞれの科目を並べている

書き方とは少し違って、参考例という形で示して

います。

シラバスの作成において、コアカリキュラムと

いうのは必ずやらなくてはいけないものであり、

モデルカリキュラムというのは、これからの学校

教育を考える際に、これをモデルとしながら教員

養成を考えてほしいということで、少し違います。

このことに関しては、この研究会で昨年度作成し

た出版物ですけれども、きょう、冒頭に司会の先

生からご紹介がありましたが、「幼稚園教員養成課

程をどう構成するか」ということで、萌文書林よ

り作成しておりますので、参考にしてください。

「教育原理」
5ページでは、先ほどお話ししたとおり、左側

に教職課程のコアカリキュラムがあり、右側に

保育士養成課程を構成する各教科目の目標及び

教授内容が入っています。ここに書いてありま

す文言は、全てそれぞれの本文をコピーしていま

す。ですから、番号の書き方もそれぞれのコア

カリキュラムの番号の書き方ですし、右側のほ

うは保育士養成課程の番号の書き方になってい

ます。

教育原理ではアンダーラインは「子ども家庭福

祉等との関わり」とか、「子ども家庭福祉等との関

連性」、そのほか「乳幼児期の教育の特性」にあり

ます。教職課程コアカリキュラムのほうは幼小

中高が一緒の形で書いてありますが、保育士養成

課程のほうでは、特に乳幼児期とか子ども家庭福

祉との関連ということを強調しておりますので、

シラバスを作成する際には両方向を含むという

ことに留意してください。

もう 1つ、「3．教育の制度」というところは、

教職課程コアカリキュラムのほうは教育の制度

を別な科目で取り上げていますが、保育士養成

課程のほうではこの内容をここで履修しなさい

という形で入っています。このことも踏まえ

ながら、教育原理の中に内容として入れてくだ

さい。

それぞれの大学・短大等では教育制度という

科目を別にとっているのかもしれませんが、教育

原理の中でも保育士養成課程で含んでいる内容

については踏まえながらシラバスをつくってく

ださいということです。教育原理は、これまでも

幼保の共通開設が認められていた科目です。

「教職論」と「保育者論」
コアカリキュラムの「教職の意義及び教員の

役割・職務」と、教科目名でも指定する保育者論

（講義2単位）のところです。教職論をかぶせたと

きに残るものは何かということで、洗い出してみ

るとアンダーライン部分です。教職論でシラバ

スを作成する際に、コアカリキュラムにプラスし

てアンダーラインの内容を入れてください。

さらに、科目名のところで少し気になって確認

して入れたところは、保育者という用語は、教職

課程コアカリキュラムの教員よりも広い概念と

して一般的に使われています。教職課程コア

カリキュラムのところでは一応、科目名の例とし

て教職論と書いてありますが、保育者論という形

で出てきても、科目名としては十分通用しますと

書き加えています。もちろん教職論という書き

方もこれまでも共通の科目として開設してきま

した。

「教育課程論」と「保育の計画と評価」
さらに、9ページの教育課程論です。新保育士

養成課程では、保育の計画と評価になったので、

これまでの教職課程の課程認定では、保育課程論

とか教育・保育課程論という科目名で十分大丈夫
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だったのですが、今回の再課程認定では、変更さ

れています。教職課程コカリキュラム、プラスア

ンダーライン部分が必要なのです。教科目名は、

10ページの一番下の欄です。

両方に通用するという意味では、科目の名称に

ついて、幼稚園教諭養成課程は教育課程かカリ

キュラムなどの名称を含めることを求めますと

いうことです。ですから、保育の計画と評価とい

うだけでは、なかなか教職課程の審査が通りませ

んが、例えば保育カリキュラム論というような形

であれば、教職課程コアカリキュラムのほうでも

十分に読める科目名になります。

なぜここにこだわるかといいますと、いろいろ

な大学・短大等の実情がありますが、学校教育の

カリキュラム論をベースに学ぶことが求められ

ているからです。必ずしも小学校教員養成課程

があるわけではないのですけれども、教育課程と

いう問題が、いわゆる幼稚園教諭養成課程でも、

小学校教諭養成課程でも同じようにあります。

カリキュラムの考え方が幼児期だけに特定する

考え方ではありません。学校教育のカリキュラ

ム論がシラバスの中に組み込まれ、その中に乳幼

児期のカリキュラムを学ぶことが求められるの

です。「保育カリキュラム論」という科目名であ

れば、保育士養成課程でも幼稚園教諭養成課程で

も両方読めるのではないでしょうかというアド

バイスをいただいております。

「特別な支援が必要な子どもの教育」と「障害児
保育」

11ページの「特別な支援が必要な子どもの

教育」と「障害児保育」です。特別の支援を必要

とする幼児、児童及び生徒に対する理解と障害児

保育は、いろいろな見方があるのかなと思ってい

ます。初め、ここはアンダーラインがすごく多く

て、日本保育者養成教育学会とこちらの研究会の

代表が集まると、これは難しいかなと思い、それ

ぞれの行政の担当者のところに相談に行ったと

きに、文言は確かに異なっているが、相互の内容

を含みながら授業をするので、内容は非常に近い

のではないかというアドバイスをいただきまし

た。アンダーラインは12ページの「重症心身障

害児、医療的ケア児の理解と援助」というところ

だけです。

根本的に違うところは、今回、教職課程コアカ

リキュラムの中に特別な支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解が入った背景は、やは

り一般の学級担任が障害のある子供たち、また特

別に支援が必要な子供たちを受け入れたときに、

その子に対する対応や周りの子供と一緒に生活

し学習していくことに対する配慮等、担任の視点

から構成しているところです。

保育士養成課程のほうは、もちろんそういう

保育所においてクラスの中に何人か特別な支援

が必要なお子さんがいてという場合もあります

が、保育士資格は必ずしもクラスの中で生かさ

れるわけではなく、障害児施設等において仕事

をしていく中でも必要な資質です。そういった

視点からすると、やはり教職課程コアカリキュ

ラムにないのは「重症心身障害児、医療的ケア児

の理解と援助」という非常に重要な内容なので、

それにかかわってプラスしていくということに

なります。

ただ、「では共通開設がすぐ可能か」というと、

ここの教職課程コアカリキュラムのほうの科目

は、今回新たに入ってきた科目ですので、授業担

当者の研究業績の資格審査は相当に厳しいで

す。誤解があるかもしれませんけれども、正確

にしているかと思います。ですから、必ずしも

共通開設が可能になるというよりは、授業担当者

が障害者施設での実績だけでなく、学校教育に

おける特別支援教育の業績があるかが十分問わ

れます。

科目名もありまして、これは教職課程コアカリ

キュラムのほうの審査ですけれども、今回は

「特別な支援」という言葉には非常にこだわりが
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あり、学級担任の立場を踏まえますと、障害児と

いうところに限定しない形ですので、このことを

生かしながらコアカリキュラムのところで通用

していくためには、「特別支援教育・保育概論」、

「特別な支援を要する子どもの理解と支援」とい

う科目名を使いながら、業績も十分踏まえてシラ

バスに両方入れるという配慮をして共通開設と

いうことが可能となると思います。

「幼児理解の理論及び方法」と「子どもの理解
と援助」

17ページの「幼児理解の理論及び方法」と

「子どもの理解と援助」というのは、ほぼ共通で

すので、これはそれほど難しいことではないと

思っています。

さらに、「幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程」と「保育の心理学についてもほぼ共

通ですので、問題はないのかなと思っています。

さらに、教職実践演習と保育実践演習も今まで

の中で十分認められてきておりますので、特に

これは教職課程のほうに波線がついております

けれども、学級経営とか教育委員会との緊密な

連携、専門機関との連携というものを含みながら

シラバスを作成していきます。

従来、共通開設ということが認められていると

ころは余り心配していないのですけれども、新た

に入ってきた教科目については、それぞれの条件

を満たすように工夫してください。

「領域に関する専門的事項」と「保育内容の理解
と方法」
参考例 1は大変重要でして、モデルカリキュ

ラムがコアカリキュラムとは異なる形で示され

ています。これからの就学前の教育・保育にお

いては、やはり 5領域ということをしっかり

理解して実践できることと、それを子供の実態

に応じて総合的な指導の中で実現していくとい

う指導法を身に付けることの両方が必要です。

「領域に関する専門的事項」と「保育内容の理解

と方法」とは、科目名は大分異なりますが、いず

れも領域に関する専門的な内容を深める知識や

理解、技術などの習得というところに力を入れ

ています。

保育内容の理解と方法というのは、もちろん

それも入っているのですけれども、具体的な方

法のほうに力点が入っております。ですから、

共通開設するとなると、やはり両方の内容を

含んだシラバスが必要ということです。これに

関してはモデルカリキュラムですので、対応表

はありません。むしろ領域に関する専門的な事

項にしっかりと保育内容の理解は入っていると

思うのですけれども、方法も入れるようにして、

両方の共通開設が認められるような方向で考え

ています。

留意しなければならないことは、保育内容の理

解と方法については、演習科目になっています。

こちらがモデルカリキュラムに示しました「幼児

と環境」とか「幼児と人間関係」は、主として講義

科目ですが、中には模擬保育等も入れております

ので、必ずしも講義だけではありません。50人単

位で開設することが保育内容の理解と方法では

規定されていますので、その辺の開設の仕方につ

いて、それぞれの大学、短大等で工夫が必要かと

思います。

「保育内容総論」
最後になりますけれども、保育内容総論につき

ましては、これまでも必要な科目として設置され

ている科目であり、各大学等では恐らく幼稚園教

諭養成課程でも設置を必修にしているところが

あるのかと思います。ただ、基本的には、モデル

カリキュラムには入れてありますが、幼稚園教諭

養成課程においては必修という形ではなく、指導

法をより豊かにしていくという書きぶりで、計画

を立てるとか実践をしていくとか、評価や記録と

いうことをメインに書いております。
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それに対して保育士養成課程の保育内容総論

のほうは必修科目になっていまして、絶対このこ

とは学んでほしいということでアンダーライン

を引いてあるのです。例えば26ページの「保育

の多様な展開」ということで、「長時間の保育」と

か「特別な配慮を要する子どもの保育」とか

「多文化共生の保育」というような現代的な課題

に対応していくというものを含んでおります。

ぜひともそこは留意していただければと思って

おります。

大変急いで説明をしてしまいましたが、趣旨を

理解していただけたかと思います。この手引書

は、各団体等でホームページに載せることについ

て、各管轄省庁に了承をしていただいておりま

す。ぜひ皆さんの大学・短大等のカリキュラム作

成、シラバス作成に活用していただいて、かつ自

治体等の届け出では必要ならば手引書が一般公

開されていることも伝え、広く活用していただけ

ればとお思います。

ご清聴ありがとうございました（拍手）。

＜平成30年6月10日保育教諭養成課程研究会総会

での解説。担当は神長美津子＞
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特集Ⅱ

特別区立幼稚園教員の研修体系について
― 現状と課題 ―

黒澤聡子
（特別区人事・厚生事務組合教育委員会事務局主任主事）

pp.85-94

はじめに
特別区人事・厚生事務組合教育委員会（以下、「組合教育委員会」という。）は、東京 23特別区が

共同設置する教育委員会として発足し、特別区立幼稚園教育職員の資質及び教育水準の維持向上を基本

理念に、昇任・選考及び共同研修を行っている機関である。特に、特別区立幼稚園教員の研修に関し

ては、任命権者である各区教育委員会、東京都教職員研修センター、及び組合教育委員会がそれぞれ

の立場、役割に応じて計画・実施している。

具体的には、特別区立幼稚園の新規採用教員については、1年目は東京都教職員研修センター、

2年目は組合教育委員会において研修を実施しており、いずれも任命権者である各区教育委員会と密接

な連携を図りながら、教員が力量を形成するスタートを見守り、若手教員の課題を踏まえた育成プロ

グラムを実施している。

その他、組合教育委員会が実施する研修には、園長、新任管理職（副園長）、主任教諭を対象に、

効率性、経済性などの観点から共同研修のメリットを生かした研修を実施している。

1　研修の概要
組合教育委員会では、若手、中堅、管理職の職層に対応した悉皆研修と、副園長選考と並行して募集

する管理職候補者養成研修、ミドルリーダー育成を目的として創設した主任教諭研修などの希望研修

を行っている。それぞれの研修の募集は、年度初めに各区教育委員会を通じて行い、研修計画に沿って、

5月から 1月までの期間で実施している。

また、研修成果及び改善は、研修終了後にアンケートを実施し、研修の感想、評価をもとに、次年度

の計画策定に生かしている。以下、研修の概略を紹介する。

＜悉皆研修＞

（1）幼稚園教員新規採用二年目フォロー研修

研修目的 新規採用二年目教員に対して、実践的な課題を踏まえた指導力の向上を図る。

受講対象者 ・研修実施年度の前年度に採用された区立幼稚園教員
・各区教育委員会が特に指定した者

研修内容 ・保育内容、方法の基礎的な課題と具体的対応
・保育研究の意義と基本的方法
・教材研究、コミュニケーション力等
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（2）主任教諭研修Ⅰ

研修目的 主任教諭の役割について認識を深めるとともに、実践的能力の向上を図る。

受講対象者 ・研修実施年度に主任教諭に昇任する者
・各区教育委員会が特に指定した者

研修内容 ・主任教諭の役割　　・園経営・運営に関する基本的な知識
・教育指導上の課題、課題対応等

（3）管理職昇任前研修

研修目的 副園長昇任前に身に付けておくべき法規等の知識の習得を図る。

受講対象者 ・研修実施年度に副園長1次選考を合格した者

・各区教育委員会が特に指定した者

研修内容 ・法規　　・労務管理等

（4）新任管理職・管理職候補者研修

研修目的 管理職としての幼稚園運営に係る多角的な知識、実践的能力の修得を図る。

受講対象者 ・研修実施年度に副園長に昇任する者
・研修実施年度の前年度以前に副園長1次選考に合格し、未昇任の者
・各区教育委員会が特に指定した者

研修内容 ・幼稚園運営　　 ・危機管理　　・人材育成　　・メンタルヘルス
・クレーム対応　 ・特別区制度　　・幼児教育関連課題等

（5）新任園長研修

研修目的 幼稚園経営及び教育上の諸課題に関する知識・認識を深め、職務遂行能力の向上を図る。

受講対象者 ・研修実施年度に園長に昇任する者
・研修実施年度の前年度以前に園長選考に合格し、未昇任の者
・各区教育委員会が特に指定した者

研修内容 ・幼稚園経営　　・幼児教育関連課題等

＜希望研修＞

（6）主任教諭研修Ⅱ

研修目的 主任教諭の一層のスキルアップ、モチベーションアップを図る。

受講対象者 ・研修実施年度に主任教諭に昇任して3年目から5年目程度の主任教諭
・各区教育委員会が特に受講を認めた者

研修内容 ・若手・後輩教諭の指導育成
・事業の企画、マネジメント、問題解決力



保育教諭養成課程研究　第 4号（2018）

– 86 – – 87 –

（7）管理職候補者養成研修

研修目的 副園長の職務内容を理解したうえで、課題解決能力、論文作成能力を身に付ける。

受講対象者 副園長1次選考受験資格を有し、各区教育委員会から研修生として推薦を受けた者

研修内容 ・副園長の役割　　・論文作成等

（8）園長・副園長等専門研修

研修目的 園長・副園長等の多角的知識、職務遂行能力の向上を図る。

受講対象者 ・園長（併任園長含む）
・副園長等

研修内容 ・幼児教育の諸課題　　・教育改革の動向　　・経営全般等

2　組合教育委員会による共同研修のメリット
組合教育委員会では、東京 23特別区のうち、公立幼稚園がある 21区の教員を対象に共同研修を

実施している。選考を担当し、人事交流に関する連絡調整事務等に係わる組合教育委員会が、研修を

共同処理することには多くのメリットがある。以下特筆すべき 3点を挙げる。

①特別区立幼稚園の教育水準維持に貢献

特別区立幼稚園は、各区の状況によって、実態、課題は様々である。園数が少なく、教員数が少ない

区もあれば、3年保育や預かり保育、こども園開設等、多面的な園経営を実践している区もあり、

新規採用教員は採用される区や園によって、職場環境は大きく異なる。したがって、教員が直面する課

題も千差万別で多様である。

そこで、特別区すべての教員を対象とする共同研修を実施することにより、教員が直面する課題を

把握し、教員の職層に応じた資質・能力の育成を行うことにより、特別区立幼稚園の教育水準維持・

向上を図ることができる。

②幼児教育関連機関との情報交換を生かした研修計画の工夫改善

各区教育委員会、東京都教職員研修センター、東京都公立幼稚園長会、幼児教育専門機関等と連携を

図りながら、専門性、適時性の高い研修計画を立てている。また、幅広いネットワークを活用し、文部

科学省を始め、幼児教育を専門とする大学等、行政・民間等から幅広い分野から講師を招聘している。

さらに、日頃から、各区の幼稚園教員の現状や課題についての情報収集を心がけることで、研修内容・

方法の工夫に生かしている。

③研修受講により生まれた人的ネットワークの有効活用

同期採用の新規採用教員、及び同時期に昇任した園長、副園長が一堂に会することで、他区の情報を

得るとともに、人間関係を構築して、人的ネットワークを広げることが可能となる。このことは各研修

修了後に行うアンケート結果（感想）からも、若手教員、中堅教員、管理職にかかわらず、多くの受講

者が人的ネットワークが広がることを求めていることがうかがえる。

これは、自分の身の回りの人間関係を超えたところで、日頃の保育の悩みを話したり、新たな教材

研究のヒントをもらえたりする同僚を求めていること、また、管理職は園経営について、視点の異な

る情報や実践を学びあうネットワークの効用を実感しているからだと思われる。
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3　特色ある研修の実際
ここでは、組合教育委員会が実施している 8つの研修のうち、研修の成果と課題において、特色ある

研修を取り上げて紹介する。

（1）幼稚園教員新規採用二年目フォロー研修

教員 2年目は、一年間の教職経験を経て、保育の悩みがより具体的になってきている時期である。

そこで、「自分の保育を語る人になろう」をコンセプトに研修を組み立てている。受講者は、自分の

考えや悩みを人に話すことで、自分なりに課題が整理できたり、人の話を聞くことで、自分にはない

視点を得て、課題が解決できたりすることを体験し、実感している。

研修内容 ・保育内容、方法の基礎的な課題と具体的対応

・保育研究の意義と基本的方法

・教材研究、コミュニケーション力等

≪研修計画例（30年度）≫

①【講義】 

「新幼稚園教育要領を受けて、保育の充実をめざす」－学びや指導の充実と教材の工夫－

②【保育観察1・分科会協議】 

「豊かな生活を生み出すための教師の役割」－幼児理解と教師の役割－

③【分科会協議】 

「幼児の実態を踏まえ、発達の見通しに基づく週日案の作成」

④【講義・演習】 

「特別な支援を必要とする幼児の理解と援助」－保育・療育の両面からのアプローチ－

⑤【分科会協議】　 

「学級経営に生かす保育の振返り」－先輩教諭との語り合いを通して―

⑥【講義・演習】 

「子どもたちと楽しむ造形遊び」－素材と遊ぶ、作って遊ぶ―

⑦【保育観察2・分科会協議】 

「保育実践と評価」－評価に基づく保育の改善－

①実施上の工夫

＜工夫1＞受講者の実態を捉え、育成に生かす

受講者とその所属長にアンケート調査を実施し、二年目教員が抱えている悩み、所属長が感じてい

る課題を把握する。アンケート項目は、保育に関すること、保護者とのかかわりや職場の人間関係等

に関することで、研修後にも実施し、研修の成果を確認している。

アンケート調査結果からは、学級指導がうまくいかない、ねらい、内容と実際の保育がずれてしま

うなどの具体的な悩みが多い。また、管理職からは、なんでも話せるようになってきた等と言う声が

聞かれる一方で、職場の人間関係がうまくいかないという悩みも現れており、研修の場面での受講者

の様子を見守ったり、個別に声を掛けたりして、安心して参加できるように配慮し、幼稚園と連携を

図るようにしている。
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＜工夫2＞具体的に保育を語る経験豊かな講師を選ぶ（保育の語らいを通して）

二年目の教員は、幼児の姿、週日案（ねらい、内容、教師の援助と環境構成）、保育記録と翌日の

保育へという一連のつながりを意識し始めていながらも、日々の保育記録が活かされていないという

悩みを抱えている姿が見られる。

そこで、4名から 6名という小グループに 1名の主任教諭が講師として加わり、分科会協議を行う。

受講者がそれぞれの週日案を見せ合いながら、自分の悩みを話すと、講師の主任教諭は、受講者の話

しを受け止めながら、日々の記録の書き方、学級の実態の捉え方、反省評価から翌日の保育を構想す

る道筋など自身の経験を交えて、具体的な助言をする。

夏季休業中に 2回の分科会協議をもつが、2回とも同じメンバー・同じ講師でグループを構成し、

より関係が深まる中で、主体的・対話的・深い学びが得られる環境を作っている。

○受講者及び講師（主任教諭）からの感想（一部抜粋）
＜受講者＞・反省を悩みながら書いていたが、いろいろな方法を試している人もいる。同期と
悩みを共有できてよかったが、自分なりに分かりやすい書き方をみつけたい。

・ 講師の先生の週案を見せていただき、参考になった。
＜講師＞・微力ながらこれまでの経験を伝えることで若手の気持ちを実際に触れることができ、
中堅教員が講師として参加する大切さが分かった。

・ 研修講師としてなるべく話し合えるように心がけた。中堅教員として、視野を広げたり、意欲
を支えたりすることば掛け、情報を与えるばかりではない役割に改めて気付いた。

＜工夫3＞研修テーマがつながり、学びが深まるように組み立てる（保育観察）

保育観察は年間 2回（6月、10月）実施し、一人の観察対象児を観察することで、受講者は、

幼児の成長発達、学級の変容を捉えることができる。研修のテーマは「幼児理解・教師の役割」、

「評価に基づく保育の改善」とし、受講者は自分の学級の実態と照らし合わせて、自分の保育を振

り返り、学ぶ機会となっている。

各グループには、他区の園長が指導助言者として参加する。前期・後期 2回とも同一メンバーの

グループ構成で、より話しやすい環境づくりを心掛けている。

また、夏季休業中の研修で取り上げた週日案の振返りから、2回目の保育観察のテーマを「保育

実践と評価」―評価に基づく保育の改善―とし、夏の研修で主任教諭から学んだことをここでは

実際の保育や記録をもとに話し合うことで学びが深まることをねらっている。

○受講者からの感想（一部抜粋）
・ 3人が同じ場面を観察し、考察していくときに、見方が異なったり、感じ方もそれぞれだっ
たりと自分だけの気付きだけでなく、多面的な意見を交換できてよかった。

・ 年長のクラスでは先生の声掛けが少ないと思った。自分は普段子どもへの声掛けが多すぎて、
自分で育つチャンスを奪ってしまっているのではないかと気付かされた。

○講師（園長）からの感想（一部抜粋）
・ 受講者は評価の観点を意識して、自分なりに発言していた。1学期と考え方、見方が変わっ
ていると感じた。

・ 2回目の協議会ということで、顔見知りになり、よい雰囲気の中で自由に意見を出し合い、
学びの多い研修となった。

・ 研修結果を所属長に知らせることで、園長の指導の参考になると思う。
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＜工夫4＞教材実践事例集づくりを工夫する（実践事例の紹介を通して）

教材研究は若手教員の共通の課題である。そこで、教材実践事例集を作成して、教材研究に役立

てている。

この事例集の特色は、受講生が日頃の保育の中で行った遊びや活動から、やってみてどうだった

か、どのような工夫をしたか、どうすればもっとよくなるか…など、実践で学んだことを書き込む

ことがポイントである。その結果、同じ経験年数の教員が陥りやすいポイント、自分なりに気付い

たことや工夫点を伝え合うことで、自分もやってみよう、自分ならこうしてみようという意欲付け

になると思われる。

さらに、事例集の中から、事例を取り上げて、紹介し合う場面を研修の中で設けてみた。

　「シャボン玉を紙の上に吹いて模様づくりをする」という事例を紹介してもらったことがある。

画用紙にシャボン玉の跡が残り、きれいな模様になっている実物を見せながら、事例を提供した

教員は、「これは先生がやったものなのできれいにできていますが、子どもたちはいろいろな色を

混ぜて試していたので、最後には濁った色の模様になりました。でも、その過程できれいな色の模

様を楽しんでいたので、そのところを大事にしたいです。」と解説していた。

このように、幼児の遊びを見とっていくポイントを経験から学び、伝え合える教材研究の手段と

して、大変有効な事例集になっている。

②成果と課題

〇  受講者の感想から、「グループ協議の楽しさを感じた・自分の考えを言葉にする機会を通して、

自分の考えが深まった・同期と話す機会も多く、同じ立場で考え合うことで学ぶことも多かった・
もっと学び話す機会が欲しいなど」、話すことで主体的に参加する態度を引き出し、学びが深まっ

ていることを実感している。

〇  所属長は、研修に参加させるだけでなく、二年目の教員がどのようなことを学んできたかを見届

けてくれることで、所属長の言葉かけが変わることから、毎回の研修報告を有効活用してもら

うことが肝要である。現場の管理職と当教育委員会との信頼関係もとに、若手教員の育成に役

立てることが出来ると思われる。

〇  グループ協議の講師として各区を代表して推薦された主任教諭は、自園でも若手教員の指導担

当である場合が多い。講師として参加することによって、若手教員への理解が深まったり、

指導のポイントや言葉掛けの工夫を学ぶことができたという感想が聞かれる。二年目の教員と

主任教諭双方にとって、学びの多い研修となっている。

〇  このような研修体制を維持するためには、日頃から、東京都国公立幼稚園・こども園長会との

情報共有が必要で、園長会の強力なバックアップを得て、講師（園長、主任教諭）の人選に協

力してもらえる。今後もこのような協力関係は継続していくことが大切である。
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（2）主任教諭研修Ⅱ

主任教諭は、園運営、経理事務、保護者対応等、副園長と同等の役割を担っていたり、学級担任あ

るいはフリーの立場で園内研究主任などを担当していたりして、教育活動の中心的な立場を担ってい

る。また、実生活では子育て中であったり、新しい園に異動し、環境が変わったりしている時期でも

ある。中堅教員として、保育を楽しいと感じ、教員としての自信とゆとりも感じている時期でもある

ことから、主任教諭としてのさらなる力量形成に役立つ研修を通して、モチベーションを高め、若手

教員の保育者のモデルとなる人材、また、将来管理職を目指す人材として育成することは重要である。

研修内容 ・若手・後輩教諭の指導育成（講義）
・事業の企画力、マネジメント力、問題解決力

≪研修計画例（30年度）≫

①【講義】 

「企業における人材育成に学ぶ」－ミドルリーダーの心構え－

②【演習】 

「組織を生かすミドルリーダーの役割」－園内研究を考えてみよう－

①実施上の工夫

〇   夏季休業中に一日で完結する希望制研修で、受講者にとっては負担感がなく気軽に参加できる

ように設計している。

〇  講義は中堅教員が指導担当としてかかわっている若手教員の育成をテーマにして、企業の人材

育成の視点から学ぶことで、若手教員の行動理解、関わり方等に新たな見方、考え方を学ぶ。

〇  【演習】では事例研究により、「組織を生かすミドルリーダーの役割」を学ぶ。事例のテーマは

どこの園でも行っている園内研究を選び、全体を見ながら、組織の推進役であるミドルリーダー

の役割の在り方をグループで協議する。

・  1グループの人数は、6から7名で構成し、自分が〇〇園の主任教諭という設定。

・  課題を受けて、〇〇幼稚園ではどのような計画を立案するか、組織のメンバーをどのように

生かしていくかを協議する。（コミュニケーション力）（問題解決力）（企画力）

・各グループの成果を発表する。（プレゼン力）

②成果と課題

〇   ミドルリーダーといってもモデルはなく、いつのまにかその立場になっている主任教諭にとっ

て、求められた組織内の役割をどのようイメージし、役割を果たしていけばよいのか漠然とし

ていたようである。

〇   同じ立場の主任教諭が集まって議論を深める中で、それぞれが培ってきた知識や経験、各園の

特色ある取組などを出し合ったことで、互いに刺激となり、ほぼ全員の受講者が積極的に意見

を述べ、活気あるグループ協議が行われていた。日頃考えていることや悩みなどを共有したり、

意見交換したりすることがモチベーションアップにつながっている。
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○受講者の感想（一部抜粋）
・ 課題は難しそうだったが、楽しい雰囲気の中で、言葉にこだわり、視点を広げていく話し
合いは、さながら理想の園内研究のようだった。

・ 園内研究の進め方はまさに課題の一つで、日々の保育につながるようにという視点と園全
体で取り組むという視点から、みんなで進め方をまとめていくことはとても楽しく、意見
交換の面白さを感じた。

・ 今日のグループワークのように、相談し合える仲間がいたら心強い。同僚の力をうまく
発揮できるように役割分担をする等、自分が動いていかなければならない。

・ 主任教諭ばかりの園内研究を体験できて、各先生方の発言力、行動力に感動した。また、
今の立場だからできることやすべきことが明確になった。

・ 発表することは可視化するということ、共通理解を図る上でとても効果的であることが分
かった。

〇   今後の課題としては、園での主任教諭の立場、求められる職務は多様であるが、管理職と異なり、
意図的組織的に体系づけられた研修は少ない。今後も若手教員にとって保育者としてのモデル
を体現するミドルリーダー、あるいは、将来管理職を志す意欲につながるような研修を開発設
計していく必要がある。

（3）管理職研修（新任管理職（副園長）、新任園長、園長・副園長合同）
園長、副園長の管理職の研修は、3つの研修で組み立てている。昇任直後の悉皆研修、及び園長、

副園長合同の希望研修がある。特に副園長の研修内容は、管理職となってすぐに必要な人事管理、危機

管理、クレーム対応等で構成され、副園長になりたての年度にしっかりと学び、身に着けられるように

と考えている。

一方、園長昇任後は園経営に向けて必要な心構えや学校評価を研修内容として回数は少ないが、

同期の園長同士の協議を中心に行い、情報交換、課題意識の共有、自園の課題解決の方策について、

管理職経験者の講師より具体的な指導、助言をもらう。

さらに、幼児教育が目まぐるしく変化し、広い視野と専門性が求められている中で、最新の情報、

教育だけでなく多様な情報を求めて、共同研修の利点を生かした専門研修を行っている。以下、具体

的な研修例を示す。

【新任管理職･·管理職候補者研修例】

研修目的 管理職としての幼稚園運営に係る多角的な知識、実践的能力の修得を図る。

研修内容 ≪研修計画例（30年度）≫
①【基調講演】 「幼児期にふさわしい教育を追求するために」－新幼稚園教育要領を

受けて－
②【講義・演習】「法令に基づく園運営」
③【講義・演習】「メンタルヘルス」
④【演習】「クレーム対応」－ロールプレイを通して－
⑤【講義・演習】「コーチング」
⑥【講義】「特別区制度」
⑦【講義・演習】「学校評価」－園経営改善の取組み－
⑧【講義・演習】「園経営改善の取組みと今後の課題」

実施上の工夫 ・  新任管理職としては、園務が多忙な状況を考慮し、研修期間を2年間で修了できる
ように設定し、全ての研修メニューを受講できるようにした。

・  最後に課題論文を課し、それをもとに園経営の課題と改善策をグループで話し合
い、発表し、成果を共有するようにしている。短時間でより活発に意見交換がで
きるよう、同じ課題を持つ者同士が構成メンバーになるようにしている。
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【新任園長研修】

研修目的 幼稚園経営及び教育上の諸課題に関する知識・認識を深め、職務遂行能力の向上を図る。

研修内容 《研修計画例（30年度）》
①【基調講演】 「新たな時代に求められる幼児教育」－新幼稚園教育要領の実施を踏

まえて－
②【講義・協議】 「幼稚園教育経営の課題と解決の方策」－管理職としての基本的な

心構え－
③【講義・演習】「学校評価」－園経営改善の取組み－
⑧【講義・演習】「園経営改善の取組みと今後の課題」

実施上の工夫 ・  全4回の研修のうち、前期、後期に同じ講師を招き、経営計画と園経営の振返りに
ついて、一年間の園経営を点から線への一連のつながりの中で講義を受けられる
ようにしている。

・  園長として初めて臨む「学校評価」については、次年度に向けての評価活動に取
り掛かる時期を視野にいれて、10月末頃にタイムリーに組み入れ、即実践に活か
せるようにしている。

【園長・副園長等専門研修】

研修目的 園長・副園長等の多角的知識、職務遂行能力の向上を図る。

研修内容 ・  幼児教育の諸課題、教育改革の動向、経営全般等
《研修計画例（30年度）》
①【講義・演習】 「アンガーマネジメントを活用した園経営の推進」
②【講演】 「新幼稚園教育要領が目指す新しい幼児教育の展望Ⅱ」－特別区立幼稚園

管理職に期待すること－
③「発達多様性の尊重と受容」－実践から学んだこと、実践に生かせること－

実施上の工夫 ・  この研修においては、幼児教育の分野以外の講師を期待されており、より広い視
野で自園の経営に役立つ情報を得る、新たな考えに出合える機会として講師選び
を心掛けている。

〇成果と課題－管理職対象の研修について－

○受講者の感想（一部抜粋）
・ 他区の副園長と知り合え、様々な情報交換や課題を踏まえた協議が大変よかった。
・ 限られた時間で考えをまとめることやタイムマネジメントの重要性など研修を通して改めて学
んだ。

・ 各園の状況は異なるが、抱える課題は共通であり、それぞれの取組みを協議できたことはとて
も学びになった。

・  新任園長、副園長にとって、最も必要感を感じているのは、この共同研修の特色で取り上げたように、

人的ネットワークの構築と活用である。各区の状況が様々となっているため、先進的な研究や取組み

を行っている事例から、自園の経営に活かせる情報を収集するメリットを感じている受講者が多い。

・  そのような意識を管理職がもつことで、自区だけでなく、特別区立幼稚園全体の専門性が向上して

いく効果を生み出している。

・  今後も幼児教育全体の質の向上を目指した研修を計画実施していくためには、各区の幼稚園・こど

も園の実態や課題を把握し、幼児教育関係諸機関や園長会、副園長会とより一層の連携、協力を図っ

ていく必要がある。
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4　おわりに ー実りある研修をめざして－
特別区立幼稚園教員のうち 5割近くが、1年目から 4年目の教員であるという実態から、特別区立

幼稚園の全体の資質向上が喫緊の課題となっている。そこで、組合教育委員会としては、今後も各区

教育委員会等と密接な連携を図りながら、共同研修を充実させていくことがますます重要な使命と

なってくる。

しかしながら、教員の力量形成は研修に参加することで達成されるのではなく、研修で学んだこと

を受講者が自ら実践してみることで身に付くものであることから、研修の成果が実践に生かされ、

教員の自信につながることが最終の目標である。

一方、各幼稚園における教員の育成は、管理職や中堅の教員がそれぞれの立場で指導にあたってい

る。したがって、若手教員を取り巻く職場環境を含め、より意図的、組織的な育成プログラムが望ま

れる。若手教員が研修でどのようなことを学んできたのか、それを実践に生かしている姿があれば、

管理職からの言葉掛けの内容も変わってくるであろう。園内の良好な人間関係は、教え・教えられる

関係を滑らかにするし、教える側に立つ中堅の教員が自信をもって指導に当たれるよう、管理職が

中堅の教員の育成にも力を入れていく必要がある。さらに、園長は、幼児教育全体の動向を踏まえ、

必要な情報や内容を分かりやすく自園の職員に伝えること、将来の管理職候補者を育成することも

重要な職務である。

今後も特別区立幼稚園における幼児教育の質の向上に向けて、研修を上手に利用して教員の育成を

図る管理職との連携も大事にしながら、広い視野で各区の状況を踏まえながら、評価反省を生かした

改善を図り、より充実した共同研修を実施していきたい。
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研究部会報告

養成校の学びと幼稚園での実践（表現等）研究部会 
領域「表現」に関わる保育者の専門性と養成校の学び

メンバー：

木村充子 相澤千枝子 赤津裕子 東ゆかり 今川恭子
（桜美林大学） （竹早教員保育士養成所） （竹早教員保育士養成所） （鎌倉女子大学短期大学部） （聖心女子大学）

岡澤陽子 小井塚ななえ 越山沙千子 斉木美紀子 新開よしみ
（武蔵野短期大学） （東洋英和女学院大学） （実践女子大学） （田園調布学園大学） （東京家政学院大学）

杉原真晃 長井覚子 花原幹夫 村上康子 山原麻紀子
（聖心女子大学） （白梅学園短期大学） （白梅学園短期大学） （共立女子大学） （東洋大学）

山本直樹 吉永早苗
（長野県立大学） （東京家政学院大学）

◆はじめに
本研究部会では、領域「表現」に関わる保育者の

専門性と養成校の学びについて研究を進めてい

る。これまでに、養成校の領域「表現」にかかる科

目の学習内容や教員構成の特徴などについて首

都圏の養成校を対象としたシラバス分析を行い、

また、領域「表現」に関連する科目群についても養

成校の教員を対象として聞き取り調査を行った。

その結果、領域「表現」をめぐる養成校の教育の現

状と課題が明らかになった。さらに、ラウンド

テーブルにおいて行った養成校の教員と現職保

育者とのディスカッションの中で、養成校で獲得

させようとする資質・能力（いわゆる本質論と呼

ばれるもの）と実際の保育現場で必要とされる能

力（いわゆる実践力、現場力と呼ばれるもの）とが

乖離しているという課題が指摘された。

これらを踏まえ、現在、①子どもの表現・学び

（子どもの資質・能力）－②保育現場の保育（保育

者の専門性）－③学生の表現・学び（学生の資質・

能力）－④養成校の授業（養成校教員の専門性）の

pp.95-96

4つの往還（相互の関連）の視点をもって計画・実

施される養成校の授業・カリキュラム開発に向け

て研究を進めている。

◆これまでの活動内容
（1）領域「表現」にかかる科目の授業研究

2大学の領域「表現」にかかる科目の授業を対象

とし、シラバスおよびカリキュラムにかかる文献

調査、授業場面の動画の分析、質問紙・聞き取り

調査を実施し、先述した①～④の4つの要素間の

連続性・往復性を踏まえ、領域「表現」に関連する

保育者としての専門性を養成校にていかに育む

かについて検討を行った。

（2）養成校における実技指導の位置づけの検討

4大学を対象とし、領域「表現」にかかる科目お

よび領域「表現」に関連する科目（実技系科目を含

む）のシラバス分析、および音楽実技指導を担当

する教員への質問紙・聞き取り調査を実施した。

6つの観点から検討を行った結果、（1）で示された

領域「表現」の本質に関わる資質・能力と実技指
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導によって獲得させたい資質・能力とは、深く関

連し合い、その関係は、学習プロセスにおいて、

重層的かつ往還的な構造をもつものであること

が明らかとなった。

以上（1）（2）については、第5回研究大会ポス

ター発表にて詳細な報告を予定している。

◆現在の活動内容および今後の研究計画
（1） 授業・カリキュラムの実践研究（PDCAサイ

クル）

実践研究（PDCAサイクル）による実証的な検

討を通して、養成校における領域「表現」の授業・

カリキュラムの理論構築を目指している。

（2） 保育者の専門性としての実技の位置づけの検討

保育者養成教育における実技指導が領域

「表現」の学びの中にどのように位置づくのか、

それは保育者のもつべき専門性としてどのよう

に位置づくのかについて、学生の主体的な学び

に着目し、「ICEモデル」を援用して分析・検討

を進めている。

以上（1）（2）に加え、現職保育者・養成校の学生

および教員への質問紙調査とインタビューを

通し、領域「表現」に関わる保育者のもつべき

専門性を明らかにするとともに、養成校の領域

「表現」の授業・カリキュラムを開発することを

目指している。

（文責：木村充子）
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研究部会報告

幼小接続研究部会

メンバー：

今井康晴 佐久間路子 白川佳子 丹羽さがの 野口隆子
（東京未来大学） （白梅学園大学） （共立女子大学） （東京家政学院大学） （東京家政大学）

原　孝成 福田洋子 掘越紀香 松嵜洋子 吉永安里
（目白大学） （常磐短期大学） （国立教育政策研究所） （千葉大学） （國學院大學）

1．活動内容
幼小接続に関する実態調査や幼小接続期の発

達研究を行い、保育教諭の養成に資することを目

的としている。幼小接続に関する保育者養成の

在り方、幼小接続に関する学生や保育者・教師の

意識、幼小接続期カリキュラムや研修等について

検討する。

1） 平成29年度活動：  

幼小接続の先進地域であるA市における接続

期カリキュラムに基づく地区の取組と研修に

着目し、保育者・教師の接続期と子供の姿に関

する意識を検討するため、質問紙調査やイン

タビュー調査を実施した。その結果を「育ち

と学びをつなぐ幼小接続：A市における現場

の取組と意識に関する調査」と題して学会発

表した。

2） 平成30年度活動予定：  

幼小接続に関連する研修会等に参加した保育

者・教師等を対象に、昨年実施した接続期に関

連する用語の既知、幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿の内容等（自由記述）を尋ねた質問

紙調査を実施し、幼小接続への意識や幼小接続

に関する研修の状況、幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿の理解等について検討する予

定である。

2．研究概要
育ちと学びをつなぐ幼小接続（2）：幼小接続に
関するキーワードの既知と研修の参加回数に
関する調査（ポスター発表予定）
1） 問題と目的

本研究では、接続期カリキュラムに関する研修

への参加者を対象とし、保育者・教師の幼小接続

と子どもの姿に関する意識を明らかにすることを

目的とする。松嵜ら（2017）では、特定の自治体の

取組や研修についてインタビュー調査とアンケー

ト調査により事例的に検討し、研究参加や校内研

修の実施、接続期カリキュラム検討の機会が重要

であることが示唆された。そこで、調査対象者を

増やして調査を実施し、保育者・教師の所属、担当

学年、保育・教育経験による幼小接続に関するキー

ワードの既知の違い、さらに接続期の経験や研修

の効果などについて分析を行った。

2） 方法

（1） 調査日時・対象：2018年3～7月、関西及び

関東4か所で行われた幼小接続に関する研修

への参加者を対象に研修前にアンケートを実

施した。

（2） アンケート：掘越ら（2015）を参考に、①幼小

接続に関する用語15語（以下「接続用語」）及

び“幼児期の終わりまでに育ってほしい姿”

pp.97-98



– 98 –

に関する用語10語（以下「10の姿」）の幼小接

続に関するキーワード（表1）の既知について

「知らない /聞いたことがない」1点から「よく

知っている」4点の4段階評定で尋ね、②“幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿”のイ

メージについて自由記述で尋ねる質問紙を作

成した。回答者は、保育所209名、幼稚園147

名、認定こども園124名、小学校27名、その

他3名、合計510名だった。

3） 結果と考察

「接続用語」15語と「10の姿」10語について、

①担当学年・年齢　②経験年数　③接続期経験回

数　④幼小接続研修参加回数によって違いがある

かを検討した。

①  担当学年・年齢：「接続用語」「10の姿」いずれ

も有意差が見られ、「接続用語」では園長等（園

長・副園長・主任・校長等管理職）が年長児担

当、その他の学年担当より高く（年長児35.9、そ

の他の学年35.9＜園長等42.3）、「10の姿」では

園長等がその他の学年担当より高かった（その

他の学年28.9＜園長等32.0）。

②  経験年数（初任、2-4年、5-9年、10年以上）：「接続

用語」「10の姿」いずれも有意差があり、「接続

用語」では10年以上が初任～9年経験者よりも

高かった（初任33.7、2-4年34.8、5-9年35.9＜

10年以上39.9）。「10の姿」では、多重比較で有

意差はみられなかった（初任28.5、2-4年28.9、

5-9年29.7、10年以上30.5）。

③  接続期経験回数（0回、1回、2-4回、5-9回、10

回以上）：「接続用語」で有意差が見られ、10回

以上は0～4回より高く、5-9回は0～1回より

高く、2-4回は 1回より高いことが分かった

（0回 35.9、1回 35.4、2-4回 38.1、5-9回 39.6、

10回以上44.3）。

④  幼小接続研修参加回数（0回、1回、2回、3回、4回

以上）：初任者以外を対象に分析したところ、

「接続用語」「10の姿」いずれも有意差が見られ、

「接続用語」では0回より1～4回以上で高く

（0回35.4＜1回38.8、2回42.0、3回41.3、4回以

上42.9）、「10の姿」では0回より2回の方が高かっ

た（0回29.0＜2回32.5）。

4）まとめ

本調査から、幼小接続に関連するキーワードに

ついて、園長等の管理職は他の担当学年・年齢よ

りも既知である割合が高く、管理職の幼小接続に

対する関心の高さが伺われた。また、経験年数や

幼小接続研修への参加によってキーワードの

既知は高くなり、特に研修を複数回経験すること

によって、幼小接続への理解が深まる可能性が示

された。このことから、経験年数のほか、研修を

受けることが、幼小接続への理解を深めるために

重要と考えられる。今後の課題として、来年度同

じ自治体での幼小接続に関する研修受講者に

対して調査を実施予定のため、新要領・指針の本

格実施1年目の今回の調査結果とどのような違い

が生じるか、幼小接続に関するキーワードの既知

の程度と自由記述での10の姿の理解がどのよう

に関連するかを検討すること、小学校参加者の

データを増やして比較検討することが求められ

るだろう。

（文責：丹羽さがの、掘越紀香）

表1.　幼小接続に関するキーワード

＜接続用語＞ 14）育成を目指す資質・能力の三つの柱

1）スタートカリキュラム 15）幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

2）アプローチカリキュラム

3）学びの芽生え、自覚的な学び ＜10の姿＞
4）学びに向かう力 16）健康な心と体

5）気づきの質 17）自立心

6）育ち（発達）と学びの連続性 18）協同性

7）方向目標 19）道徳性・規範意識の芽生え

8）到達目標 20）社会生活との関わり

9）教育課程 21）思考力の芽生え

10）全体的な計画 22）自然との関わり・生命尊重

11）合科的・関連的な指導 23） 数量や図形、標識や文字などへの 
関心･感覚

12）カリキュラム・マネジメント 24）言葉による伝え合い

13）主体的・対話的で深い学び 25）豊かな感性と表現
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研究部会報告

カリキュラム研究部会 
「保育者養成課程のカリキュラム史」研究プロジェクト

メンバー：

伊藤理絵 大佐古紀雄 小野順子 寺田清美
（岡崎女子短期大学） （育英短期大学） （中国短期大学） （東京成徳短期大学）

村井尚子 山下佳香
（京都女子大学） （昭和学院短期大学）

1．本部会の研究の方向性
この部会が目指す方向性は 2つある。まず、

従来就学前の子どもに対する幼児教育と保育と

を二元的に提供してきた戦後の施策の転換点と

なった「子ども・子育て支援新制度」以降、とり

わけ意識されるようになったと考えられる「保育

者の養成課程」の視点から、これまでの幼稚園教

員養成課程と保育士（旧保母含む）養成課程の戦

後以降のカリキュラムの内容の変遷を整理する

こと、そしてその成果を本会の内外で共有できる

方法を検討し、幼保一元に向かいつつある時流に

よりフィットした保育者養成への活路を見出す

ための議論の礎とすることである。

2．研究の概要と進捗状況
平成29年度まで、砂上史子氏（千葉大学）がこ

の部会及びプロジェクトの指揮に当たってきた

が、本年度からは大佐古にその任を交代した。

現在は、以下の4点にポイントを置いて、調査活

動に当たっている。

（1）幼稚園教諭教員養成の歴史

*  教育職員免許法および関係法令の改正内容

およびその意図

*  改正に際しての議論（審議会など）

（2） 幼稚園教育要領の改訂内容と改訂のポイント

およびその意図

*  特に保育内容（領域）に着目することも検討

（3） 保育士養成課程の歴史

*  指定保育士養成施設の指定及び運営の基準

の通知改定およびその意図

*  改定に際しての議論（検討会など）

（4） 保育所保育指針の改定内容と改定のポイント

およびその意図

分担は、（1）（2）を主に伊藤、小野、村井が、

（3）（4）を主に寺田、山下、大佐古が担当している。

改正（改定）の経緯やそれらの概略的な内容に

ついては、昨年度のこの稿において報告がされて

いるが、現在は、それらの改正（改定）における意

図について、当時の政策資料や関係者の資料にあ

たる方向で進めている。

3．今後の課題
この政策資料にあたることに一定の困難さが

ある。とりわけ、保育士の養成課程については、

それを歴史的に整理した先行研究がなかなか

見当たらず、カリキュラム内容の政策的意図がど

こまで整理できるか、見通しが立ちにくい状況に

ある。
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最終的には、幼稚園教員養成課程と保育士養成

課程の双方の変遷を一括して眺めることができ

る簡潔な資料（パンフレットのようなもの）の作

成を具体的な目標としている。そこにどこまで

の肉付けができるかを、来年度も含めた課題とし

たい。なお、歴史的な資料について有効と思われ

る知見をお持ちの方がみえれば、情報の提供にご

協力をお願いしたい次第である。

（文責：大佐古紀雄）
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研究部会報告

特別支援教育研究部会 
幼児期の特別支援教育・インクルーシブ保育と養成・育成過程の検討

メンバー：

相沢和恵 浅川茂実 太田俊己 酒井幸子
（山村学園短期大学） （武蔵野短期大学） （関東学院大学） （武蔵野短期大学・附属幼稚園）

杉﨑雅子 中野圭子 丹羽健太郎 橋本淳一
（小田原短期大学） （明星大学） （川口短期大学） （山村学園大学）

広瀬由紀 藤井惠美子 室井佑美 守　巧
（植草学園大学） （前兵庫大学） （山村学園短期大学） （子ども教育宝仙大学）

本研究部会は、幼稚園・こども園における特別

に配慮や支援を必要とする、いわゆる特別なニー

ズのある幼児への保育に関する特別支援教育の

進展の状況、またそこでの課題について、インク

ルーシブな保育も視点に入れつつ検討を行い、

保育者養成も含む今後のあり方について明らか

にすることを目的に活動を行っている。

これまで特別支援教育研究部会では、公私立幼

稚園への質問紙調査を複数回実施し、さらに事後

追跡のための実地調査を行い本研究会紀要等へ

成果を公表してきた。調査は、「気になる子」、

障がいのある幼児の保育に焦点を当てたもので

あった。

その結果、調査地域における特別支援の特色あ

る体制や取り組みが明らかになったとともに、

「気になる子」への保育を行う幼稚園教諭の特質

や「気になる」行動の特徴が区分される現状など

が判明した（前年度までの報告参照）。

これらも受け、以下は、本部会が2017年度から

2018年度にかけて取り組んだ活動の概要につい

て前報告との重複を除き報告を行いたい。

1． 「気になる幼児」の保育を支える幼稚園教諭
の資質と地域における特別支援教育の
仕組み
先に「気になる子」の保育について質問紙調査

を行った関西地区K市とA市に対し、各市教育委

員会・幼稚園のご協力のもと、実地調査を行った

（2017年2月）。この結果を中心に本研究会紀要

3号にまとめ、公表した（文献①）。

対象地区のK市では、幼稚園では稀な通級指導

教室にあたる制度を早期から導入した。各園の

特別支援教育の進展には、この担当者の園内外で

の活躍の可能性が全園的な専門性の向上につな

がる可能性を指摘した。A市では、各園の障害の

ある幼児に着実な支援ができる体制を確保する

ため、ある割合で支援教諭を幼稚園に導入する

制度を継承している。このほか、地区にある特別

支援学校等の外部機関・専門家から、アセスメン

トを中心として安定的に支援が得られる仕組み

があり、これらがA市の幼児教育における特別

支援の質を維持する基盤となっていると考えら

れた。
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2． 障害のある子を含む保育のカリキュラム
マネジメント
話題になっているカリキュラムマネジメントの

視点から、障害のある子を含んでの保育を見た場

合に、今後、幼稚園、こども園等では、どのように

カリキュラムマネジメントは理解され、実施され

るべきか、そこで必要な観点を検討する目的で、

日本保育学会において自主シンポジウムを開催し

た（文献②）。部会員6名が話題提供等で参加し、

またフロアからの部会員の参加もあった。多くの

保育関係者の参加があった。

公立幼稚園でのユニバーサルな環境支援がなさ

れ、個別指導計画が密に実施される中での保育の

例、私立保育所での障害への配慮がなされたカリ

キュラム実施例、私立幼稚園でのカリキュラム改

訂における障害等も含めよく配慮されたカリキュ

ラムの実施例、心理士の相談支援により、課題が

派生していた保育が改善に結び付き保育者支援と

なった例が報告され、指定討論によって今後の障

害のある子を含んだカリキュラムマネジメントへ

の理解と考察が増し、今後の望まれるモデルに結

び付く提案等がなされた。

この成果は、論文としてまとめられ公表予定と

なっている（文献③）。

3． その他のシンポジウム
この間、関連学会である日本保育学会や日本乳

幼児教育学会、日本特殊教育学会で、部会員の数名

による自主シンポジウムが開催され成果を得た。

障害のある子を含む保育の意義や方法、関連す

る保育者養成、インクルーシブ保育における個々

への配慮の意義等に関する内容等があった。各学

会における障害のある乳幼児の保育、インクルー

シブ保育に関連するシンポジウムは相対的に多く

はないが、そのため、本部会員はその中でよく貢

献し、意義ある開催を行っていると思える。

2018年度後半、また2019年度においても本研

究会の研究大会をはじめ、日本保育学会、日本乳

幼児教育学会等の関連学会で、部会員による複数

の自主シンポジウム開催が予定されている。

4．今後の取り組み
部会員の入退会があり、現在12名の部会員で活

動を行っている。

2018年9月より部会員個々の研究課題や意識に

より根ざしたテーマでの研究の検討を再開した。

11の研究テーマ案のうち、急ぎ始められる2テー

マからテーマ別のグループ研究を始めたところで

ある。

これにより、実地調査で得られた、障害のある子

を含んで保育を行う幼稚園教諭の保育に対する述

懐データを用い、分析処理を行って保育者の特性

やキャリア形成等について考察を行う研究が開始

された。

このほかのテーマ別研究についても今後特別支

援やインクルーシブ保育に関連した研究が行われ

ることが期待されている。

文献

①  太田俊己，藤井惠美子，金谷公子ほか（2017）

『気になる幼児』の保育を支える幼稚園教諭の資

質と地域における特別支援教育の仕組み～関西

地区K市とA市における聞き取り調査から，保育

教諭養成課程研究第3号．

②  太田俊己，相沢和恵，室井佑美ほか（2018）　障害

のある子を含む保育のカリキュラムマネージメ

ントをめぐって，日本保育学会第71回大会自主

シンポジウム．

③  太田俊己，中澤潤，相沢和恵ほか（2019）　障害の

ある子を含む保育のカリキュラムマネジメント

をめぐって，関東学院大学人間環境学会第30号．

（文責：太田俊己）
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研究部会報告

保育教諭の専門性を探る研究部会 
認定こども園の現状と保育教諭の専門性の検討

メンバー：

阿部アサミ 石倉卓子 石丸るみ 大方美香 柿沼芳枝
（東京保育専門学校） （富山国際大学） （東京保育専門学校） （大阪総合保育大学） （東京家政大学）

神長美津子 駒　久美子 齊藤　崇 島田由紀子 鈴木美枝子
（國學院大學） （千葉大学） （淑徳大学） （國學院大學） （いわき短期大学）

竹田好美 中田範子 永井由利子 矢萩恭子 宮里暁美
（富山国際大学） （東京家政学院大学） （松蔭大学） （和洋女子大学） （お茶の水女子大学）

1． 問題意識
本部会は、認定こども園の現状や保育教諭に求め

られる専門性について検討することを目的とする。

認定こども園は刻 と々広がってきているが、その在り

方については模索が続いており、本部会の研究の果

たす役割は大きいと考える。今年度より調査研究グ

ループと実態調査グループの2つに分かれて研究課

題に取り組んでいる。

2． 研究の概要と進捗状況
（1）調査研究グループ
①研究目的及び内容
認定こども園の園庭における幼児の遊びと保育

教諭の援助の実状を調査する。園庭では実際にど

のような遊びが行われているのかを空間・時間、

物（道具含む）の関連から細やかにつかみ、そこで

の幼児の経験、保育教諭の幼児の思いをとらえた

援助、豊かな経験につながる遊びについての保育

教諭の思いを明らかにする。

②研究方法
• 質問紙郵送調査

•調査期間：2018年1月23日～3月5日

•  研究対象：幼保連携型 /幼稚園型 /保育所型 /地

方裁量型/について都道府県数の比率に基づき、

HP等の名簿順に市町村が重ならないよう選定。

平成28年4月時点での全園数の1割、400対象

•  回収数：幼保連携型：84　幼稚園型：22　保育

所型：9（回収率：28.75%）

③研究結果
■幼児が豊かな経験をしていると感じる遊び

遊びの種類・内容：「砂・水・泥」を使った遊び、

作る・創作・工夫がみられる遊び、ごっこ遊びや真

似ることなど。

遊び方：異年齢で一緒に遊ぶことや、他者との協

力、関わりのあることなど。

遊びの様子：領域「人間関係」、領域「環境」に含

まれる項目が多く含まれている。

「人間関係」：友達と楽しく活動する中で、共通の

目的を見いだし、工夫したり協力したりする、

「環境」：自然などの身近な事象に関心をもち、取

り入れて遊ぶなど。

自由回答の記載内容：考える、教える、工夫する、

挑戦する、気づく、役割分担、ルールを決めるなど

の経験。

■幼児の思いをとらえた援助

「一緒に考える」「思いを受け止める・応える」

「用具の準備や提供」「提案・助言」「一緒に楽しむ」

などの援助が多くみられた。

※ 本グループの研究はJSPS科研費15K01778の助成を

受け、その取組みの一環として行った。
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（2）実態調査グループ
①問題の所在
認定こども園では、教育標準時間外に行われる

預かり保育での場や担当者、保育内容について、

よりよい在り方を求める模索が続いている。

「集中して遊ぶ」教育標準時間の保育と、「家庭

的な雰囲気の中でくつろいで過ごす」教育標準時

間外の保育は子どもにとってどのような意味をも

つのだろうか。二つの異なった時間の流れや独自

性を意識し、関連性を持たせながら生かす保育が

できているのだろうか。実態調査グループでは、

認定こども園の保育を観察し分析考察することを

通して、「教育標準時間外の保育」の在り様と保育

教諭の専門性について検討することとする。

②研究方法
•  文京区立お茶の水女子大学こども園（以下Aこ

ども園）の実践記録と観察記録の収集　

•実践記録及び観察記録の検討、考察

③研究結果
ア）実践記録より
■Aこども園の「教育標準時間外の保育の特色

〇 異年齢のかかわり重視

〇地域社会で行われていた遊びの再生

〇様々な人やものとのつながりを生かす

〇日暮れから夕暮れへの流れに沿う

〇 保育者はシフト制。時間帯によって違う現れ

をする子どもたちと関わる

■Aこども園の課題と解決のための視点

課題①  教育標準時間の保育と夕方の保育が、同一

スペースで行われるため新鮮味に欠ける。

解決①  夕方の保育では駐輪場前のスペースを遊

び場に。二階のスペースは子どもの数の

減少に伴い少しずつ縮小し、子どもが安

心して遊べる空間に調整。

課題②  担任が夕方の保育も行うため、教育標準

時間内の保育との区別がしにくい。

解決②  夕方保育をコーディネートする担当者を

決める。勤務時間を9：30～18：30とする。

■見えてきた可能性

17時以降のゆったりした雰囲気の中で迎えに

きた保護者や祖父母が遊びの続きに少しだけ関わ

る。大学生のボランティアが遊びに来る。訪れる

人がいる保育に可能性がある。

イ）観察記録より
観察記録①“A児”の姿から見えた物的・人的環境

の在り方

〇  日中の活動の続きをイメージできる環境設定

や遊びの持続を保障する物（例：表札）は午後に

主体的な展開のきっかけになる。

〇  生活の主体が子ども自身のものと感じられる

時間にしていく。

〇  安心できる場所や人の存在が子どもの心情を

支える。

観察記録② こども園における質の高い保育実践

に関する一考察

〇  幼児の実態に合わせた時間の流れと保育者に

よる環境構成・再構成　

〇  幼児理解に基づいた保育者同士の連携　

〇  保育者に支えられた幼児同士の育ち合い

観察記録③ 人との関わりを促す物的環境と保護

者との連携

〇  2階保育室（3～5歳オープンスペース）におけ

る遊びの場は、互いの様子を見ることができ

て、楽しさを共鳴できるほどよい距離に設定し

ている。

〇  保護者は迎えの際、玄関のボード・写真・絵本

の掲示等から、経験している内容を把握し子ど

もと話題にしている。

3．今後の研究の方向性
今年度の成果は、2グループともにポスターに

まとめ平成30年度保育教諭養成課程研究会研究

大会にて報告した。

認定こども園においては、園の規模や預かる

子どもの人数により課題が変わる傾向がある。

今後は、園の規模や1号・2号の子どもの人数比の

異なる複数のこども園を見学し、こども園共通の

課題と個別の課題について検討し、保育教諭の専

門性について明らかにする。

（文責：宮里暁美）
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研究部会報告

現職研修部会

メンバー：

伊藤美佳 埋橋玲子 内田千春 大方美香 岡本拡子
（東洋大学） （同志社女子大学） （東洋大学） （大阪総合保育大学） （高崎健康福祉大学）

小泉裕子 古賀松香 清水益治 多川則子 寺田清美
（鎌倉女子大学） （京都教育大学） （帝塚山大学） （名古屋経済大学） （東京成徳短期大学）

中田範子 那須信樹 細井　香 向山陽子 村井尚子
（東京家政学院大学） （中村学園大学） （東京家政大学） （白梅大学大学院） （京都女子大学）

矢籐誠慈郎 矢萩恭子 山田麗子 吉永早苗 北野幸子
（岡崎女子大学） （和洋女子大学） （遊育） （東京家政学院大学） （神戸大学大学院）

目的
現職研修部会では、保育教諭の現職研修の一元

的システム開発の検討や、保育実践の質の維持・

向上につながる現職研修の高度化の在り方を検討

することを、目的としています。

部会では、それぞれの経験を踏まえて、各地で

の現職研修の実態や開発状況を報告し、課題につ

いての意見交換を行っています。また、調査等に

より保育教諭の研修の実態を把握し、課題を明ら

かにしています。加えて、国内外の行政や保育専

門組織による、現職研修に関する情報収集や分析

することにより、今後の保育教諭の現職研修の在

り方を模索しています。

活動内容
平成 29年度は、保育教諭養成課程研究会の大

会において発表しました。テーマは「保育者の

一元的な現職研修システム開発に向けた課題」で、

発表者は、北野幸子（神戸大学）、内田千春（東洋

大学）、大方美香（大阪総合保育大学）、那須信樹

（東京家政大学）、矢藤誠慈郎（岡崎女子大学）、

吉永早苗（岡山県立大学）です。研究では、一元的

な研修システムの開発の状況をとして、（1）行政

による一元的な現職研修システム開発の事例；

（2）専門組織による一元的な現職研修システム開

発の事例；（3）自主的な一元的な現職研修システ

ム開発の事例を検討しました。

一元的研修システムの開発が進んでいると思

われる地域の特徴として、事業として展開して

いる点、地域として共通の課題があることで、

その課題に集約されることにより一元化がすす

められている点を明らかにしました。

平成 30年度は、本研究会や他の学会等の機会

を利用して、各地の一元的な現職研修について、

開発状況や実際の内容についての情報収集と分

析しています。

会員の皆様からも、各地のユニークな試みや、

課題などの情報をお寄せいただければと存じ

ます。 
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研究部会報告

授業方法・授業展開部会 
養成校の授業のあり方におけるアクティブ・ラーニングを考える

メンバー：

入江良英 後田紀子 小尾麻希子
（精華女子短期大学） （松蔭大学） （武庫川女子大学）

桐川敦子 佐藤有香 新家智子
（日本女子体育大学） （和洋女子大学） （帝京科学大学）

目良秋子 若尾良徳 若山育代
（白百合女子大学） （日本体育大学） （富山大学）

1．本研究部会の目的
近年の高等教育を巡る議論のなかで、大学の授

業方法が問われている。そこで保育者の資質能力

の維持・向上においても保育者養成課程における

授業のあり方、個々の教員の具体的な授業方法・

授業展開の在り方に着目し、授業を行う上での課

題や授業方法の実態を明らかにすることを目的と

している。

中教審答申「これからの学校教育を担う教員の

資質能力の向上について～学び合い、高め合う教

員養成コミュニティの構築に向けて～」（平成27

年12月21日）において、養成課程における授業を、

課題探求的な内容としていくこととされており、

アクティブ・ラーニング（主体的・対話的で深い学

び）が重視されている。一方、中央教育審議会大

学分科会将来構想部会「今後の高等教育の将来像

の提示に向けた中間まとめ」（平成30年6月28日）

では、初等中等教育段階における、2030 年以降の

社会の在り方を見据えた育成を目指す資質・能力

については、『知識・技能』の習得、『思考力・判断

力・表現力』等の育成、『学びに向かう力・人間性

等』の涵養という三つの柱で確実に育成すること

とされている。これらは学生がより社会とのより

密接な関係を意識した学習が求められるようにな

ることが示されている。さらに「個々人の強みを

最大限に活かすことを可能とする教育」に転換す

ることは、学修者を主体としての教育になる。保

育者養成に限らず、大学での授業のあり方を見直

すことに注目はされている。

よって、授業を行う上での課題や授業方法の実

態を現在までの調査に合わせ、より詳細に表して

いきたい。

2．現段階までの進行状況
平成26年度に、保育者養成課程における講義科

目の授業方法、授業の工夫の実態を明らかにする

ために、養成課程の講義科目を担当する教員16名

にインタビュー調査を行ない、授業の工夫につい

ての結果は『保育教諭養成課程研究会　創刊号』

に論文としてまとめ発表をした。これを皮切り

に、授業の工夫をした結果として、教員が感じて

いる効果について分析をし、その結果を、平成28

年度に行なわれた保育教諭養成課程研究会第3回

研究大会で2つの報告をしている。
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平成29年度は、インタビュー調査の対象を教職

課程に係る科目担当者にも広げ、授業で用いてい

る工夫、その工夫の導入背景や意図、工夫を行なっ

た時の学生の姿などを中心に調査をした。

平成30年度は、前回行なった調査内容の結果か

ら、より明確にするために質問項目を増やすこと、

調査方法をアンケートにし、保育教諭養成課程研

究会第5回研究大会に参加をされた養成校教員を

対象に協力の依頼をし、データ数を確保した。

これらの結果は本年度の研究大会で発表をする。

3．今後の研究計画
大学の授業のあり方について議論を重ねていく

ごとに、多くの疑問や課題が出される。これも、

大学の教授法に関するレビューが足りないこともあ

る。よって今後も引き続き次の様な計画をしている。

•  授業者の協力を得て、授業の観察をし、授業方

法の工夫などについてインタビュー調査を行な

う。特にアクティブ・ラーニングを実施してい

る授業について検討を重ねる。

•  カリキュラム・マネジメントに関する保育専攻

学生の専門的技術と意欲的態度の育成。

•  保育者養成課程におけるアクティブ・ラーニン

グの実態と効果。

4．研究へのご協力のお願い
本部会では、授業方法・授業改善のためにご協

力していただける教員を募集している。主に、

授業見学、授業の方法や工夫などについて回答、

履修学生へのインタビュー協力等、是非とも、

ご協力をお願いしたい。

（文責：後田紀子）
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『保育教諭養成課程研究会紀要』投稿規定

（目的）

第一条　本規程は、保育教諭養成課程研究会（以下、「本研究会」という。）の紀要（以下、「本紀要」

という。）の投稿に関して必要な事項を定める。

（発行回数）

第二条　本紀要は、年一回発行するものとする。

（編集委員会）

第三条　本紀要の編集は、本研究会の編集委員会（以下、「本紀要編集委員会」という。）が行う。

（投稿資格）

第四条　本紀要に投稿することができる者は、次に掲げる者とする。但し、依頼原稿の場合はこ

の限りでない。

（1）本研究会の正会員、及び賛助会員

（2）その他、本紀要編集委員会が特に認めた者

（投稿原稿の種類、及び紀要の構成）

第五条　本紀要に投稿できる原稿の種類は、次に掲げるもののいずれかとする。

（1）学術論文

（2）研究ノート（研究報告、養成校の授業実践、研究資料、展望、書評等）

（3）その他

2　本紀要に発表する原稿は、他の雑誌等の媒体に未発表のもの、或いは投稿されていないものに

限る。

（査読と掲載の可否）

第六条　学術論文の掲載可否は、本紀要編集委員会が選定した査読者2名による査読を経て、本紀

要編集委員会の審議により決定する。

2　その他の種類の投稿原稿については、本紀要編集委員会の審議により掲載可否を決定する。

（投稿要領）

第七条　投稿者は、次の各号に掲げる投稿要領に従って投稿原稿を作成するものとする。

（1）投稿原稿は横書きの完成原稿であること。

（2）国語（日本語）または本紀要編集委員会が認める言語によるものであること。

（3）投稿原稿の分量は、学術論文の場合、原則として国語（日本語）では上限20,000字（図表、

写真、注、参考文献等を含む。）とし、他の言語でもこれと同程度の分量（英文ならば原則とし

て上限10,000語）とする。

（4）注や参考文献は本文の最後に一括して掲載すること。
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（5）投稿原稿は、論題と英文タイトル、著者名を記載の上、原則として電子データ（CD-R、

USBメモリ、Eメール添付等）によって、原稿提出締切日までに本紀要編集委員会宛てに提

出するものとする。

（6）投稿原稿には、約400字の和文要旨（もしくは約200語の英文要旨）、五つのキーワードを

添付するものとする。

（7）その他、学術論文以外の原稿の分量、本紀要掲載原稿の書式などの統一、投稿手続き方法

については、本紀要編集委員会の権限によって決定する。

（8）図表は論文に直接入力するか，論文に黒インクで書いたものを添付すること。オリジナル

以外の図表・URL等については各自で転載・引用の許可を得ること。

（校正）

第八条　投稿者による校正は初校のみとし、二校以降は本紀要編集委員会に一任するものとする。

なお、校正段階での大幅な変更や書き加えは認められない。

（抜刷）

第九条　掲載に対する謝礼等の支払いはしない。掲載された論文等については、当該論文を掲載

した紀要を論文一本につき五部を配布する。

（著作権の許諾）

第十条　本紀要に掲載された論文等の著作権は、その著作者に帰属するが、著作権のうち「複製権」

及び「譲渡権」、「公衆送信権」は本紀要編集委員会に許諾される。

2　投稿原稿に、投稿者以外の者が著作権を保有する著作物を使用する場合は、引用に該当する

場合を除き、投稿者が当該著作物を使用することについて、当該著作物の著作者の承諾を得

なければならない。

3　投稿原稿が、投稿者以外の者が創作した著作物を原著作物とする翻訳、翻案等の二次的著作

物に該当するときは、投稿者が、原著作物についての使用行為について原著作者の承諾を得

なければならない。

（転載）

第十一条　本紀要に掲載された論文等の一部または全部を他の出版物、印刷物等に転載するとき

は、事前に本紀要編集委員会に通知しなければならない。

（改廃）

第十二条　本規程の改廃は、本紀要編集委員会の議を経て、編集委員長がまとめ、理事会に提出し、

理事会の審議事項とする。

附則

本規程は、平成二十六年十月一日から施行する。
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『保育教諭養成課程研究会紀要』第4号 原稿募集

1　応募資格（『保育教諭養成課程研究会紀要』投稿規程に基づく）

2　 原稿提出方法（『保育教諭養成課程研究会紀要』投稿規程に基づく）  

　原稿提出の締め切り　2019年8月末日〔消印有効〕

※  著者名、論題と英文タイトル、約400字の和文要旨（もしくは約200語の英文要旨）、

5つのキーワードを記載の上、郵便（4部）とEメール添付ファイル等によって、完全原

稿を本紀要編集委員会（下記の事務局宛）宛に提出すること。

※  詳細については、「投稿規程」第七条（投稿要領）を参照。

※  投稿原稿の掲載の可否は、本紀要編集委員が選定した査読者（各論文に対し2名）によ

る厳正な査読を経て、本紀要編集委員会の審議により決定する。本紀要編集委員会は、

当分の間、理事会をもってこれに当たる。

※  執筆者による校正は初校の1回とし、再校以降は本紀要編集委員会が行う。校正段階で

の大幅な変更や書き加えは認められない。また各校正の期限は、随時、編集委員会が

指定する。

事務局

お問い合わせ及び論文送り先：

〒243-0124 神奈川県厚木市森の里若宮9番1号

松蔭大学 コミュニケーション文化学部 子ども学科 

　　大沢 裕研究室　宛 

E-mail: osawa@shoin-u.ac.jp
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あ と が き

皆様の御協力、御支援のおかげで、保育教諭養成課程研究紀要第4号を発刊することができました。

論文投稿をしてくださった会員の方々、特別寄稿をしてくださった東京都特別区人事・厚生事務組合の

黒澤聡子先生、また査読や編集の仕事をしてくださった会員の方、誠にありがとうございます。深く感謝

申し上げます。

本研究会が発足して4年目をむかえ、会員数も350人近くになりました。会員の方々のそれぞれの専

門や関心に沿った研究部会による共同研究と並行して、本年度は、新たに領域の専門的事項についての

理解を深める領域部会五つと、乳児保育部会一つを発足させ、本研究会が刊行した『幼稚園教諭養成課程

をどう構成するか～モデルカリキュラムに基づく提案～』を一歩深める研究をスタートさせました。

今後、それぞれの研究部会で議論を重ね、その成果について、幼稚園教員・保育士養成校のカリキュラム

や授業実践の提案をしていきたいと考えています。

本研究紀要では、これからも、幼稚園教員・保育士養成についての論文を掲載し、保育者養成校のカリ

キュラムや授業実践の質の充実に努めていきたいと考えています。本研究紀要を多くの方々に読んでい

ただき、活用していただけることを願っています。

（紀要編集委員 神長美津子）


